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例　　言

１　 本書は，京都市が文化庁の国庫補助を得て実施した令和 3年度の京都市内遺跡試掘調査報告

書である。令和 3年 1月から令和 3年 12月まで実施した試掘調査のうち，重要な成果のあっ

たものについて本文で報告している。ただし，試掘調査の結果，発掘調査を指導したものに

ついては，発掘調査報告書の刊行を待つこととし，原則一覧表にのみ掲載している。

　　 試掘調査を実施したすべての地区・所在地・調査日・調査概要については，試掘調査一覧表

に掲載している（96～ 106 頁）。なお，各章表題末尾の番号と調査一覧表の番号並びに図版

の番号は対応している。

２　本文の執筆分担は，本文の末尾に記している。

３　 本書報告の調査のうち，基準点測量を実施した調査の方位及び座標は，世界測地系平面直角

座標系Ⅵによる。標高は T.P.（東京湾平均海面高度）による。また，これ以外の場合は，既存

公共物などを仮基準点（KBM）として用いている。

４　 本書に使用した地図は，本市の都市計画局発行の都市計画基本図（縮尺 1/2,500）を複製し

て調整したものを掲載している。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

 図版１～ 13　1/8,000　　　図版 14～ 25　1/10,000　　

５　 本書で使用した遺物の名称及び形式・型式は，一部を除き，平尾政幸「土師器再考」『洛史』

研究紀要第 12号　（公財）京都市埋蔵文化財研究所 2019 年  に準拠する。

６　 本書に使用した土壌色名は，農林水産省農林水産

技術会議事務局監修『新版標準土色帳』に準じた。

７　 調査及び整理にあたっては，飯沼俊哉・江本迪香・

上茶谷美保・上別府亜紀・永田丈一郎・早川仁志・

林友紀・松本和子・山口大地・吉本健吾の協力を

得た。

８　 調査及び本書作成は，京都市文化市民局 文化芸術

都市推進室 文化財保護課が担当し，（公財）京都市

埋蔵文化財研究所の協力を得た。

5

4

12

7

6

8
10

11

9

平安京地区
 1 　平安宮（HQ）
 2 　左京（HL）
 3 　右京（HR）

 4 　太秦地区（UZ）
 5 　洛北地区（RH）
 6 　北白川地区（KS）
 7 　洛東地区（RT）
 8 　伏見・醍醐地区（FD）
 9 　鳥羽地区（TB）
10　長岡京地区（NG）
11　南桂川地区（MK）
12　京北地区（UK）
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Ⅰ　試掘調査の概要

１．京都市内の埋蔵文化財行政

京都市で所管する周知の埋蔵文化財包蔵地（以下，遺跡という。）は，京北町との合併に伴う遺跡

地図の改訂を経て，933件を数える。その範囲内でおこなわれる土木工事に対しては，遺跡の重要

度と工事規模に応じて「慎重工事」・「詳細分布調査」・「試掘調査」・「発掘調査」の４種の行政指導

をおこなっている。この指導業務は，当初，文化財保護課がおこない，昭和55年の京都市埋蔵文化

財調査センター設立以後はセンターが担当してきた。しかし，センターが平成18年４月１日付けで

文化財保護課と統合され，現在は文化財保護課埋蔵文化財係が担当している。

行政指導に基づいて実施される調査には，国庫補助による調査と原因者負担による調査がある

が，詳細分布調査と試掘調査，発掘調査の一部については国庫補助事業として実施している。この

うち，詳細分布調査と発掘調査は公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所（以下，「埋文研」という。）

へと委託してきたが，平成26年4月1日から，文化財保護課埋蔵文化財係が担当しており，その成

果は，別冊の報告書により報告される。

本報告書は，令和3年１月～12月に文化財保護課が実施した，国庫補助事業による試掘調査をと

りまとめたものである。文化財保護課で実施する試掘調査は，届出や通知を受けた工事予定地内に

おける遺跡の有無，あるいは遺跡の残存状況やその範囲を把握し，遺跡が良好に存在し，工事がそ

の遺跡を破壊する場合には発掘調査を指導し，設計変更などにより遺跡の保護が可能であれば開発

者に対して遺跡保護の措置を指示するなど，文化財保護行政上，非常に重要な業務であり，現在は

９名の技師が常時，従事している。

令和3年１月～12月に文化財保護法に基づいて提出された届出（文化財保護法第93条）・通知

－1－

図２　年次別・地区別試掘調査実施件数
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（同法第94条）件数は，総数で1,692件になる。前年比では60件（3.7%）の増加で，現状維持が

続く。昨年に続く新型コロナウイルスによる社会不安の中であったが，対策が浸透しはじめたこと，

秋頃に感染状況が一度落ち着いたこと，個人住宅が好調だったことなどから依然高い建築件数を維

持している。これらの届出・通知に対して，文化財保護課は発掘調査11件（前年9件，22.2％増）

試掘調査133件（同139件，4.3％減），詳細分布調査670件（前年644件，4%増），慎重工事878

件（同840件，4.5％増）の指導をおこなった。

このうち試掘調査の実施件数は124件で，地区ごとに見ると，平安宮域６件，平安京左京域24

件，平安京右京域21件，太秦地区６件，洛北地区11件，北白川地区６件，洛東地区12件，伏見・

醍醐地区12件，南桂川地区９件，鳥羽地区７件，長岡京地区10件であった。南桂川地域が今年は

盛況であった。倉庫施設建設が増えたことによる。

２．令和３年１月～12月の試掘調査概要

試掘調査124件のうち26件（Ⅴ章・試掘調査一覧表参照）については　発掘調査を指示した。今

年実施された発掘調査は埋文研が４件（№21，22，33，104），株式会社文化財サービスが５件

（№３・９・11・43・66），関西文化財調査会が2件（№４・85），株式会社アルケスが１件（№

2），国際文化財株式会社が１件（№5），株式会社四門が１件（№13），株式会社地域文化財研究所

が１件（№116），同志社大学が１件（№118）の計16件で，10件が現在協議中である。

発掘調査で特に顕著な成果があったのは，平安京左京五条二坊十六町跡・烏丸綾小路遺跡で室町

時代～平安時代までの7面の遺構面を調査し，土坑墓・地鎮遺構や土坑などを多数確認した№４，

山科本願寺期の堀及び焼亡期の地下室・柱穴列・土坑を調査した№21，指月城・木幡山期伏見城

の石垣を検出した№104などがある。

ほかに工事の掘削深度が試掘調査で確認した遺構面より十分に浅いため，または設計や工法の変

更により当面の保存が図られたなどの理由から，発掘調査に至らなかった例が６件（№10・26・

44・63・75・76）ある。また，保存措置が講じられなかったものの報告すべき成果のあった調査

が8件 （№１・19・49・67・73・92・113・122），発掘調査の補足成果となるもの１件（№83）

について詳細を報告する。

（赤松　佳奈）

－2－
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Ⅱ-１ 平安京左京北辺四坊六町跡，公家町遺跡

令和２年度№38（20H109）

１．調査の経緯（図３）

本件は，休憩施設新築工事に伴う試掘調

査である。対象地大宮御所の北側の遊園内

にあたり，左京一条北辺四坊六町跡及び公

家町遺跡に該当する。近隣では発掘調査

（調査１・２）や詳細分布調査が行われて

いる。特に対象地の北側に隣接する京都迎

賓館では，新築工事に伴う発掘調査（調査

１）が行われ，平安時代から江戸時代の道

路，園地，地業などが確認されている。こ

の時，調査成果と絵図との検討が行われ，

江戸時代を通した地割が示された。なお，

宅地７と８の間には東西方向の塀が確認

されている。図４はこの調査で明らかに

なった江戸時代中・後期の宅地割りを示

した図に，今回の計画範囲を重ねたもので

ある。これにより，対象地は文久三（1863）

年の内裏図では屋敷地が立ち並ぶ場所にあ

たり，内裏細見之図などでは，甘露寺家（宅

地８）と考えられている範囲にあたる。な

お甘露寺家は宝永の大火後，明治維新まで

当該地に割り当てられていたと推測されて

いる１）。

令和２年9月16日に実施した試掘調査

では遺構保存を前提とした事前協議に基づ

き，建物計画が行われるため，最上面の遺

構面のみを確認するにとどまった。しかし

試掘調査後の協議で，建物の安全上，計画

範囲の一部で十分な保護層が設けられない
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公
家
町
遺
跡

 一条大路 
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京
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図３　調査位置図（1：5,000）
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０ 40ｍ

図４　江戸時代中・後期の宅地割りと計画範囲（1/2,000）
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図５　各調査区配置図（1：1,200）

試掘調査及び立会調査範囲

計画建物範囲

変電設備
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５-2　10YR5/4 にぶい黄褐色泥砂（瓦を多量に含む）
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図６　試掘調査・詳細分布調査断面図（1：100，1：20）
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範囲が認められたため，重点的

な詳細分布調査（詳細分布調査

№１）を行うこととなった。ま

た工事施工に伴い，樹木の伐根

及び遺跡保存の確認のため，詳

細分布調査を２回行った（詳細

分布調査№２・３）。ここに併

せて報告する。

２．層序と遺構

現況は樹木が茂る公園と

なっており，対象地内にもいく

つかの樹木が立っていた。試掘

調査では，新規計画建物範囲を

中心に，樹木を避けて，東西方

向の調査区と南北方向の調査

区をあわせた「Ｔ」字型の調査

区を設定した。基本層序は，表

土及び煉瓦や電気線などを含

む近現代の盛土以下，GL-0.35

～-0.45ｍ（KBM-0.65ｍ）で固

く締まる褐色微砂の遺構面を

確認した。遺構面は西から東に

向けてわずかに下がっている。

遺構検出は，この層の上面で

行った。結果，江戸時代後期の

柱穴（柱穴１）や礎石を伴う柱穴，拳大の石を多数含む土坑などを検出した。

詳細分布調査№１は，試掘調査区の東側にあたり，試掘調査区と一部重複する。基本層序は，現

表土以下，GL-0.08ｍで灰黄褐色泥砂，-0.4ｍ（KBM-0.74ｍ）でにぶい黄褐色泥砂，-0.74ｍ（KBM-

1.12ｍ）でにぶい黄褐色の細砂に至る。調査は工事掘削深度に保護層を設けることが可能になるに

ぶい黄褐色泥砂上面で行った。今回の調査区でも遺構面は北西から南東に向かいやや下がってい

る。結果，近代の土管埋設痕跡や土坑などを確認したが，江戸時代に遡る明確な遺構は確認できな

かった。しかし遺構面とした黄褐色泥砂（図６：Ｃ断面5-1，5-2）には焼土とともに瓦が多量に含

まれる部分がある。当初，大規模な廃棄土坑が存在する可能性を検討したが，層境は不明瞭で，結

果，大きな層序として捉え調査を行った。調査区の北東隅の一部を断割り，下層面の確認を行った。

０ ５ｍ

建物計画範囲

試掘調査範囲

詳細分布調査 №１
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Ｃ Ｄ
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図７　試掘調査・詳細分布調査平面及び詳細分布調査位置図（1：100）
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含まれる瓦の堆積層は 間があり，個々の破片が大きいものが多かった。

詳細分布調査№２は，伐根に伴う調査である。掘削深度はGL-0.5ｍ。層序は，盛土以下，GL-0.37

（KBM-0.61ｍ）～-0.5ｍで黒褐色砂泥を確認したが，遺構は検出できなかった。

詳細分布調査№３はGL-0.3ｍ（KBM-0.51ｍ）まで盛土で，工事掘削が遺構面に抵触しないこと

を確認した。

３．遺物（図８）

試掘調査及び詳細分布調査にて江戸時代後期以降の遺物を確認しているが小片が多く，報告に

耐えない。このため比較的残りの良い，詳細分布調査№１の焼土を含む黄褐色泥砂から出土した土

器や瓦を以下に報告する（１～16）。

１は土師器皿である。口径は12.1㎝，器高は1.95㎝である。口縁部は緩やかに外反し，端部は

丸く仕上げる。２～５は染付である。２～４は椀，５は大皿と考えられる。６は寛永通宝で，直径

2.25㎝，最大厚0.12㎜である。裏面に「元」を認める。寛保期に摂津国大阪高津新地で鋳造され

たものと考えられる。７～15は軒丸瓦，16は軒平瓦である。７～12は菊文，13～15は巴文で

ある。７～11は瓦当面の直径が約８～９㎝と小ぶりで，７のみ周縁をもち，８弁の菊文が配され

る。８は一重の８弁の菊文，９は二重の10弁の菊文，10・11は一重の16弁の菊文が配される。

16は均等唐草文が配される。これらの遺物は，江戸時代中～後期と考えられる。

４．まとめ

今回の調査では，江戸時代後期の礎石や柱穴，土坑，江戸時代中～後期の炭化物を含む整地土を

検出し，遺構面が良好に遺存していることを確認した。対象地が甘露寺家の宅地内にあたるため，

これらは甘露寺家に関わる遺構と考えられるが，家紋瓦などは確認できず，資料から居住者の特定

をするまでには至らなかった。今回の調査で確認した遺構は，一部，保護が難しい部分については

追加調査を行い記録保存を行ったが，その大半を地中保存している。　　　　　　　（奥井　智子）

註　

以下，図１の調査№に対応。

１）調査１：『平安京北辺四坊』京都市埋蔵文化財研究所調査報告第22冊，財団法人京都市埋蔵文化財研究

　　　　　　所，2004年。

　   調査２：『平安京左京一条四坊九町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査概報2002-8，財団法人京都市

　　　　　埋蔵文化財研究所，2002年。
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Ⅱ-２　平安京左京一条四坊十町跡，公家町遺跡，

京都新城跡　№１（20H631）

１．はじめに

本件は京都御苑仙洞御所内における消化設備

関連の埋設管敷設工事に伴う試掘調査である。

計画地は仙洞御所正門の北東側に位置し，周知

の埋蔵文化財包蔵地である「平安京跡」・「公家

町遺跡」・「京都新城跡」に該当する。2019年に

当該東隣接地の発掘調査で，豊臣秀吉によって

築城された京都新城の石垣が初めて確認された

（発掘調査１１））。石垣は文献上のみで知り得た

「京都新城跡」の実態を解明するうえで貴重な遺

構であると判断され，地中に保存された。このよ

うな経緯から石垣保存場所に隣接する本工事に

おいても「京都新城跡」に関連する遺構に抵触し

ない計画が求められた。一方，当該地は寛永４年

（1627）後水尾天皇により，院庁御所として仙洞

御所が造営され，江戸時代を通して複数回の修

理が行われていることが明らかになっている

（発掘調査２２））。このような状況を勘案して，本調査は埋設管敷設に伴って削平が予想される仙洞

御所関連遺構の記録保存及び，工事計画が京都新城関連遺構に抵触しないことの確認を目的とし

た。

調査は令和３年３月23・24日に実施し，調査区の掘削深度は，工事計画掘削深度であるGL-1.3

ｍに保護層0.3ｍを加えたGL-1.6ｍ前後とした。ただし，工事計画地の隣接に樹木があり，一部計

画掘削深度まで調査を実施できなかった範囲がある。調査区は樹木を避けて５箇所に設定した（１

～５区）。なお，現地表面はほぼ平坦である。　

２．遺構（図10～12）

基本層序　

１～５区の基本層序は概ね共通しており２区東壁を代表して述べる。現代盛土直下のGL-0.1ｍ

でオリーブ褐色泥砂の整地層１（１層），-0.26ｍで暗灰黄色泥砂の整地層２（２層），-0.3ｍで焼

図９　調査位置図（１：5,000）
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万
里
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八
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十四町

十三町

六
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五
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十一町

十二町

発掘調査1
発掘調査2
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土（３層），-0.5ｍで灰褐色泥砂の整地層３（７層），

-0.64ｍでにぶい褐色砂礫（９層），-1.44ｍで灰色泥

砂（13層）となる。北側隣接地の発掘調査成果２）を

踏まえるならば，砂礫が主体となる９～12層が17世

紀後半の堆積層及び洪水層に相当する可能性が考え

られる。さらに，これより上位にあたる，３層が嘉永

７年（1854）の火災に伴う焼土となり，この直下に

あたる整地層３が嘉永７年の火災の被災面の可能性

が高い。

遺構　遺構検出は各整地面の直上で実施し，第１

区で石組遺構１，第３区で集石土坑２，第４区で礫敷

遺構３を検出した。

１区

石組遺構１　１区の西側で検出した南北方向の石

組遺構である。整地層３を幅約0.9ｍの溝状に開削

し，底に長辺0.25～0.4ｍの割り石を敷き詰め，東側

には西に面を持つ石（長辺0.35～0.4ｍ）を据えてい

る。側石は裏込め土を補填して固定する。調査区範囲

内において西側に側石はなく，抜き取られた可能性

を考えたが，石の抜き取り痕跡がないこと，整地土３

が東側石の直上とほぼ同じレベルまで堆積している

ことから，構築当初から西側には石が据えられてい

なかったと考える。したがって，石組遺構は低い基壇

建物の化粧と雨落ち部分に敷かれた底石と推測する。

石組遺構１は嘉永７年の火災の焼土によって覆われ

ていることから，嘉永７年以前の建物に伴うと推測できる。

３区

集石土坑２　第３調査区の東壁で確認した集石土坑である。検出面で南北1.85ｍであり，調査

区外に展開する。埋土に拳大～人頭大ほどの石が多量に混在する。

４区

礫敷遺構３　第４調査区の全域で確認した礫敷遺構である。整地層３の上面に0.2ｍほどの礫が

敷かれている。礫敷の天場が面をなしておらず，性格は不明である。

図10　調査区位置図（１：600）

1区

２区

３区

４区

５区

仙洞御所
正門

貯水槽計画地

KBM

０ 20ｍ

境界 門南側延石天場
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図11　１区断・平面（１：50）及び石組遺構1平・立面図（１：20）
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6　10YR5/4 にぶい黄褐色砂泥

7　10YR3/2 黒褐色泥砂【石組貼石土】

8　10YR4/4 褐色泥砂【石組裏込め土】

9　10YR5/1 褐灰色砂泥

10  10YR5/3 にぶい黄褐色砂礫
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-1.0m

1区石組遺構１平面図・立面図

1　10YR3/2 黒褐色泥砂【石組貼石土】

2　10YR4/4 褐色泥砂【石組裏込め土】

3　2.5Y4/4 オリーブ褐色粗砂【整地層3】
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2区東壁断面図
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5　  5Y4/3 暗オリーブ色泥砂
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10　7.5YR5/4 にぶい褐色泥砂

11　2.5Y6/4 にぶい黄色砂礫
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【17C後半砂礫層】
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2　10YR6/6 明黄褐色砂礫【集石土坑】

3　10YR6/4 にぶい黄橙色泥砂【整地層3】

4　2.5Y6/3 にぶい黄色砂礫

5　10YR5/1 褐灰色砂泥
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【17C後半砂礫層】
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2
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4区東壁断面図

石

1　2.5Y5/4 黄褐色泥砂(土師器片含む)【整地層1】

2　2.5Y4/3 オリーブ褐色泥砂【整地層2】

3　2.5Y4/4 オリーブ褐色泥砂(焼土含む)【焼土】

4　2.5Y4/2 暗灰黄色粗砂(礫多く含む)【整地層3】

1
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4
5
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現代盛土
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5区西壁断面図

【整地層3】

1　2.5Y6/3 にぶい黄色泥砂(シルトブロック含む)【整地層1】

2　2.5Y5/4 黄褐色泥砂

3　2.5Y6/4 にぶい黄色泥砂(シルトブロック含む)【整地層2】

4　2.5Y5/2 暗灰黄色砂泥(礫含む)

5　5Y6/2 灰オリーブ色粗砂わずかに焼土含む

6　5Y7/3 浅黄色粗砂に礫混じる【17C後半砂礫層】

7　5Y5/1 灰色シルト（土師器・炭化物含む）

２ｍ０

図12　２～５区断面図（１：50）
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３．遺物（図13～15）

各調査区から，土師器・陶磁器・瓦類が出土した

が，図化することができた資料は限られた。

１～３は土師皿S，４は染付碗である。１は石組

遺構１の成立面である整地層３（１区10層），２は

石組遺構１の裏込め土（１区８層），３・４は石組遺

構１を覆う１区５層から出土した。１・２は19世

紀前半頃，３・４が幕末～明治時代と考えられ，層

序とも矛盾しない３）。５は巴文軒丸瓦である。巴は尾は長く左巻で，外区には珠文が巡る。裏面の

調整はナデである。６は金属製品で，鏡の可能性が高い４）。直径は約7.9㎝、厚さ3.7～5.4㎝であ

る。X線透過撮影により，線状に密度の高い箇所が確認でき，資料を本体の材質とは異なる重金属

で継いだ可能性がある（図14）。仮に鏡とすれば持ち手に当たる部分と円形部の縁に薄い縁金具の

ようなものが確認できる。背面に模様などはない。また，X線透過撮影で得られた画像を基に継ぎ

が施されたと思われる箇所とそうでない箇所，計10カ所にX線を照射し，放出される蛍光X線か

ら資料を構成する元素を調査した（図15）。分析の結果，資料は銅（Cu）を主体としてヒ素（As）・

アンチモン（Sb）・鉛（Pb）が含まれていることがわかる。そのほかのカルシウム（Ca）や鉄（Fe）

などは土壌由来の元素と思われる。また，継ぎ目と思われる箇所では，他の箇所と比較して鉛の検

出強度が高い傾向が表れており，継ぎに用いられた金属が鉛または鉛を多く含む銅であった可能

性がある。鏡面には鍍錫が施される場合があるが，本資料では錫（Sn），水銀（Hg）ともに検出は

なく，不明である５）。

４．まとめ

本調査では仙洞御所に関わる遺構を確認した。寛政２年（1790）の様相を描いた「仙洞御所絵

図」によれば，石組遺構１の検出位置に建物が描かれている。仙洞御所は天明の大火（1788年）

から嘉永の大火までに火災にあった記録がないことから，石組遺構１は絵図に描かれた建物に関

わる基壇化粧の可能性が高い。また，仮に石組遺構１が建物であれば，４区礫敷遺構３は建物付近

にあたり敷地内の通路の路面の一部の可能性が考えられる。

1

６

４

1区５層

２

３

1区４層1区８層1区10層

０ 10cm
５

図13　遺物実測図・拓影（1：4）

図14　X線透過撮影画像
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なお，「京都新城跡」に関わる遺構を確認することが出来なかった。したがって，本工事が「京

都新城跡」に与える影響はないと判断できる。　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　久史）

註
１）小檜山一良「平安京左京一条四坊十町跡・公家町遺跡・京都新城跡」『京都市埋蔵文化財研究所発掘査 

       報告2019-11』（公財）京都市埋蔵文化財研究所，　2020年。

２）持田透「平安京左京一条四坊九町跡・公家町遺跡」『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2015-13』

　　（公財）京都市埋蔵文化財研究所，2016年。

３）（財）京都市埋蔵文化財研究所「平安京左京北辺四坊第２分冊（公家町）」『京都市埋蔵文化財研究所

　　報告第22冊』，2004年。

４）金属製品については，関根俊一教授（奈良大学）にご教授して頂きました。記して感謝を申し上げま

       す。

５）分析については，山田卓司講師（龍谷大学）にご協力して頂きました。記して感謝を申し上げます。

    (cps) (keV) 

20 Ca     195.919  3.52- 3.85 

26 Fe     751.429  6.21- 6.59 

29 Cu   111332.857  7.83- 8.24 

33 As    2928.626 10.30-10.75 

51 Sb     128.281 25.83-26.65 

82 Pb    2901.160 10.33-10.75 

    (cps) (keV) 

20 Ca     976.103  3.52- 3.85 

26 Fe    3382.823  6.21- 6.59 

29 Cu   101769.847  7.83- 8.24 

33 As    5908.092 10.30-10.75 

47 Ag     104.112 21.72-22.44 

51 Sb     233.184 25.83-26.65 

82 Pb    5854.652 10.33-10.75 

    (cps) (keV) 

20 Ca     991.126  3.52- 3.85 

26 Fe    3165.288  6.21- 6.59 

29 Cu   86534.836  7.83- 8.24 

33 As   16746.575 10.30-10.75 

47 Ag     129.885 21.72-22.44 

51 Sb     657.724 25.83-26.65 

82 Pb   16605.550 10.33-10.75 

接合面

背面

鏡面

図15　金属製品分析結果
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Ⅱ-３　平安京左京六条一坊十町跡　№49（21H021）

１．調査経過

調査地は，五条通と壬生川通の交差点より東に

位置する。平安京左京六条一坊十町の南半部にあ

たり，四行八門の地割では西二・三行，北五～八

門にかかる。今回，この区画に店舗の建設が計画

されたため，試掘調査を実施した。

この町域において，平安時代に遡る地歴は残さ

れていない。現在の字名である「中堂寺」は，横

川中堂（延暦寺）の別院として開かれた寺の名に

因むとされる。応仁の乱以前の様子を表すという

『中昔京師地図』には大宮大路の西に「中堂寺村」

が描かれており，ロイス＝フロイスの1573年書

簡中には，織田信長に焼かれた京都の村々の名に

「chudo」が見える。また『長享年後畿内兵乱記』

には永禄元年（1558）５月９日に，松永弾正，三

好日向守と摂津丹後の衆が中堂寺ほか数カ所の寺

に陣を取ったとする記載があり，中堂寺の周辺に

室町時代の村落が形成されたことがわかる。

調査地の周辺では，東の十五町内で平成２年度

に発掘調査が行われており，GL-0.9mの深度にお

いて平安時代前期～中期の遺構面が検出されてい

る（図16①）。このため,今回の調査においても同

深度における遺構面の残存が予測された。

試掘調査は令和３年７月27日に実施した。調査

区は，従前の協議により建物対象範囲の東半部に

設定した。その結果，東西方向に伸びる室町時代

の溝を複数条検出した。ただしこれ以外の遺構の

残存状況が不良であったため発掘調査は不要と判

断し，工事施行時の詳細分布調査を以て調査内容

を補うこととした。本文は，これら試掘調査と詳

細分布調査に関する報告である。

 

大
宮
大
路 

 

壬
生
大
路 

 

櫛
笥
小
路 

 六条坊門小路 

 樋口小路 

八町 九町 十六町

七町 六条一坊十町 十五町

六町 十一町 十四町

①

（五条通）
０ 10ｍ

建物範囲

№１

№２

試掘調査区

KBM（市MH）

図16　調査位置図（１：5,000）

図17　調査区位置図（１：500）
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２．調査成果（図17・18）

試掘調査区の基本層序は，GL-0.5ｍまで盛土，-0.8ｍまで近世包含層があり，その直下に地山を

認める。地山直上の一部には室町時代包含層が残るものの，その範囲は限定的である。地山上面で

遺構検出を行ったところ，東西方向に通る溝，不定形土坑，ピット等を確認した。これらは，いず

れも平安時代後期の土師器片，室町時代の陶磁器細片を僅かに含む。江戸時代以後の削平により遺

構深度は浅いものの，室町時代の遺構であると認識される。

詳細分布調査No.１地点では，GL-1.0mにおいて南北方向に走る室町時代の溝を検出した。町域

の中央付近にあたるため，四行八門の地割に関する遺構の可能性がある。

  ３．まとめ
以上，左京六条一坊十町跡の調査成果を記述した。今回の調査では，室町時代の遺構を複数確認

することができた。中堂寺村の地域史を語る一例として報告しておきたい。

（黒須　亜希子）

引用文献

調査①　『昭和55年度　京都市埋蔵文化財調査概要』，（財）京都市埋蔵文化財研究所，2011年。
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ブロックの混合層　土師器片・炭化物少量入る　ややしまり悪い

 やや軟質（近世包含層）
８）2.5Y3/3　暗オリーブ褐色微砂混じり粘土質シルトに　2.5Y5/2　
暗灰黄色微砂ブロック10%程度入る　地山ブロック10%程度入る

 土師器片・炭化物少量入る　ややしまり悪い（室町時代溝７）
９）2.5Y3/3　暗オリーブ褐色粗砂混じりシルト　径1cm未満の礫少量
入る　土師器片・炭化物少量入る　しまり悪い　やや軟質（室町時
代包含層）

10）2.5Y4/3-4/4　オリーブ褐色細砂～粗砂　上方粗粒化　斜め方向の
ラミナあり（旧流路）

11）2.5Y4/4　オリーブ褐色粗砂混じりシルト　径3cm未満の礫多量入
る　しまり良い（地山）

12）2.5Y5/6　黄褐色微砂混じりシルト　鉄班沈着　しまり良い（地山）

図18　試掘調査平・断面及び詳細分布調査柱状断面図（１：100）
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Ⅲ-１　平安京右京三条一坊十四町跡　№60（21H103）

１．調査経過

調査地は，御池通と御前通の交差点より東に位置する。平安京右京三条一坊十四町に相当し，北

辺が三条坊門小路の路面にかかる。今回，この区

画に共同住宅の建設が計画されたため，試掘調

査を実施した。

この町域に，平安時代に遡る所有者等の地歴

は残されていない。周辺では，平成11年度に御

池通の改良工事に伴う発掘調査（図19①）が実

施されており，近接するG区ではGL-0.5mの深度

において三条坊門小路の路面とその北側溝が検

出されている。このため，今回の調査においても

同深度での遺構の残存が予測された。

試掘調査は令和３年６月７日に実施した。調査

区は，対象地の西半部に２箇所設定した。掘削の

結果，西端に設定した第１区では，東西方向に伸

びる溝のほか，ピット，土坑を検出した。一方，東

側に並行して設定した第２区では撹乱が著しく，

遺構を検出することができなかった。

以上により，遺構の残存が限定的であると考え

られることから記録保存のための発掘調査は不要

と判断した。ただし，未調査の対象地東半部につ

いては，工事施行時に重点的立会を指導した。

２．調査成果

調査成果が得られた第１区についてのみ，記述

する。基本層序は，GL-0.2ｍまで盛土，-0.3ｍま

でにぶい黄褐色シルトの平安時代包含層があり，

以下，黄褐色砂礫を主体とする地山となる。調査

区の南半部は大きく撹乱を受けるため，土層堆積

を確認したのは北半部のみである。

地山上面では，三条坊門小路の南築地心想定ラ

 三条坊門小路 

 姉小路 

①

G区

西
大
宮
大
路

十五町 十町

三条一坊十四町

十三町

十一町

十二町

二町

三町

四町

七
町

六
町

五
町

０ 10ｍ

建物範囲

第１区

御池通

（歩道）

）
路
道
（

）
路
道
（

第２区

KBM（市MH）

図19　調査位置図（１：5,000）

図20　調査区位置図（１：500）

図21　第１区遺構面検出状況
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インよりも北に2.５mの地点において，最大幅1.0mを測る

溝を１条検出した（図22溝４）。また，築地心想定ラインよ

り南へ3.０mの地点では，最大幅0.7mを測る溝を１条検出

した（図22溝５）。いずれも東西方向へ伸びており，南側が

一段低い断面形状をもつ。築地心ラインとの位置関係から，

溝４は三条坊門小路南側溝，溝５は十四町域の内溝と推測さ

れる。なお溝４より北側では地山上面に黄褐色粗砂～シルト

の薄層があり，三条坊門小路の路面を形成する整地土の一部

と推定される。溝４からは，須恵器，土師器，瓦の破片が出

土した。また溝５からは，須恵器，土師器，緑釉陶器の小片

が出土した。いずれも平安時代前期～中期の遺物である。

３．まとめ

以上，調査成果を記述した。これまで事例の少ない三条坊

門小路の南側溝と，その南辺を示す資料として，周辺調査の

補完となれば幸いである。　　　　　　　　（黒須　亜希子）

引用文献

『平成11年度　京都市埋蔵文化財調査概要』，（財）京都市埋蔵文

化財研究所，2000年。
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図22　第１区平・断面図（１：100）

図23　周辺調査遺構接合図（１：500）
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Ⅲ-２ 　平安京右京四条一坊十町跡，壬生遺跡　　

令和２年度№57（20H081）

１．調査の経緯（図24）

本件は，共同住宅新築工事に伴う試掘調査であ

る。対象地は中京区壬生神明町に所在し，平安京

右京四条一坊十町跡の北東部にあたり，敷地の東

側に皇嘉門大路西築地が想定される。対象町は隣

接町と併せた４町が源高明の西宮領に推定され

る。また，壬生遺跡にも該当する。

当該町内の既往調査１）は，平成9年に試掘調査

（調査①）が行われ，GL-1.5ｍの褐灰色砂礫の地山

上面で平安時代の溝や土器溜まりが確認されてい

る。周辺では，北隣接町で試掘調査（調査②）が

行われているが，遺構・遺物は確認されていな

い。また発掘調査（調査③）も行われており，江

戸時代や室町時代の土坑のほか，GL-1.6ｍの地山上面で平安時代前期の建物が確認されている。東

隣接町で行われた発掘調査（調査④）ではGL-1.0ｍで平安時代の遺物包含層，GL-1.2ｍの地山上面

で9世紀中ごろの東西方向の建物や池状遺構が確認されている。いずれの調査でも地山上面に平安

時代前期の遺物包含層が確認され，その上面で遺構検出が行われているものの，遺構は確認されて

いない。調査期間は令和２年11月26・27日，調査面積は106㎡である。

壬生遺跡
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図25　調査区位置図（1：800）
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四条一坊七町

図24　調査位置図（1：5,000）
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２．層序と遺構（図26）

今回の調査では，計画建物範囲を中心に，宅地内の様相と皇嘉門大路西築地内溝の確認を目的と

して，東西方向の調査区（１区）と南北方向の調査区（２区）を設定した。調査は，周辺調査成果

を基に，地山上面で遺構検出を行った。１区の大半は既存建物基礎の影響により撹乱が地山まで及

んでいたものの，一部近世以前の土層が遺存していた。

１区の基本層序は，盛土以下，旧耕土，近世包含層とつづき，GL-1.4～-1.5ｍで平安時代前期の

遺物を多く含む黒褐色粘質シルトやオリーブ褐色粘質シルト（６～８層），-1.7～-1.9ｍで明オリー

ブ灰色砂礫やシルトの地山に至る。２区では，盛土以下，旧耕土，近世包含層を挟み，GL-1.5ｍで

平安時代前期の遺物を多く含む黄灰色粘質シルトや黒褐色粘質シルトなど（４～６層），-1.6～-2.0

ｍで灰白色細砂～粘土の地山に至る。

１・２区とも遺構は検出できなかったが，平安時代前期の遺物を含む土層（１区‐６～８層，２

区‐４～６層）が広がっていることを確認した。この土層は，断面観察より自然堆積と考えられ

る。２区-４層には小礫や砂などが多く含まれ，かつ粘性が弱いこと，２区‐５層には遺物ととも

に根や枝などの有機物が多く認められること，２区‐６層には地山が巻き上がっている様子が認

められることから，当初流れがあったものの，次第に滞水し，草などが生えていたものと考えられ

る。池の可能性も考慮したが，断定できる資料は確認できず，落込みや湿地状堆積とする。

KBM±0

KBM±0
撹乱 盛土

既存建
物基礎

１

２
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５
６７

８
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２　５Y5/2 灰オリーブ色粘質シルト
３　５Y4/2灰オリーブ色粘質シルト（礫混じる）
　　【近世包含層】
４　2.5Y4/2 暗灰黄色粘質シルト【近世包含層】
５　2.5Y3/2 黒褐色シルト（粘性やや弱い）
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　　【近世包含層】
３　10YR4/1 褐灰色粘質シルト（小礫少し混じる）
４　2.5Y4/1 黄灰色粘質シルト（土器・木片を多く混じる）
　　【湿地状堆積】

１区　北壁断面

２区　西壁断面

６　2.5Y3/2 黒褐色粘質シルト（土器・木片が混じる）【湿地状堆積】
７　2.5Y3/2 黒褐色シルト（土器・木片が多く混じる）【湿地状堆積】
８　2.5Y4/3 オリーブ褐色粘質シルト（土器・木片が混じる）【湿地状堆積】
９　2.5GY7/1 明オリーブ灰色砂礫【地山】
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８　2.5Y7/1 灰白色粘土～シルト【地山】

図26　第１・２区断面図（1：150）
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３．遺物（図27・28）

１・２区で確認した湿地状堆積（１区‐６～８層，２区‐４～６層）から出土した遺物を報告す

る。出土した大半が細片で，図化に耐えうることができたもののみを報告する（１～46）。

１～17は土師器である。１～９は杯Ａである。１の口径は15.2㎝，器高は3.1㎝である。口縁

部は緩やかに外反し，端部は丸く仕上げる。外面体部から底部にかけてケズリを施す。２～８は口

縁部にヨコナデ，端部は丸く仕上げる。体部には指オサエの痕が残る。ヨコナデが強く施され，口

縁部は短く，外反が強く，口縁部と体部の境が明瞭である。２の内面にはハケメ痕跡が残る。９の

口縁部は直線的に開き，端部外面には面をもつ。内面に煤が付着している。灯明皿と思われる。10

～12は皿Ａである。いずれも口縁部にヨコナデ，底部には指オサエが残る。10の口径は13.0㎝，
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図27　出土遺物実測図１（1：4）
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残存高は1.8㎝である。13～15は高台付の杯Ａである。小片のため全体を知ることが難しいが，13

の口縁部にはナデが施され，端部は上方を向く。体部内面にはハケメ，外面には指オサエが残る。

底部には小さな高台が施される。14・15とも底部付近しか確認できないが，13と異なり，体部は

直線的に開く。残存部より杯ＡＬと考えられる。16は鉢の口縁部である。端部上面には平坦面が施

されることから，鉄鉢状の形態を想定できる。17は の口縁部である。これら土師器は，２Ｂ段階

の特徴が認められる。18は黒色土器椀Ｂ類である。内外面にやや粗目のミガキが施される。9世紀

半ばの様相を示す。19～27は須恵器である。19・20は杯Ｂである。19の口径は15.2㎝，器高は

6.2㎝，20の口径は15.6㎝，器高は5.9㎝である。ともに口縁部は直線的に立ち上がり，端部は丸

く収める。底部外面付近に断面四角形の高台を施す。21・22は である。ともに口縁部は短く直

43
42

44 45 46

０ 10cm

図28　出土遺物実測図２（1：4）
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線的に外に開く。端部上面には平坦面が施される。23～27は壺である。24は平底，25は高台が

施される。25の内側には漆と考えられる有機物の付着物が確認できる。27は壺Ｇである。28・29

は灰釉陶器皿である。28の口径は15.4㎝，器高2.2㎝である。口縁端部はやや内側に折れる。29

は段皿である。30～39は緑釉陶器である。30～32は椀である。30の口径は17.4㎝，器高5.1㎝

である。34は小椀である。口径は8.6㎝，器高は2.8㎝。口縁部は直線的に外に開き，底部には糸

切痕が残る。内面に付着物が確認できる。33・35～37は皿，38は耳皿，39は小壺である。33の

胎土はやや軟質で白みを帯び，釉薬は薄緑色であり，釉の厚みは薄いため，山城産と考えられ，こ

の他は胎土は硬質でやや暗い灰色をし，釉薬は深緑色であり，釉の厚みもしっかりしており，尾張

産と考えられる。40は石製品である。一辺2.44㎝の方形で，厚みは0.42㎝，白色である。表面に

は研磨痕跡はなく，鋲穴や垂孔も確認できなかった。石帯の未成品の可能性がある。41は鉄滓で

ある。42～46は瓦である。42・43は丸瓦である。42は凹面に布目，凸面にケズリ，43は凹面

に布目とケズリ，凸面にタタキ痕跡が残る。44～46は平瓦である。凹面に布目，凸面にタタキ痕

跡が残る。46には煤が付着していた。44は成形時に隅が切り取られており，道具瓦として製作さ

れたことがわかる。これらの遺物は平安時代前期と考えられる。

４．まとめ

今回の調査は，撹乱が著しいため部分的なものであったが，土師器皿や緑釉陶器，瓦，石製品な

どの平安時代前期の遺物を多く含む湿地状堆積を確認した。周辺の調査は平安時代前期の遺構が

確認されているが，対象地では同時期の遺物を確認したにとどまる。対象地を含む４町域は，源高

明の西宮が想定されるものの，西宮とわかる明確な遺構は確認されていない。今回の調査でも明確

な遺構は確認できなかったが，平安時代前期にはなんらかの土地利用が行われていることがわ

かった。今後の資料の増加を期待したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

なお，遺物41の分析につきまして，龍谷大学文学部歴史学科文化財遺産学専攻北野信彦教授，

山田卓司講師のご協力を得た。記して感謝します。

（奥井　智子）

註

１）以下，図１の調査№に対応。

調査１：「表２　試掘調査一覧表：№７」『京都市内遺跡試掘調査概報平成10年度』京都市文化市民局，

　　　　1999年。

調査２：「表２　調査一覧表：図版８-106」『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和59年度』京都市文化観光

　　　　　局・財団法人京都市埋蔵文化財研究所，1985年。

調査３：『平安京右京四条一坊九町跡・壬生遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2012-8，財団法人

　　　　京都市埋蔵文化財研究所，2012年。

調査４：『平安京右京四条一坊七町（朱雀院）跡』京都平安文化財発掘調査報告書第１集，有限会社京都平

　　　　　安文化財，2013年。
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Ⅲ-３　平安京右京四条三坊十四町跡　

№63（21H117)

１．調査経過

調査地は，三条通と西小路通の交差点より南

に位置する。平安京右京四条三坊十四町の北辺

に相当し，敷地の北端が四条坊門小路の路面に

かかる。当該町域には，平安時代後期に小泉荘が

成立したとされているが，これ以外に地歴は残

されていない。今回，この区画に店舗の建設が計

画されたため，試掘調査を実施した。

周辺では，令和元年度に北隣接地で発掘調査

が行われており，弥生時代後期～古墳時代初頭

の方形周溝墓，古墳時代後期の古墳周溝，奈良時

代の柱穴等が検出されている（図29①）。また西

隣接地（赤山公園内）でも発掘調査が行われてお

り，同様の成果が得られている（図29②）。当該

地点の包蔵地は現在のところ「平安京跡」のみで

あるが，付近には弥生時代から古墳時代にかけ

ての遺物散布地である西ノ京遺跡や，弥生時代

の集落跡である山ノ内遺跡が存在しており，関

連する遺構のひろがりが予測される。また，平安

京跡の条坊遺構については，東隣の十一町内で

実施された試掘調査の成果がある（図29③）。

GL-0.9ｍで平安時代後期の遺構面が確認されており，四条坊門小路の南側溝と推定される２～３条

の重複する東西溝が検出されている。これらの調査成果より，今回の調査地においても遺構群が良

好に残存することが予測された。

調査は令和３年９月30日に実施した。調査区は，建物の計画範囲にあわせて対象地西半部に設

定した。地形の傾斜にあわせた東西方向のトレンチ２本（第１区・第３区）と，条坊の位置を確認

する南北方向のトレンチ１本（第２区）の計３本である。調査の結果，全ての調査区において古墳

時代から中世に至る遺構を稠密に検出した。この結果を受けて申請者は設計変更を行い，遺構面は

概ね保存されることとなった。

西院城跡
（小泉城）

西ノ京遺跡

山ノ内遺跡

十五町 十町 七町

四条三坊十四町

十三町

十一町

十二町

六町

五町

二
町

三
町

四
町

十六町 九町 八町一
町

 四条坊門小路 

 錦小路 

 六角小路 

①

②
③

0 30m

建物範囲 西
小
路
通

第１区
第２区

第３区

BM(金属鋲)

図29　調査位置図（１：5,000）

図30　調査区位置図（１：1,000）
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２．調査成果

第１区と第３区では，GL-0.5ｍまで盛土，-0.8～-0.9ｍまで平安時代後期～中世包含層があり，

以下，黄褐色シルトを主体とする地山を確認した。地山上面で遺構検出を行ったところ，土坑，溝，

井戸，耕作溝，ピット等の遺構群を検出した。切りあい関係からは，耕作溝とピットが上位にあり，

溝，土坑等が下位にあることがわかる。出土遺物から前者は室町時代，後者は古墳時代の遺構と推

測される。

須恵器杯身（６世紀）

溝６

溝11

溝７

盛土（近現代）

【第１区】

【第２区】

盛土（近現代）

【第３区】

溝３

溝21

EW
BM－1.0ｍ

BM±0.0ｍBM±0.0ｍ

KBM±0.0ｍ

KBM±0.0ｍ KBM±0.0ｍ

N S

W

W

E

KBM±0.0ｍ

０ ５ｍ

７

４

１

２

３
４

５

６７８
９ 10

11

１

２
３４

５
６

７

５

１
２

３
４撹乱

盛土（撹乱）

３
４ ４

３

３

１） 10YR4/2 灰黄褐色シルトブロックと7層ブロックの混合層
 径３cm未満の礫少量入る　やや軟質　しまり悪い
２） 10YR4/3 にぶい黄褐色細混じりシルト　径0.5cm未満の礫少
量入る　炭化物・マンガン粒入る　しまりやや悪い（耕作土）

３） 10YR4/2 灰黄褐色細砂混じりシルト　径1cm未満の礫少量入
る　マンガン粒入る　土師器片入る

４） 2.5Y3/2 黒褐色粗砂混じりシルト　径1cm未満の少量入る　
土師器片・炭化物入る

５） 10YR2/2 灰黄褐色微砂混じりシルト　径1cm未満の礫少量入
る　土師器片・炭化物入る　ややしまり悪い

６） 10YR3/3 暗褐色シルト　７層ブロック10%程度入る　炭化物
入る　ややしまり悪い

７） 10YR5/8 黄褐色粘土質シルト　径1cm未満の礫少量入る　や
や軟質（地山）

１） 10YR4/1 褐灰色粘土質シルトに
 10YR5/6　黄褐色粘土質シルトブロック
少量入る　しまり悪い（町域内溝？）

２） 10YR3/3 暗褐色砂質シルトに
 10YR5/6　黄褐色粘土質シルトブロック
少量入る　しまり悪い

３） 10YR2/1 黒色砂質シルトに
 10YR5/6　黄褐色粘土質シルトブロック
少量入る　しまり悪い

４） 10YR5/6 黄褐色粘土質シルト
 ややしまり悪い（地山）

７） 10YR1.7/1 黒色粘土質シルト　11層ブロック少量入る（溝）
８） 10YR2/1 黒褐色粘土質シルト　土師器細片入る（溝）
９） 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト（中世溝）
10） 10YR4/3 にぶい黄褐色粘土質シルトに
 10YR5/8 黄褐色粘土質シルトブロック少量入る（土坑？）
11） 10YR5/8　　黄褐色粘土質シルト（地山）

１） 7.5YR4/1　褐灰色粘土質シルト（現代耕作土）
２） 7.5YR6/1　褐灰色シルト
３） 10YR5/3　にぶい黄褐色シルト（近現整地土）
４） 10YR3/2　黒褐色シルト　青磁片入る（中世耕作土）
５） 10YR3/2　黒褐色シルト　土器片・炭化物入る（中世耕作溝）
６） 10YR2/1　黒色粘土質シルト　11層ブロック少量入る（古墳時代後期溝）

図31　第１～３区平・断面図（１：125）
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第２区では近世後期以後の撹乱が著しく，これが地山直上まで及

んでいた。時期不明の土坑２基，ピット，東西方向の小溝を１条検

出した。ピットは隅丸方形を呈することから柱穴である可能性があ

る。小溝は条坊復原より町域の内溝となる可能性がある。

溝３　第１区西端で検出した溝状遺構で，最大幅1.2ｍ，最大深度

0.3ｍを測る。断面形状は中央部が深く，西肩に比べて東肩が強く立ち上がる。埋土から土師器タ

タキ の破片が出土した。古墳時代前期の遺構である。

溝６　第１区西半部で検出した溝状遺構である。北北東－南南西に伸びており，最大幅1.2ｍ，最

大深度は0.35ｍを測る，断面形状は深い坏形で，底面は平底である。底面より完形の須恵器杯身

が出土した（図32）。また埋土からは，土師器 （古墳時代）の破片が出土した。

　図4-1は須恵器杯身で，口径12.7cm，器高4.8cmを測る完形品で外面上位はナデ，下位は回転

ケズリを施す。内面口縁端部には沈線を１条めぐらせる。内面底部はタタキ痕をナデ消すが，指圧

痕が残るため一部が凹む。６世紀の製品である。遺構底面より逆位置で出土した。

溝７　溝６の東で検出した溝状遺構である。主軸は南北にのびるが，平面形状は不定形で，南端で

東へ広がる。検出幅は0.4～0.7ｍ，最大深度は0.13ｍである。埋土から土師器 と須恵器杯，高

杯の脚部が出土した。いずれも６世紀の製品である。

溝11　第１区東半部において検出した溝状遺構である。深度が浅いこと，また北側に並行する類

似遺構があることから，耕作溝と判断した。方位西に対して８度北へ振る方向軸をもつ。埋土から

青磁皿（14世紀），土師器皿の破片が出土した。室町時代の遺構である。

溝21　第２区北半部で検出した小溝である。検出長1.2ｍ，最大幅0.4ｍを測る。断面形状は椀形

で，最大深度は0.25ｍを測る。東西方向にのびており，当該町域の北内溝となる可能性がある。埋

土からは土師器の細片が出土したものの，時期は不明である。

３．まとめ

以上，右京四条三坊十四町跡の調査成果を記述した。今回の調査では，調査対象地のほぼ全域

に，古墳時代～室町時代の遺構が広がることが明らかとなった。既往の調査成果を援用すると，第

１区で検出した溝６は，古墳の周溝となる可能性がある。周辺の包蔵地範囲を再考する上で，重要

な資料となるだろう。近年，西小路通（条坊復元では恵止利小路付近）では，小規模な調査におい

ても遺構の発見が報告されている。注視すべき地域であることを付記しておきたい。

（黒須　亜希子）

註・引用文献

調査①　株式会社京都平安文化財が発掘調査を実施。

調査②　西近畿文化財調査研究所『平安京右京四条三坊十四町跡・山ノ内遺跡　山ノ内赤山公園

  　（仮称）埋蔵文化財発掘調査報告書』西近畿文化財調査研究所調査報告書５，2008年。

調査③　京都市文化市民局『京都市内遺跡試掘調査報告　平成30年度』，2019年

1

０ 10cm

図32　出土遺物実測図（１：４）
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Ⅲ-４　平安京右京六条三坊十二町跡　№67

（21H220）

１．調査の経緯（図33）

本件は，共同住宅新築工事に伴う試掘調査である。対象地は右京区西京極北庄境町に所在し，平

安京右京六条三坊十二町跡の南辺及び六条大路跡，恵止利小路跡に該当する。対象地の中央に東西

方向の六条大路北側溝，西端に恵止利小路東側溝が想定される。

対象地周辺では発掘調査や試掘調査が数多く行われている１）。対象地の東側で行われた発掘調査

（図33‐調査１）では，平安時代の遺構面である褐色または黄橙色砂泥上面にて，平安時代前期か

ら中期の掘立柱建物群や土器埋納遺構が確認され，四町内の様相が明らかになっている。この調査

では当初，調査区の南端に六条大路北側溝が想定されていたが，近代以降の撹乱により既に削平さ

れており，確認するには至っていない。対象地北西側で行われた試掘調査（図33‐調査２）では，

対象地全体がシルトや泥土などの湿地状堆積が遺構面となっており，断片的ではあるが，楊梅小路

の両側溝を確認しているものの，平安時代や遷都以前の遺物を含む落込みなどが確認されている。

このように遷都以前の湿地を埋めて楊梅小路を施工していることや，遷都後も地盤が不安定である
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図33　調査位置図（1：5,000）
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図34　調査区位置図（1：400）

図35　平成26年度試掘調査平・断面図（1：100）
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ことを確認している。また今回

想定される恵止利小路東側溝に

ついては，周辺では平安時代に

遡る遺構は五条通付近で確認し

ているのみで（図33‐調査３），

対象地付近では，想定範囲では

遷都以前の氾濫堆積土を確認す

ることが多く，検出された事例

はない（図33‐調査４～6）。こ

の他，周辺で行われた調査では，

五条大路沿いの一部で黄褐色シ

ルト～粘質土の地山を確認でき

るが（図33‐調査３），概ね，湿

地状堆積や流路（図33‐調査

７・8・９）が広範囲に検出さ

れており，五条通以南では複数

の流路が合わさり，湿地や流路

が広がる不安定な状況であった

ことが伺える。なお同町につい

ての文献資料の記載はなく，土

地利用の様相は不明である。

対象地は過去に建物計画がな

され，平成26年に試掘調査（図

34：１～３Tr，図37）を行って

いる。この調査で，GL-1.2ｍの

黄灰色細砂上面で六条大路北側

溝が確認されたことから，計画

変更が行われ，遺跡の保護が図

られていた。しかし今回，改め

て新しい計画が立ち上がり，申

請者と協議を重ねた結果，対象

地西側を中心とした範囲（約

160㎡）に対し，改めて試掘調

査（図34：今回の調査区）を行

うこととなった。

下層流路遺物出土地点
整地土１遺物出土地点

耕作溝

耕作溝

X=-111,574 X=-111,576 X=-111,578 X=-111,580 X=-111,582
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Y=-25,014

Y=-25,016

Y=-25,018

Y=-25,020

Y=-25,022

Y=-25,024

Y=-25,026

Y=-25,028

Y=-25,030

０ ５ｍ

耕作溝

氾濫堆積土確認範囲

六条大路北側溝

整地土２

下層流路

整地土１

試掘調査３Tr

断ち割り断ち割り

土坑

撹乱

耕作溝

図37　調査区平面図（1：100）
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２．層序と遺構（図36・37）

今回の調査では，六条大路北側溝と恵止利小路東側溝の氾濫状況の確認を主に，対象地の西側を

中心に調査区を設けた。

基本層序は，現代盛土以下，耕作土，中近世包含層の下，GL-1.1～-1.3ｍで鉄分沈着の著しい灰

黄色～褐色細砂を確認した（図36）。この他，灰黄色～褐色細砂上面に，調査区西側を中心に氾濫

堆積土と思われる土層を確認した（図36-８層）。遺構検出は灰黄色～褐色細砂上面で行った。この

様相は，平成26年度試掘調査成果と同様である（図35）。

検出した遺構は，室町時代以降の耕作溝，平安時代の六条大路北側溝，整地土などである。また

これら下層で，北東から南西方向の古墳時代の流路の一部も確認した（図37）。また整地土と考え

られる落ち込みは調査区内でいくつか確認できる。それぞれの規模は大きくなく，平安時代の土器

の細片が認められる。その中でも恵止利小路東側溝と六条大路北側溝の交差点にあたる場所で拳

大の礫を用いた整地土（整地土１），六条大路北側溝の北側に広がる厚さ５～10㎝の整地土（整地

土２）がある。

耕作溝　南北方向２条，東西方向１条の計３条確認した。南北方向の溝は，幅0.3～0.5ｍ，深

さ0.2ｍ，埋土は浅黄色粘質土。東西方向の耕作溝は，六条大路北側溝埋没後にその位置を踏襲し

て掘られたものと考えられる。幅0.5～1.0ｍ，深さ0.1～0.2ｍ，埋土は浅黄色粘質土。遺物は細

片が多いが，平安時代の土師器や須恵器細片のほか，瓦質土器が出土している。室町時代以降と考

えられる。

氾濫堆積土　調査区西側を中心に確認した明黄褐色粘質土の堆積土である。土師器や須恵器片

が認められるが，遺物は細片のうえ摩滅している。この堆積土が六条大路北側溝の西端を覆ってい

た。この氾濫堆積が形成された後，側溝は再施工された形跡はなく，維持管理が放棄されていた可

能性が高い。

六条大路北側溝　調査区の東端から4.8ｍ分を検出した。溝は東から１ｍほどから徐々に浅くな

り始め，西端では浅くなり途切れる。幅1.3～1.8ｍ，深さ0.6ｍ。埋土は上下２層に区分でき，上

層はにぶい黄橙色粘質土，下層はにぶい黄褐色粘質土である。埋土の様子から掘り直しが認められ

る。滞水痕跡などは認められなかった。東壁付近で，３個体分の長胴 の破片がまとまって出土し

ている。溝芯々の座標は，X=‐111,576.8ｍである。恵止利小路東側溝や築地想定範囲にまで溝埋

土を確認することができなかったことから，確認のため，溝延長線上で断割りを行い，断面観察を

行ったが，河川堆積を認めるのみで，条坊関連の遺構は確認できず，交差点付近の状況は不明であ

る。

整地土１　恵止利小路東側溝と六条大路北側溝の交差点にあたる場所で拳大の礫を用いた整地

土である。南辺を拳大の礫で止めている様子を2.3ｍ分確認した。ただ，石の下に粘土を張ったり，

掘り込んで据えるなどの工法はされておらず，礫を東西方向に並べる簡単な構造であった。埋土は

暗褐色細砂で，細砂が多く混じるものの，締まりはある。遺物は細片で詳細な時期は不明である。
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図38　出土遺物実測図（１：４，12・13のみ１：２）
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整地土２　六条大路北側溝の北側に広がる厚さ0.02～0.1ｍの整地土である。埋土は灰黄褐色粘

質土で，細砂が多く混じる。上面には鉄分が沈着し，締まりはある。埋土より土師器皿１点と長年

大宝が４枚以上入った土師器小壺が１点が出土した。出土時点で，形状を保てておらず，すでに細

片であった。これらが埋納された可能性があったため，平面で掘形の確認をしたが認められなかっ

た。いずれにしても祭祀にともなうものと考えられる。

下層流路　平安時代の整地土２の下層で確認した北東―南西方向の流路の一部である。灰黄褐

色の細砂～粗砂が主体で，地山となる砂礫の堆積方向と向きがやや異なる。完形に近い土師器小壺

や須恵器杯身，杯蓋，壺や高坏などが出土した。

３．遺物（図38）

耕作溝（１），六条大路北側溝（２～９），整地土２（10～13），下層流路（14～19）から出土

した遺物を報告する。出土した大半が細片で，図化に耐えうることができたもののみを図化し，報

告する。

１は瓦質土器円形浅鉢の口縁部である。外面に菊文のスタンプが施される。室町時代のものと考

えられる。

２～６は須恵器である。２は杯蓋の口縁部，３・４は杯の口縁部，５は の肩部，６は高坏の脚

部である。７～９は土師器長胴 である。７は，口径22.0㎝，器高43.0㎝で，体部内外面にはハ

ケが施される。８は口径20.2㎝，器高27.1㎝で，体部内外面にはハケが施される。７よりややハ

ケの単位が細かい。９は体部のみであり，胴径は24.0㎝で７と近い値を示す。体部内外面にハケ，

体部外面下部にはケズリが施される。

10は土師器皿である。口径は13.6㎝，器高は1.3㎝。口縁部は短く外反し，端部は上方に丸く

収める。11は土師器壺である。口縁部は欠損しているが，肩部から底部まで確認できる。指オサ

エの後板ナデを施し，体部の器壁を薄く仕上げている。底部内側に長年大宝が3枚重なっているの

を確認した。うち一枚は銘が確認できる。12・13は，11の破片とともに出土した長年大宝の破片

である。平安時代中期頃と考えられる。

14・15は土師器小壺である。14は口縁部外面に縦方向のミガキ，底部外面にはケズリが施さ

れ，内面には放射状のナデ痕が明瞭に残る。体部中央に穴が施される。15は磨滅により調整は不

明瞭である。16～19は須恵器である。16は杯蓋で，口径13.8㎝，器高4.3㎝である。天井部外

面にはヘラおこしの痕跡が残る。17は坏身で，口径14.4㎝，器高3.5㎝である。口縁部は短く立

ち上がり，外面には自然釉がかかる。18は壺で，口径7.9㎝，器高13.5㎝。19は高坏で，口径

12.3㎝，器高15.2㎝である。脚部には，二段二方向の透かしが施される。これらは，TK43に相当

し，古墳時代後期と考えられる。



－33－

４．まとめ

今回の調査では，調査区全体が灰黄色～褐色細砂の広がるやや不安定な遺構面が広がっていた

が，六条大路北側溝，平安時代の整地土，古墳時代の下層流路を確認した。このことから，当該地

は，遷都後，条坊が施工されたものの，幾度も補修と思われる整地を行い，維持管理がなされてい

たが，氾濫堆積により交差点付近の維持が放棄された可能性がある。特に確認した整地は，不定形

に点在しており，不安定な状況をその都度，補修していた際の整地土と考えられるほか，側溝付近

では祭祀と考えられる遺物が出土した。その後，室町時代に耕作痕跡が認められるが，近代以降に

土地利用が認められるまで，目立った痕跡は確認できなかった。

（奥井　智子）

註

１）以下，図１の調査№に対応。

調査１：「25 平安京右京六条三坊」『平成元年度 京都市内埋蔵文化財調査概要』財団法人京都市埋蔵文化財

　　　研究所，1994年。

調査２：「Ⅳ－３ 平安京右京六条三坊十三・十四町跡 №79」『京都市内遺跡試掘調査報告 平成25年度』京

　　　都市文化市民局，2004年。

調査３：「Ⅵ 調査一覧表 №100」『京都市内遺跡試掘調査報告 平成30年度』京都市文化市民局，2019年。

調査４：「Ⅴ 試掘調査一覧表 №39」『京都市内遺跡試掘調査概要 平成15年度』京都市文化市民局，

　　　2004年。

調査５：「表２ 試掘調査一覧表 番号38」『京都市内遺跡試掘調査概要 平成11年度』京都市文化市民局，

　　　2000年。

調査６：「Ⅴ 試掘調査一覧表 №40」『京都市内遺跡試掘調査概要 平成15年度』京都市文化市民局，2004

　　　年。

調査７：「Ⅴ 試掘調査一覧表 №37」『京都市内遺跡試掘調査概要 平成15年度』京都市文化市民局，2004

　　　年。

調査８：「Ⅵ 試掘調査一覧表 №78」『京都市内遺跡試掘調査報告 平成25年度』京都市文化市民局，

　　　2004年。

調査９：「Ⅵ 試掘調査一覧表 №68」『京都市内遺跡試掘調査報告 令和２年度』京都市文化市民局，2021

　　　年。
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Ⅳ-１ 史跡　仁和寺御所跡，名勝　仁和寺御所庭園

№73（２N003）

１．調査の経緯

今回の調査は，令和２年度から３年度にかけ

て史跡仁和寺御所跡及び名勝仁和寺御所庭園で

おこなわれた防災設備整備に伴う試掘・立会調

査である。当該地では昭和44年度及び平成８

年度に防災設備（自動火災報知設備，消火設備，

避雷設備）が整備されていたが，老朽化してい

ることから再整備が計画された。

消火栓管の埋設においては，原則的に昭和

44年度と平成８年度のルートを踏襲する計画

となっているが，一部新規掘削が生じることか

ら，試掘調査をおこなった。また，既設ルート

についても，埋蔵文化財の確認をおこなうため

に適宜，立会調査をおこなうこととした。掘削

は境内（史跡指定地）全域におよぶ。

調査区は，新規掘削部分を中心に１Tr.から

11Tr.まで設定した。１～５・７・８Tr.は試掘

調査（調査面積20㎡），６・９～11Tr.は立会調査としておこなった。

１～５Tr.は令和２年７月20日，６Tr.は令和３年１月25・29日，７Tr.は令和３年５月26日，

８Tr.は令和３年５月26・28日，９Tr.は令和３年９月27・28日，10Tr.は令和３年10月７・８

日，11Tr.は令和３年10月26日におこなった。なお，今回の報告における地区分けは宗教法人仁

和寺『史跡仁和寺御所跡保存活用計画』2021年に則った。

２．史跡仁和寺御所跡・名勝仁和寺御所庭園の歴史と既往調査

（１）歴史１）

仁和寺の創建は，通説では仁和２年（886），光孝天皇の勅願により造営が着手された。その後，

光孝天皇の崩御を受け，皇位を継承した宇多天皇が寺院の造営を進めた。仁和４年（888）８月に

は，金堂の供養がおこなわれ，創建時の年号「仁和」をとって寺号と定めた。

図39　調査位置図（1：5,000）
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さらに寺域の整備は進められ，延喜４年（904）には金堂の南西に御室（僧坊）を造営し，出家

した宇多法皇が初代住職（第１世）となった。その後，仁和寺は御願寺として高い格式を守りつづ

け，寛仁２年（1018）に性信（三条天皇皇子師明親王）が第２世となり，明治維新に至る第30世

純仁法親王まで引き継がれた。

仁和寺が最も栄えたのは，平安時代末期から鎌倉時代初期にかけてであり，歴代天皇の御願によ

り建立された四円寺（円融寺，円教寺，円乗寺，円宗寺）をはじめ，およそ２里四方の寺域には一

説に60余りといわれる多くの院家・子院が建立された。元永２年（1119）４月には金堂，東西廻

廊，鐘楼等が焼失したが，同年12月に金堂の再建がなされ，保安２年（1121）に観音院等が復興

された。

隆盛を極めた仁和寺も，その後，応仁２年（1468）の兵火で金堂をはじめとする主要伽藍およ

び，子院にいたるまで焼亡した。以降，再興されるまでの間仁和寺の法灯は双ヶ岡の西麓に所在す

る院家，真光院に移され継承された。

大永４年（1524）に仁和寺の再興が計画されたが，完成に至らず，寛永11年（1634）に第21

世覚深法親王が３代将軍徳川家光に仁和寺の再興を申し入れ，幕府の寄進を受けて再興に着手し

た。

寛永～正保年間の再興は御所の造り替えの時期にあたり，寛永17年（1640）に後水尾天皇に

よって御所の紫宸殿，常御殿，台所門，清涼殿が下賜され，寛永18～20年（1641～1643）に

移築，正保３年（1646）に完成した。現在の金堂は紫宸殿の遺構であり，御影堂は清涼殿の部材

を用い再建されたものである。また，台所門は本坊表門として現存する。さらに，寛永18～正保

４年（1641～1647）には二王門（南大門），観音堂，五重塔，経蔵，中門，鐘楼，九所明神社殿

が再建された。

仁和寺は代々皇族の継承が続いたが，明治維新のとき第30世純仁親王を最後に皇族の門跡は断

絶した。明治23年（1890）真言宗御室派として独立したが，まもなく高野山，大覚寺と合併して

古義真言宗となり，昭和21年（1946）再び分派して御室派の総本山となった。

明治20年（1887）には宸殿などが焼亡したが，明治23年（1890）に玄関と白書院（仮宸殿）

が建設され，大正３年（1914）にかけて復興され，現在の建物配置となった。

明治33年（1900）に金堂及び五重塔が古社寺保存法による特別保護建造物の指定を受けて以

降，現在までに国宝１棟，重要文化財14棟の計15棟が指定を受け，宸殿や勅使門など８棟が登録

有形文化財となっている。

境内の一部は，大正13年（1924）12月９日に「御室（サクラ）」として国の名勝に，昭和13

年（1938）８月８日に「仁和寺御所跡」として国の史跡に，令和３年（2021）３月26日に「仁

和寺御所庭園」として国の名勝に指定されている。
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図40　境内調査位置図（1：2,000）
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（２）既往調査

史跡仁和寺御所跡の発掘調査はこれまで13地点でおこなわれている。多くが円堂院地区におけ

る建物建設に伴う調査と，土塀の保存修理に伴う調査である。　

円堂院地区南半では，平安時代の遺構が良好な状況で残存していた。昭和37年（1962）の調査

で八角円堂の基壇南辺，西辺がみつかり，基壇の一辺が10.6m（約35尺）であることが明らかに

なった。調査では隅束石や裏込の玉石等もみつかっている。

昭和47年度の霊宝館の増築及び密教学院の新築に伴う調査では，平安時代中期から末期とみら

れる築地塀や火葬の痕跡がみつかった。

昭和51～52年度の御室会館建設に伴う調査では，円堂院創建期の僧房がみつかった。僧房は桁

行15間，梁行４間の南北棟総柱建物で，南が低く建物の南北で約1.2mの比高差があることが明ら

かとなった。出土遺物等から，僧房は円堂院創建期に遡るとみられるが，昭和37年にみつかった

八角円堂の建設が若干遅れるものと考えられる。

御殿・本坊地区では，宗務庁舎等の建設に伴う調査が平成11・12年度におこなわれた。西面築

図41　１Tr.配置図（1：800）
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石列
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地については，現在の築地塀よりも約８m東側で埋蔵された築地痕跡と雨落溝がみつかった。天和

３年（1683）の絵図の検討などから，延宝３年（1675）から天和３年の間に築地塀が西へ移動し

たと考えられる。また，平成12年度の調査では，平安時代後期から鎌倉時代前期の門状遺構を伴

う築地塀及び雨落溝を確認した。

平成20年度以降，境内西面と南面の土塀保存修理に伴う調査がおこなわれ，江戸時代以降の仁

和寺における土塀の形態と変遷が明らかになった。特に平成24年度に二王門東側でおこなわれた

調査では，江戸時代後期の路面や階段状遺構が検出された。これらの遺構は真乗院に伴うものと考

えられ，天和期の版築土塀を開削して門が開かれ，門前の路面を整え，南に下る斜面に階段を設け

たものと考えられる。

以上のとおり仁和寺における発掘調査は，境内の南半（円堂院地区，御殿・本坊地区）にほぼ限

られ，中門より北側の伽藍地区では，平成26年度の観音堂保存修理に伴う調査と平成27年度の中

門東側便所増築に伴う調査に限られる。

中門東側便所増築に伴う調査では，顕著

な遺構は検出されなかったが,GL-50cm

以下で中世以前の整地層を確認してい

る。

３．各調査区の遺構

１Tr.　１Tr.は御影堂南東部に設定し

た調査区である。南北約４m，東西約

0.5mの約２㎡の調査をおこなった。基

本層序は，現代盛土，橙色泥砂（遺物包

含層），明赤褐色シルト（地山）である。

包含層はGL-10cm，地山はGL-30cmで

検出した。調査区の南で石列を検出し

た。石列は，地表面に露出しており，14

石確認した。抜き取られている部分もあ

るが約５m残存している。一辺20～

30cm程度の石を北西から南東に並べ

る。北東面に石の側面を揃えるが，底石

や下段の石等はなく石組溝ではない。南

東部にそのままのびれば土塀に達する

が，その手前で途切れていた。したがっ

て，土塀と石列の前後関係は不明であ

る。
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図42　１Tr.平・断面図（1：60）
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確認した石列の北端で断割調査

をおこない，石を据える掘方を包

含層上面で検出した。その位置や

設置状況など検討をおこなった

が，石列の性格は不明である。

なお，防災設備については石列

を保存したうえで施工をおこなっ

た。

２・３Tr.　２Tr.は金堂北西部

（約1.4㎡），３Tr.は金堂北東部

（約1.5㎡）に設定した調査区であ

る。

基本層序は盛土直下（GL-20cm）

で地山である。顕著な遺構や遺物

はみられなかった。遺構面は大幅

に削平されている可能性が高い。

４・５Tr.　４Tr.は五重塔北東

部（約2.5㎡），５Tr.は五重塔北西

部（約2.6㎡）に設定した調査区で

ある。

基本層序は盛土直下で地山であ

る。４Tr.南半ではGL-10cm，北半

ではGL-50cm，５Tr.ではGL-70cm

で地山を確認した。地山検出面の

深さは，現代植栽盛土等に影響さ

れている。植栽部分については，お

よそ30㎝の盛土がされており，そ

れに加え20～40㎝程度，地山が削

平されている。顕著な遺構や遺物

はみられなかった。

6Tr.　６Tr.は五重塔西から南西

部にかけての調査区である。既設

管及び樹木の根により遺構の残存状況が悪いことが予想されたため，立会調査をおこなった。

土層を確認したのはA～Dの４地点である。A～C地点の基本層序は現代盛土直下（GL-20～

図43　１Tr.全景写真（南から）

０ 20ｍ

２Tr.

３Tr.

KBM2
（基壇北東角）

図44　２・３Tr.配置図（1：800）
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０ 20ｍ
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図45　４～６Tr.配置図（1：800）

30cm）で地山である。D地点の基本層序は現代盛土，明褐色泥砂（GL-20cm，近世包含層），明赤

褐色粘土（GL-20～50cm，地山）である。

A・B地点は遺構面が削平されているが，A地点で土坑１を検出した。土坑１は幅約1.1m，深さ

約10cmであり，近世の瓦が出土した。C・D地点は根撹乱が多く，また，D地点は植栽のための盛

土がされていることが明らかとなった。顕著な遺構や遺物は検出されなかった。

D地点の南西約20mの場所で平成27年度に便所増築に伴う発掘調査をおこなっており，GL-50

㎝で中世の整地層，-70cmで平安時代の整地層，

-110cmで地山を検出している。D地点の南端で

は，GL-20㎝で地山を検出していることから，便

所までの間で地山が約90cm下る地形となる。６

Tr.では地山が削平されている可能性が高いこと

から，平安時代や中世に６Tr.より北側の地山を

削り，それより南側に整地をおこない，平坦面を

形成したと考えられる。

７Tr.　７Tr.は黒書院北側の調査区である。
図46　６Tr.全景写真（北から）
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図47　2～6Tr.断面図（1：50）
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基本層序は現代盛土直下（GL-40cm）でにぶい

黄橙色泥砂の地山である。顕著な遺構や遺物は

みられなかった。

８Tr.　８Tr.は黒書院の南側の調査区である。

基本層序は現代盛土，橙色泥砂（GL-10cm，近

代以降整地層），オリーブ褐色泥砂（GL-15cm，

近世整地層），黄橙色砂泥（GL-30cm，地山）で

ある。

検出した遺構は，ピット１基と漆喰溝１条で

ある。ピットは，8Tr.のA´地点において検出し

た。近世の整地層を掘り込むことから近世以降

のピットである。直径約20cmの円形とみられ，

残存している深さは約30cmである。

漆喰溝は調査区南半で検出した東西方向の溝

である。幅（内法）20cm，深さ10cmであり，側
図49　８Tr.漆喰溝検出写真（西から）
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図50　7・8Tr.断面図（1：50）
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面と底面に漆喰が施されている。埋土は上下２層に分けられ，上層は黒褐色泥砂で炭や焼土を多く

含む。下層は褐灰色砂泥である。明治20年に御殿・本坊地区で大規模な火災があるが，そのとき

まで溝が機能しており，火災に伴う炭や焼土で最終的に埋められたと考えられる。炭や焼土を検出

したのは，溝の埋土のみで７Tr.や９～11Tr.では一切みつかっていない。

宸殿一帯が焼亡するほどの大火であったが，火災処理に際しては非常に丁寧な施工が行われ，火

災の痕跡を残していないものと考えられる。「仁和寺伽藍御所惣絵図」や明治20年に火災にあった

建物が記されている「罹災之図」には宸殿西側に中小僧部屋，住職居間等が描かれており，今回検

出した漆喰溝は，それら建物の雨落溝や排水溝の可能性がある。明治20年の遺構面は削平されず

残存していること，火災処理は非常に丁寧におこなわれていることが明らかとなった。

９～11Tr.　９～11Tr.は大玄関東の前庭でおこなった立会調査である。

基本層序は，現代盛土，近世整地層，中世整地層である。GL-80cmまで掘削をおこなったが地山

は確認できなかった。

９Tr.では，東土塀から約６m西側で10～30cm大の石が集中して出土した。ただし，掘方は検

出できず，石の平坦面を揃えているわけではないことなどから，礎石据付痕跡や建物地業などの可

能性は低く，根撹乱に掘り込まれた石の可能性が高いと考えられる。当該地は「仁和寺伽藍御所惣

絵図」天和３年（1683）に御輿宿随身所が描かれているが，建物にかかわる遺構などは検出され

なかった。

０ 20ｍ
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11Tr.

Ａ
×××

Ｂ
Ｃ

×××
ＡＢＣ
×
石

図51　9～11Tr.配置図（1：800）
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図52　9・10Tr.平・断面（1：50）及び11Tr.柱状断面図（1：20）
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10Tr.は現参道を横断する調査区である。現参道を含む３時期の参道を検出した。

現参道（参道１）は本坊表門と大玄関を結ぶもので幅約2.7mである。現代白砂層により整地し

たうえで石畳を敷設している。

参道２は本坊表門からまっすぐ西へ延びる現参道の北側で検出した参道である。参道２の石畳等

は検出しなかったが，厚さ５～10cmの整地層を複数検出した。参道２の南端は現参道下へ延びる

ため未検出だが，北端から2.7m分検出した。参道３は参道１と参道２の間に位置する。参道３は

上下２層に大別でき，上層はしまりの良い叩き面である。南端は参道２により壊されており不明で

あるが，北端は縁石抜取痕跡を検出した。したがって，参道３の幅は２m以上であることがわかる。

また，本坊表門と大玄関を結ぶ参道の約１m南で平坦面を上に据えた石を１石検出した。掘方は

参道３を掘り込んでおり，参道３廃絶後の整地土が石にすりついている。この石の東西を平面検出

したが，同様の石はみつからず性格等は不明である。

その他，検出した遺構は，参道３上面から掘り込まれた土坑３基である。

11Tr.の基本層序は現代白砂層，参道２の整地層，明黄褐色泥砂（GL-40cm，時期不明盛土）で

ある。顕著な遺構や遺物はみられなかった。

立会１区　観音堂北西部における埋設管掘削時（令和3年2月10日）に立会調査をおこなった。

GL-20cmまで現代盛土で，以下地山であることを確認した。

立会２区　参道西部分における埋設管掘削時（令和3年2月18日）に立会調査をおこなった。

GL-10cmまで盛土で，以下掘削底であるGL-70cmまで近世整地層であることを確認した。

４．遺物

今回の調査では，６・８～11Tr.で遺物が出土

した。そのほとんどが，整地層から出土する瓦で

近世以降のものである。

１と２は９Tr.１層から出土した土師器皿であ

る。１は口縁部が直立する皿Aで，口径は9.8㎝で

ある。２は皿Acで口縁部のみ残存していた。とも

に12世紀前半頃とみられる。

３は６Tr.土坑から出土した近世の軒平瓦であ

る。

５．周辺における近年の調査

今回の防災設備整備に伴う調査とかかわるため，近年おこなわれた史跡仁和寺御所跡での立会調

査を報告する。

①茶所絵馬・おみくじ掛け　茶所南方における絵馬・おみくじ掛け設置に伴う立会調査である。

図53　出土遺物実測図（1：4）

０ 10cm

３

1 2
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令和元年７月26日におこ

なった。GL-12㎝で時期不

明整地層（赤褐色泥砂）を確

認した。

調査範囲が狭小であり，

顕著な遺構はみつからな

かったが，６Tr.D地点と便

所調査地に近く，当該地周

辺における整地の状況を知

る重要な調査といえる。

②・③水掛不動周辺　水

掛不動案内説明板設置及び，周辺排水施設設置に伴う立会調査である。令和３年１月25日におこ

なった。水掛不動案内説明板に伴う調査では，南北に長い延石の一部を検出した。水掛物置の下へ

のびる。部分的な検出であることから延石の規模や機能などは不明である。

排水施設設置に伴う調査では３箇所で断面確認をおこなった。盛土直下で地山を検出した。地山

は最も浅いところでGL-15㎝で検出しているが，その他のところでは，埋設管により攪乱されてい

たり，現代の整地により地山が削平されている部分が多い。

④経蔵周辺　サクラ植栽に伴う立会調査である。令和３年２月18日におこなった。平坦面で

20cm大の石が散布することを確認し礎石の可能性があるため，周辺部でのサクラ植栽はおこなわ

なかった。当該地周辺は，調査がおこなわれておらず，地形的検討も含め，今後注意を要するとこ

図55　中門東土塀調査配置図（1：800）

中門

便所

０ 20ｍ

→

中門東土塀調査地

図54　水掛不動周辺調査配置図（1：800）
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ろである。

⑤中門東土塀　老朽化により北に傾倒していたため，解体修理を令和３年度におこなった。その

作業が進められ６月には土塀の解体が終了したが，令和３年７月３日の豪雨により，土塀の基礎を

構成する石垣が崩落した。土塀修理とあわせて石垣の修理がおこなわれることになり，石垣の裏込

等を確認するための立会調査をおこなった。

調査は，令和３年９月10日におこなった。石垣は４時期分あり，何度か改修がおこなわれたと

みられる。裏込は直径10～20cmの礫を多く含む黄褐色泥砂であり，上端で石垣面から最大2mま

で確認したが，肩部はみつからず，さらに北側に広がるとみられる。

石垣の最上部の１石は現代の縁石である。その下の２～７石までは近世の石垣とみられ，上段と

下段で石の積み方が異なっていた，施工差の可能性もあるが，裏込に入る石の大きさが上段のほう

が大きく，瓦も多く含む。一方，下段については上段に比べ裏込に入る石が小さく，瓦がほとんど

出土していないことから，江戸時代のある時期に上段だけ積みなおしている可能性がある。

下段の最下層の石は黄褐色泥砂で埋まっていた。さらに下層に１石積まれていることを確認し

た。確認した面積が狭小であることから，詳細は不明だが，最も下の石にのみ矢穴を確認したこと

から，さらに古い時期の石垣が残存している可能性がある。

石垣裏込から多くの瓦が出土した。

１～３は菊丸瓦である。小型円形の瓦当上面にに細長い体部を接合する。１は単弁８葉花文であ

る。

４・５は巴文軒丸瓦である。ともに右巻の三巴文で，周辺には大粒の珠文を配する。直径は約

15cmである。

６～８は仁和寺文軒丸瓦である。いずれも字体は異なる。

図56　中門東土塀石垣断面図（1：50）
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82.0ｍ
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２ｍ０



－48－

９は唐草文軒平瓦である。

10・11は丸瓦である。長辺が24～25㎝と短い。内面には布目が残る。

これらの瓦はいずれも近世以降のものであり，土塀に葺かれていたものが，石垣を積み直す際に

裏込に混入したものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（家原　圭太）

⑥観音堂

　寛永 21年（1644）頃に再建された重要文化財観音堂において，建物の経年による破損が進行

していたため，平成 24年度から京都府教育委員会が保存のための半解体修理事業を実施した。建

物の南及び東柱列の礎石を中心に不同沈下が生じていたことから，礎石の据え直しをおこなうと

ともに，一部で基礎補強をおこなう必要が生じたことから，礎石を取り外したうえで，下部構造

の調査を実施した。

　発掘調査は，外陣と内陣あわせて 15箇所で実施した。礎石据付掘方の平面形は，1.2 から 1.6

ｍほどの隅丸方形を呈し，深さ約 0.8 ｍから 1.4 ｍ程度掘り込まれており，礎石据付掘方内部に

1

2

3

4 5

6

7

8 9

０ 10cm

図57　中門東土塀出土遺物実測図１（1：４）
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は礎石の周囲も含め小児人頭大の礫が隙間無く詰められていた。建物を支える礎石のうち 23基に

ついては，遺構保存の観点から，据え直さず現状のまま修理がおこなわれた。　　　　　（藤井　整）

図58　中門東土塀出土遺物実測図２（１：４）

10

11

０ 10cm
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６．まとめ

造成　仁和寺は北が高く，南が低い地形である。この場所に寺院を建立しようとすると平坦面を

確保するため，造成が必要となる。

現在の仁和寺は，北から①御影堂・金堂・経蔵。②観音堂・五重塔・九所明神。③中門。④御殿・

本坊地区・円堂院跡地区。の４つの平坦面がある。この平坦面がいつ形成されたのかが課題となっ

ている。今回の一連の調査結果は顕著な遺構が検出されていなくても，これら仁和寺の造成を考え

るうえで重要な成果を得られた。

特に①御影堂・金堂・経蔵。②観音堂・五重塔・九所明神。の平坦面の調査である１～５Tr.と６

Tr.A～C地点および立会１区，水掛不動周辺の調査では，盛土直下10～20㎝程度で地山を検出し

ている。６Tr.A地点で検出された土坑のありかたから，遺構面は近世以降に削平されている可能性

が高い。現在のような伽藍と平坦面は天和３年（1683）の「仁和寺伽藍御所惣絵図」にはみられ

ることから，寛永～正保の再興時に少なくとも①と②の平坦面は切土によって形成されたと考えら

れる。

③中門の平坦面の調査では，６Tr.D地点および便所改修にともなう調査，茶所絵馬・おみくじ掛

けの調査で包含層もしくは整地層を確認している。いずれも調査区が狭小であり詳細な時期などは

不明であるが，明らかに①・②の平坦面のありかたとは異なる。

たとえば6Tr.D地点の包含層は明褐色泥砂であり，地山に近い土色・質であることから，①・②

の平坦面形成時の切土を③の平坦面形成に使用した可能性がある。

④御殿・本坊地区についても，現代盛土と地山の間にいくつかの整地層がみられる。９Tr.１層か

ら平安時代の土師器２点が出土しているが，１層が平安時代の整地層なのか，近世に平安時代の遺

構面を削平したうえでおこなった整地なのか判断できない。ただし，円堂院地区では，昭和37年

度，昭和51～52年度の発掘調査で平安時代の遺構を浅いところで検出している。境内南半では，

平安時代の遺構面が残っている可能性がある。

今回，境内の広い範囲で調査をおこない，造成のおおまかな傾向をつかむことができたことは，

重要な調査成果といえる。

御殿・本坊地区　今回，はじめて御殿・本坊地区の中心部分で調査をおこなった２）。

御殿・本坊地区は明治20年（1887）の大火により，主要建物群が焼亡している。今回の調査で

は火災後の状況が明らかになった。火災痕跡を確認したのは，８Tr.で検出した漆喰溝の埋土のみ

で，その他の場所では焼土や焼瓦などは一切みつからなかった。

火災後，宸殿などの再建に際して火災処理が徹底しておこなわれたことがわかる。御所空間に対

する仁和寺の姿勢を知る重要な調査成果といえよう。

一方で，漆喰溝を検出したことも重要な成果である。部分的な検出のため，その性格などは不明

であるが，火災以前の遺構が良好な状態で遺存しており，建物配置などを復元する定点となる。
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「仁和寺伽藍御所惣絵図」や「罹災之図」には，宸殿の西側に中小僧部屋，住職居間等が描かれ

ており，御所における居住施設の雨落溝もしくは排水溝とみられる。

溝の北側には高まり状に残る近世の整地層（６層）がある。この層は約７m北側まで広がってお

り，北端では地山を掘り込む。建物地業もしくは亀腹状の遺構の可能性を視野に入れて確認をおこ

なったが，確証は得られなかった。少なくとも漆喰溝が機能しているときには溝よりも北は高く，

南が低くなっていた。したがって，北からの水を東か西へ流す機能が漆喰溝にあったと考えられ

る。

なお，この漆喰溝は養生したうえで，防災設備の施工をおこなった。

今回の防災設備に伴う調査は，史跡仁和寺御所跡の全域におよび，重要な調査成果を得ることが

できた。これまでデータが不足していた伽藍地区，御殿・本坊地区で整地層や地山の状況を確認で

きたことで，造成のありかた等を知ることができた。今後の調査に資するところが大きく，また，

今後の現状変更における掘削深の参考となる。

一方で，中世以前に遡る遺構が検出されなかったことは課題として残った。仁和寺の歴史から，

当該地に大伽藍があったことは確実であるが，今回の広範囲に及ぶ調査において９Tr.で平安時代

の土師器小片が整地層から出土した程度で，顕著な遺構やその片鱗を見出すことはできなかった。

寛永～正保の再興において，大規模な造成がおこなわれた可能性が高い。円堂院跡地区における

八角円堂や僧坊の出土状況も勘案した境内全体の復元が必要だが，今後の課題である。

（家原　圭太）

註

１）宗教法人仁和寺『史跡仁和寺御所跡保存活用計画』2021年。

２）  御殿・本坊地区では，これまで平成11・12年に宗務庁舎，平成20年度以降に境内西面と南面の土塀

で調査をおこなっている。
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Ⅳ-２　大覚寺古墳群　№10（20S393）

１．調査の経緯（図59～61）

　本件は宅地造成及び共同住宅建設のための調

査である。調査地は右京区嵯峨大覚寺門前堂ノ前町

に位置し周知の埋蔵文化財包蔵地「大覚寺古墳群」

に該当する。

当該地の中央部には大覚寺４号墳（図59-４）の

墳丘が部分的に遺存している。今回の計画では，所

有者の意向で現存墳丘部分については開発地から

外れ現状のまま保存される。このため試掘調査は，

開発範囲内を対象として行った。主な目的は，周濠

を検出し古墳の規模を確認すること，敷地内に４号

墳以外の遺構が展開するか否かを確認することで

あった。

試掘調査は令和３年１月４～７日・２月１～３

日に実施した。この結果，上部は削平されているも

のの周濠底部は遺存していることが確認された。そ

こで，計画建物の基礎が遺構に抵触しないよう協議

をし，設計変更がなされることとなった。このため

周濠は地中に保存されている。なお，擁壁部分につ

いては詳細分布調査を同年5月14～18日，7月12

～28日に実施した。これらの成果をあわせて報告

する。 

大覚寺古墳群は市内中心部の西に位置する「嵯峨

野」に造られた古墳群で，4基の古墳からなる。最

も大きいものは北端に位置する1号墳（円山古墳，

図59-１）で径約55ｍの規模を誇る円墳である。

「嵯峨野」は嵯峨天皇と関係が深い土地であったこ

とから，淳和天皇の皇后正子内親王（嵯峨天皇の

娘）墓の候補として，明治32年（1899）に陵墓参

考地に指定された。2号墳（入道塚古墳，図59-２）

図59　調査位置図（１：5,000）

1

2

3

4

大覚寺古墳群

4

図60　調査前風景　（東から）

図61　調査前風景　（北東から）
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図62　調査区位置図（１：800）

もまた明治32年に陵墓参考地に指定されている。昭和50年度の京都府の調査では，墳丘を馬蹄形

にめぐる周濠が確認され，25×30ｍの不整形な方墳であることがわかった。墳丘は削平されてい

るが横穴式石室が残る。3号墳（南天塚古墳，図59-３）は府立北嵯峨高等学校の建設に伴って昭和

50年度に京都府が発掘調査を行っている。墳丘は大きく削平され上部構造は破壊されているもの

の横穴式石室であることが確認された。

4号墳（図59-４）は狐塚古墳とよばれており，長く竹林であった。部分的に墳丘が残り，横穴式

石室が現在も遺存している。現存墳丘の調査は1970年に京都大学考古学研究会によって墳丘の測

量と横穴式石室の実測が行われた（『嵯峨野の古墳時代』）。また2014年から龍谷大学考古学実習

室・研究室によって2020年まで継続的に測量・調査が行われていた。

２．遺構（図62～68）

１）試掘調査(図62～65）

試掘調査では11区のトレンチを入れて確認調査を行った（図62）。また詳細分布調査で6地点の

地層を確認した。このうち遺構が確認できたのは１・４・７～10区（図63・64）で２・３・５・

６・１１区では遺構・遺物は検出されなかった（図65）。これらの調査区では表土をめくるとすぐ

試掘調査区 詳細分布調査断面

3区
2区

6区

1区

4区

7区

5区

8区
9区

10区

11区

A

A’

B’B

E
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D’

D
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C

0 50m

KBM 
金属鋲
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に暗灰黄色シルト～細砂および砂礫の地山が検出されたのみであった。

1区　墳丘東裾部から放射方向にトレンチを設けた。トレンチ南西端から約９ｍの地点で周濠と

推定される溝を検出した。調査区内の上層は近現代耕作で攪乱されていた。墳丘側ではGL-0.6ｍ以

下で砂礫の地山を検出した。北東側にはにぶい黄色シルトからなる地山が遺存していた。墳丘側の

地山の直上で黒褐色細砂混シルトのブロック土とにぶい黄色粗砂混シルトが混ざった土（層２）を

部分的に確認した。墳丘盛土の可能性がある。

周濠だと推定される溝は残存幅６ｍ，深さ0.4ｍ以上，耕作によって肩部はやや削平を受けてい

る。埋土は黒褐色極細砂混シルト（層９・10）であった。

４・７区　墳丘の西側に設けたトレンチで，４区から掘削したが当初想定していたよりも墳径

が大きい可能性が出てきたため，解体ガラと攪乱をさけて7区を掘削した。7区ではGL-0.9ｍで周

濠を検出した。検出した溝幅は６ｍ，残存深さは0.4ｍであった。埋土は主に暗褐色砂泥（層４）

で下部は地山ブロックを含む灰黄褐色砂泥であった（層６・７）。層５および平面の検出状況から

溝は2段掘りになっていたと考えられ，溝底東側（墳丘側）は幅1.9ｍ深さ0.1ｍでさらに低くなっ

図64　８・９区平・断面図（１：100）

556 6
4 2 2

1 14

6

9 区 西壁 

1　2.5Y4/3 オリーブ褐色砂質土（近世遺物含む）
2　2.5Y3/1 黒褐色砂質土
3　2.5Y3/1 黒褐色泥砂
4　2.5Y2/1 黒色泥砂
5　2.5Y2/1 黒色砂質土（小礫混じり）
6　2.5Y6/8 明黄褐色砂礫【地山】

保護層上面

１
2 4

5 3
4

1　2.5Y3/2 黒褐色砂質土
2　2.5Y2/1 黒色泥砂
3　2.5Y3/1 黒褐色泥砂（地山ブロック含む）
4　2.5Y6/3 にぶい黄色シルト【地山】
5　2.5Y6/8 明黄褐色砂礫【地山】

8 区 東壁

保護層上面KBM±0.0m

KBM±0.0m

０ ３ｍ

周濠埋土か？

周濠埋土
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図65　2・3・11区柱状断面（１：50）及び５・６区断面図（１：100）

2 区 北壁

３区 北壁

１　2.5Y5/6 黄褐色シルト＋2.5Y5/2 暗灰黄色砂泥
2　  2.5Y5/2 暗灰黄色砂礫

１　2.5Y5/2 暗灰黄色砂礫【地山】

表土

１
2

表土

１

５区 南壁

１　2.5Y4/2 暗灰黄色砂礫【地山】
２　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト～細砂【地山】

2 2 1

6 区 南壁

１　2.5Y5/4 黄褐色泥砂
２　2.5Y3/2 黒褐色砂礫（地山ブロック含む）
３　2.5Y5/2 暗灰黄色シルト～細砂【地山】

１

２

33
3

１

表土

１　2.5Y7/8 黄色シルト～砂礫【地山】

11 区 北壁

KBM±0.0m

-1.0ｍ -1.0ｍ

KBM±0.0m

KBM±0.0m

-1.0m

KBM±0.0m KBM±0.0m

１ｍ０

０ ３ｍ

表土

表土

ていた。４・７区ではGL-0.9ｍ付近まで近現代耕作の影響を受けており，周濠の上に堆積する黒褐

色あるいは褐灰色の砂泥層からは近世土人形などが出土した。このため４区側，墳丘部分は削平さ

れていると推定される。

８区　8区は現地表面が一段低くなっているためか遺存状態が悪かった。周濠底の可能性がある

黒褐色泥砂を検出したのみである。位置の検討から周濠底と推定する。

９区　9区も上部が近現代耕作土層などで攪乱されていた。周濠底と考えられる黒色砂質土を深

さ0.1ｍ検出した。

２）詳細分布調査（図66・67）

詳細分布調査でも2地点で周濠を確認した。

A-A'間では周濠を平面的に検出した。検出幅は８mである。工事掘削深までの確認調査のため確

認できた深さは0.1ｍで，埋土は黒褐色泥砂であった。

B-B'間では幅２ｍと0.8ｍの2本の不整形な溝を検出した。深さ0.1ｍを確認した。埋土は黄褐色
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図66　詳細分布調査A-A'・B-B'平・断面図（1：100）

KBM+1.0m

KBM±0.0m
C-C’間調査
トレンチ

1　10YR3/3暗褐色泥砂

2　10YR3/2黒褐色泥砂【周溝】

A’

A’

1

2 3
4

3　2.5Y6/4にぶい黄色粘質土

4　2.5Y4/3オリーブ褐色泥砂

1 ４

表土

B-B’間 北壁

2

A

A

A-A’間 西壁

B
B’

B B’3

12

４

1　10YR4/2 灰黄褐色粘質土【中世溝？】
2　2.5Y4/3 オリーブ褐色小礫混じり粘質土【周溝】

表土

3　2.5Y7/6 明黄褐色小礫混じり細砂【ブロック土か？】
4　2.5Y7/6 明黄褐色小礫混じり細砂【地山】

０ ５ｍ

粘質土である。両溝に挟まれた層３は地山と類似した土のため地山の可能性があるが，2本の溝と

層３をすべて周濠の最終埋土と考えると幅６ｍとなり周濠推定線内に収まることから層３をブ

ロック土と考え周濠の一部を確認していると推測する。ただし深度は0.1ｍしか確認しておらず決

定的なことは分からない。

C-C'間，D-D'間，E-E'間は現存墳丘の周辺を囲う塀の基礎掘削にともなう工事である。C-C'間，

E-E'間地点で墳丘盛土の可能性がある灰黄色小礫混細砂，黒褐色粘質土と灰黄色小礫混細砂の混合

層などの地層を検出した。いずれにしても墳丘盛土は近現代の耕作をうけ遺存状態は良くない。

以上の成果から，周濠を復元すると直径約45ｍの円を描くと推定される（図68）。調査にあたっ

ては龍谷大学の國下多美樹先生や古墳時代を専門とする当課の熊井と検討し，円墳か方墳かの問題

意識を持ってあたったが，隅の検出を狙って入れた10区が攪乱されていたため決め手に欠ける結

果となった。現状では大覚寺4号墳（狐塚）は直径が45ｍ以上ある円墳の可能性が最も妥当と考え

る。所有者の協力により墳丘は現状のまま残り，周濠は地中に保存される。方墳か円墳かは将来に

託したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（赤松　佳奈）
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図67　詳細分布調査C-C'・D-D'・E-E'断面図（1：100）
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３．まとめ　大覚寺古墳群における狐塚古墳の位置付け

これまでに京都市域では800基以上の古墳・古墳群が確認されているが，これらの分布状況は

「西高東低」と表現され，現在の右京区・西京区に多くの古墳が所在する。その内，太秦・嵯峨野

付近では170基以上の古墳が確認されている。また，京都市域で確認されている前方後円墳の約

1/3が太秦・嵯峨野に存在することを踏まえるならば，北山城における古墳時代の中心地の１つが

この付近に所在したといえる。

この地域で古墳の造営が開始されるのは５世紀末からであり，以降は７世紀前葉まで続く。これ

図68　周濠推定復元図（1：500）
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らの古墳は，墳形・規模から，ａ 前方後円墳，ｂ 大型円墳，ｃ 中型円墳，  中型方墳，ｅ 小型円

墳，ｆ 小型方墳の６つのグループに大きく分けられ，ａが扇状地，ｂ・ｃ・ｄが低位段丘，ｅ・ｆ

が高位段丘から嵯峨野北方の丘陵部に立地する傾向が認められる１）。この墳形と規模そして立地に

より，太秦・嵯峨野地域の古墳はピラミッド状の階層構成を示しているものと解されている。

 この階層構成の頂点である首長墓としてはａの古墳が該当する。すなわち，５世紀末の垂箕山古

墳を嚆矢として，その後に天塚古墳，清水山古墳，そして７世紀前葉に蛇塚古墳の順に造営される
２）。ただし，清水山古墳と蛇塚古墳の間に空白期が認められることから，大型円墳である円山古墳

や双ヶ岡１号墳，甲山古墳がそれを埋める首長墓の可能性も想定できる。

今回，報告した狐塚古墳は大覚寺古墳群に含まれる。出土遺物や石室の様相から，まず円山古墳

が築造され，次に南天塚古墳（3号墳），狐塚古墳（４号墳），入道塚古墳（２号墳）の順に築造さ

れたものと想定される３）。前述の区分のうち円山古墳が大型円墳（ｂ），南天塚古墳が中型円墳

（ｃ），入道塚古墳が中型方墳（d）に分類できる。また，本調査成果から狐塚古墳は中型円墳（ｃ）

に位置付けられることから，本古墳群は首長墓クラスの可能性があるものとそれに次ぐ中位クラス

の古墳で構成される古墳群と捉えられる。これらを総合すると，大覚寺古墳群では大型円墳である

円山古墳が６世紀後葉にまず造成され，それ以降は規模を縮小し，墳形も円墳から方墳に変化して

いく状況が想定でき，これは太秦・嵯峨野地域の勢力内における一集団の動向を示すものと考えら

れ興味深い。また，円山古墳を当地域の首長墓と考えた場合，首長墓を輩出した集団の勢力の盛衰

という視点から評価できる可能性もあり，この地域の古墳時代史を復元するうえで重要な調査成果

である。ただし，この地域には削平古墳や埋没古墳が未だ存在する可能性が高いことから，今後の

調査の進展による実態の把握がまず望まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊井　亮介）

調査にあたっては龍谷大学の國下多美樹先生にご教示をいただきました。記して感謝申し上げま

す。

註

１）  これらの首長墓系譜に段ノ山古墳が加えられることもあるが，既往の調査などで古墳に関する遺構・遺

物は確認されていないことから，本稿では除外している。また常磐柏ノ木古墳群についても同様の理由

で除外する。

２）  和田晴吾「京都・嵯峨野の古墳と他界観」『京の地宝と考古学』2011年。

３）  花熊祐基「６ 考察」『龍谷大学 考古学実習』№12　龍谷大学文学部考古学実習室，2016年。

　　  なお，当論考でも指摘されている通り，入道塚古墳と狐塚古墳の築造順については，資料的な制約があ

るため，今後の調査の進展により逆転する可能性も残されている。

引用・参考文献

  「Ⅱ 考古学実習調査報告 １ 大覚寺４号墳（狐塚古墳）第5次発掘調査報告」『考古学実習・文化財実習報告

書 第３集』龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻，2020年。

  「４ 大覚寺古墳群発掘調査概要」『埋蔵文化財発掘概報（1976）』京都府教育庁指導部文化財保護課，1976

年。
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100ｍ０

1 号墳
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図69　大覚寺古墳群の位置関係と周濠推定線図（1：2500）
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Ⅳ-３ 室町殿跡（花の御所）

№83（20S337）

１．調査経過（図71）

本件は共同住宅に伴う試掘調査である。調査

地は室町殿跡（花の御所）に該当する。

室町殿は永徳元年（1381）足利義満により

造営された邸宅で，別名「花の御所」とも称さ

れる。その後，足利義教や足利義政により再築

などが繰り返され，長禄４年（1460）に完成

した。文明８年（1476）に焼失したが，再建

されることなく町屋として変化していく。

今回の調査地は，すでに令和２年度に発掘調

査を実施し，南北方向の石垣を確認した。石垣が

調査区北側へ続くことが判明したため，施主と

協議を重ねた結果，令和２年度の発掘調査に引

き続き，石垣の延長を確認する追加調査を実施

することとなった。

調査期間は令和３年６月14日～25日の10日

間で，調査面積は30㎡である。

調査区は令和２年度調査区のすぐ北側に設定

した（図71）。

２．周辺調査（図70）

室町殿跡は，調査①で安土桃山時代から江

戸時代の建物や石組み遺構，室町時代の濠や

庭園遺構などを確認している１）。調査②では，室町殿の区画に関連する南北方向の濠などが確認さ

れ２），調査③では，室町殿跡に関連する義政期の庭園遺構などが確認されている３）。

令和２年度の調査では，江戸時代から安土桃山時代と室町時代の遺構面を確認した。江戸時代の

遺構として，石垣50や井戸６などが確認されている。石垣50は西側に面を持ち，14.8ｍの規模で

確認された。３段組みの石垣であり，石の規模は長辺0.4～0.8ｍで，一部の石材には矢穴が存在す

る。石垣の年代は上層の遺構や裏込め埋土の遺物から18世紀頃に築造したものと想定されている。

相
国
寺
旧
境
内

公
家
町
遺
跡

市指定名勝
大聖寺庭園

室町殿跡
（花の御所）

上京遺跡

調査①調査②

調査③

調査①調査②

調査③

100ｍ０

図70　調査位置図（１：2,500）

図71　調査区位置図（１：2,000）

０ 50ｍ
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坑
２
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また，室町時代の遺構は敷地を区画すると想定される東西溝や土取りの土坑群などが確認されて

いる４）。

３．調査（図71～75）

層序は，現代盛土以下，GL-0.25ｍの明黄褐色泥砂で江戸時代後期（図73 D-D'5層），-0.6ｍの

にぶい黄褐色泥砂で江戸時代中期（図73 D-D'７層），-0.8ｍの灰褐色泥砂で江戸時代前期（図73C-

X=-107,620

X=-107,621
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X=-107,625

X=-107,626
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Y=-22,030Y=-22,031Y=-22,032Y=-22,033Y=-22,034

土坑２

石垣６

６A

６A落ち６B

Ｒ２年度調査
石垣50

A’

A

B

B’

C
C’

D
D
’

E

E’

F

F’

F’

G

Ｈ

Ｉ
’

土坑５

Ｈ’

Ｉ
’

土坑３

G’

土坑４

石垣６
裏込めライン

２ｍ０

整地土

図72　調査区平面図（1：50）
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０ ２ｍ

1　10YR8/4 浅黄橙色砂泥（拳大以上の礫含む）【近代蔵の基礎】

2　7.5YR5/3 にぶい褐色砂泥

　　（拳大以上の礫・焼土・近世瓦含む）【近代土坑】

3　10YR6/4 にぶい黄橙色砂泥（土師器片含む）【江戸時代中期整地層】

4　10YR4/3 にぶい黄褐色砂泥（わずかに炭化物含む）【土坑】

5　10YR4/6 褐色泥砂(φ5～10㎝の礫少量含む)【江戸時代前期整地層】

6　10YR3/3 暗褐色シルト質泥砂【整地土】

X=-107,622 X=-107,624 X=-107,626

54.6m

A A’

A-A’断面

現代盛土

撹乱

撹乱

1

23

4
5

6 7
7

78
8 1　10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂【近代整地層】

2　10YR4/4 褐色泥砂【土坑４】

3　10YR4/2 灰黄褐色泥砂（φ2～5㎝の礫多く含む，焼土少量含む）

4　2.5Y4/6 オリーブ褐色泥砂（炭化物・焼土多く含む）

5　2.5Y5/4 黄褐色砂質土【整地層】

6　10YR4/4 褐色泥砂【土坑３】

7　10YR5/6 黄褐色泥砂

8　10YR4/2 灰黄褐色泥砂　　
【整地層】

Y=-22,034 Y=-22,032

54.6m

B B’

B-B’断面

現代盛土

撹乱
12

3
4 55

6

X=-107,624X=-107,626

54.6m

53.6m

D D’

D-D’断面

現代盛土1

2 3
4
7

8

5

6

9

10

11 1213 14
15

16 17

 7　 10YR5/3 にぶい黄褐色泥砂と砂層の互層

　　 (φ10～30cm大の礫多く含む)【蔵基礎】

 8　 5YR4/6 赤褐色泥砂(拳大礫多く含む，炭化物多く含む)【焼土層】

 9      5YR4/4 にぶい赤褐色泥砂

          (φ10～30cm大の礫と泥砂層互層に入る)【土坑５】

10　10YR4/1 褐灰色泥砂【焼土層】

11　10YR3/1 黒褐色泥砂【炭層】

12　10YR4/4 褐色泥砂(φ5～10㎝の礫少量含む)【土坑】

13　7.5YR4/4 褐色泥砂(礫多く含む，焼土含む)

14　10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂(炭・土師器片少量含む)

15　10YR4/2 灰黄褐色泥砂(炭・土師器片少量含む)

16　2.5Y3/2 黒褐色粘質土

17　10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂

18    10YR3/3 暗褐色シルト質泥砂【整地土】　

1    7.5YR5/3 にぶい褐色砂泥

　　（拳大以上の礫・焼土・近世瓦含む）【近代土坑】

2　5YR5/6 明赤褐色泥砂（焼土層）【近代整地層】

3　10YR4/4 褐色泥砂(φ5～10㎝の礫多く含む)

4　10YR6/4 にぶい黄橙色砂泥（土師器片含む）【江戸時代中期整地層】

5　10YR3/3 暗褐色泥砂(炭・灰多く含む)【土坑2】

6　10YR4/6 褐色泥砂(φ5～10㎝の礫少量含む)【江戸時代前期整地層】

7　10YR3/3 暗褐色シルト質泥砂【整地土】

【落ち６B】

X=-107,621X=-107,623

54.6m

53.6m

C C’

C-C’断面

現代盛土

1
2

34

756 6
7

【土坑１】

7

18

1　 5YR6/6 橙色泥砂【焼土層】

2　 5YR5/6 明赤褐色泥砂(炭・焼土多く含む)

3　 10YR4/2 灰黄褐色泥砂(炭層シルトブロック互層に含む)

4　 10YR4/3 にぶい黄褐色砂泥

5　 10YR6/6 明黄褐色泥砂(φ2～5㎝の礫多く含む)【江戸時代後期整地層】

6      7.5YR5/3 にぶい褐色泥砂（焼土多く含み，拳大の礫少量含む）【土坑7】    

図73　調査区断面図１（１：80）
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C'6層），-1.2ｍの暗褐色シルト質泥砂で整地層（図73C-C'７層）である。確認した遺構は土坑６

基，石垣１条である。

【土坑１】　調査区南西隅で検出した（図73D-D'３・４層）。東西0.3ｍ以上，南北1.0ｍ以上で，

深さは0.5ｍである。埋土は炭・焼土を含む赤褐色泥砂，にぶい黄褐色泥砂の２層に区分できる。

【土坑２】　調査区北西側で検出した（図73C-C'５層）。東西0.3ｍ以上，南北0.8ｍで，深さは

0.6ｍである。埋土は１層で，炭や灰を含む暗褐色泥砂である。土師器や施釉陶器などが出土した。

時期は17世紀頃と考えられる。

【土坑３】　調査区北東側で検出した（図75I-I'２層）。石垣成立前の整地層を切りこむ。東西

0.3m以上，南北0.7ｍ以上で，深さは0.4mである。埋土は褐色泥砂で土師器片が出土した。

【土坑４】　調査区東側で検出した。石垣埋没後に成立する（図73A-A'2層）。東西0.7ｍ以上，南

北2.7m以上，深さ0.8ｍである。埋土は褐色泥砂の１層で，拳大の礫が敷き詰められて埋められ

ていた。後述する石垣６の裏込めの石を再利用した土坑と考えられる。埋土に含まれる石は裏込め

に使用されている石と類似する。一見すると裏込め埋土のように見えるものの断面を見ると，東へ

落ちる土坑状の落ち込みが確認できる（図75H-H'１層）。この落ち込みを確認したことから，石垣

掘方に類似した別遺構であると判断した。時期は18世紀後半頃と考えられる。

【土坑５】　調査区南側付近で検出した。（図75F-F'１～４層）東西1.8ｍ以上，南北1.1ｍ，深さ

は0.5ｍである。埋土はにぶい赤褐色泥砂，黄褐色砂礫，にぶい赤褐色泥砂，炭を多く含む黒褐色

泥砂の４層に区分できる。

【石垣６】　調査区中央付近で検出した。令和２年度に確認した石垣50の延長部である。石垣の

西は周辺より約１ｍ低くなり，その段差に対して面をもつ。石垣部を６Ａ，西側の落ちを６Ｂとし

て報告する。石垣６Ａ：南北2.9mを検出した。石垣南側は土坑５により一部壊され上段の石材は

消失している。中央部では３段の石が遺存する。長辺0.2～0.5ｍ，高さ0.2～0.4ｍの石材を使用

し，高さ0.9ｍを検出した（図74E-E'）。石材には花崗岩やチャートを使用している。矢穴を確認

し，幅は0.05～0.07ｍである。裏込めは検出幅0.7m，φ0.1～0.2ｍの拳大の礫を詰める。深さ

0.9mを確認した。最下段は裏込め幅0.2mであった。埋土はオリーブ褐色細砂である（図75G-G'）。

X=-107,622

整地土

H=53.0m

H=54.0m

H=55.0m

X=-107,624 X=-107,626

E’

E

１ｍ０

図74　石垣６立面図（1：５0）
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石垣は調査区南から4.6m地点のＸ=-107623付近で途切れる。北側で石垣の延長部の検出を試み

たが，調査区内で石垣の延長を確認できなかった。また，石垣の積み方は上段と下段の目地が並ば

ないよう積まれているが，石垣の北端を確認すると上段と下段が揃うように積まれている。石垣の

掘方が整地土（図75I-I'４～６層）を切って成立していることから，石垣は落ち６Bの護岸のため

に造られたと考えられる。落ち６Ｂ：石垣より西側で検出した。幅0.7m以上，深さ0.6mである。

埋土は３層に分けられ，上層が炭・土師器片を含むにぶい黄褐色泥砂，中層が黒褐色粘質土，下層

が黄褐色泥砂である。（図75F-F'）。17世紀後半から18世紀頃の遺物が出土したことから，埋土は

石垣廃絶後の整地層と考えられ，石垣使用時には段差（落ち）であったと推定される。

【土坑７】　調査区西壁で検出した（図73D-D'６層）。南北1.4ｍ以上，深さは0.5ｍである。埋土

は焼土を多く含み，拳大の礫が少量含むにぶい褐色泥砂である。土師器片や焼け壁土が出土した。

０ １ｍ
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1　10YR4/4 褐色泥砂【土坑４】
2　2.5Y4/3 オリーブ褐色細砂【石垣６裏込め】
3　2.5Y5/4 黄褐色砂質土
4　10YR4/2 灰黄褐色泥砂（炭・土師器砕片含む）
5　10YR5/6 黄褐色泥砂
6　10YR4/2 灰黄褐色泥砂
7　10YR3/3暗褐色シルト質泥砂

【整地土】
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1　5YR4/4 にぶい赤褐色泥砂

2　2.5Y5/4 黄褐色砂礫

3    5YR4/4 にぶい赤褐色泥砂　

4    10YR3/1 黒褐色砂泥(炭非常に多く含む)

5    10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂(炭・土師器片含む)

6    2.5Y3/2 黒褐色粘質土

7    10YR4/3 にぶい黄褐色泥砂

8    10YR3/3 暗褐色シルト質泥砂【整地土】 　　

【落ち６B】

【土坑５】

1　10YR4/4 褐色泥砂【土坑４】　　

2　2.5Y4/3 オリーブ褐色細砂【石垣６裏込め】

3　10YR5/4 にぶい黄褐色泥砂(固く締まる)【整地土】

4　2.5Y4/2 暗灰黄色粘質土(土師器片・炭含む)

5　10YR5/6 黄褐色泥砂【整地土】　

1　10YR5/4にぶい黄褐色泥砂に

       5YR5/6明赤褐色泥砂の焼土を多く含む【江戸時代後期整地土】

2　10YR4/4褐色泥砂(土師器・炭多く含む)【土坑３】

3　2.5Y4/4オリーブ褐色泥砂(拳大の礫多く含む)【石垣６裏込め】

4　10YR5/6黄褐色泥砂

5　10YR4/2灰黄褐色泥砂

6　10YR3/3暗褐色シルト質泥砂　
【整地土】

Y=-22,031

図75　調査区断面図２（1：４0）
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図76　出土遺物実測図（1：４）
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遺物（図76・図版32）

遺物は土師器，陶磁器，動物遺体，焼壁土などが出土した。遺物は江戸時代のものが主体である。

土器・陶磁器・瓦（図76）

落ち６B　１～６が土師器皿である。口径は9.6cm～12.6cmに収まる。時期は12A段階に属す

る。７は美濃産のソギ皿である。８は染付の小壺である。９は白磁の椀である。10は天目茶碗で

ある。削り出し高台で口縁端部は外反させる。11は染付椀である。12は施釉陶器の筒型鉢の底部

である。13は唐津焼の皿で，内面に鉄絵を施す。14は唐津焼の椀である。高台の底部に胎土目の

痕跡が３箇所確認できる。15は瓦質土器の壺である。16は染付の皿である。17は焙烙鍋である。

口縁部が胴部から外側に開く。18は塼である。上下面，側面にナデを施す。これらの遺物は17世

紀後半から18世紀頃のものと考えられる。

土坑７　19・20は土師器皿である。時期は12B段階に属する。18世紀中頃と考えられる。

土坑３　21・22は土師器皿である。21は口縁部に煤が付着する。時期は11B段階に属する。17

世紀中頃から後半と考えられる。

土坑２　23～27は土師器皿である。口径は8.5cm～12.0cmに収まる。時期は11B段階に属す

る。23は口縁部に煤が付着する灯明皿であ

る。28は瓦質土器の の頸部である。29

は施釉陶器の香炉である。口縁が内側に折

れる。30は信楽焼擂鉢の底部である。内側

のすり目は５本１単位である。時期は17

世紀中頃から後半のものと考えられる。

骨・貝・焼け壁土（図版32）

落ち６B　31はネコの下顎骨である。歯

が残存する。32はハモの前頭骨である。33

は貝のゴウハラである。

土坑７　34は焼け壁土片である。表面は

被熱を受けており，赤くなる。裏面は藁が

付着する。

４．まとめ（図78）

今回の調査で，土坑６基と石垣１条を確

認した。本調査区と令和２年度の調査区を

０ 10ｍ

図77　遺構位置関係図（1：300）
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重ね合わせると，今回確認した石垣６は令

和２年度に確認した石垣50の延長である

ことが分かる。また，令和２年度と本調査

で確認した石垣を合わせると，18ｍ分残存

している。今回の調査で確認した石垣６は

令和２年度の調査と同様に石が３段分残存

していることを確認した。さらに，石垣は

本調査区から北側へ延びず，調査区中央の

X=-107,623ｍ付近で止まることを確認し

た。また，石垣は東側にも折れるないこと

を確認した。さらに，今回確認した石垣の

積み方は上段と下段の目地が並ばないよう

に積まれるが，北端の石垣の積み方は上段

と下段が北に揃うように積まれている。石垣の築造年代については，本調査区内の裏込めから遺物

が出土しなかったが，令和２年度の調査成果では裏込めから18世紀頃の遺物が出土し，築造は18

世紀と報告されている。同じ石垣であることから，築造の時期は同じ18世紀と考えられる。また，

石垣６からは17世紀後半から18世紀の遺物が出土していることから，18世紀には埋没している

ものと考えられる。元禄十四年（1701）の「元禄十四年実測大絵図」では，対象地は江戸時代の

勧修寺家の敷地内であることがわかる。令和２年度の発掘調査報告で，石垣50は勧修寺家の敷地

境界に伴うものであると指摘されている。今回確認した石垣はその延長であることから，同様に勧

修寺家の敷地境界の石垣と考えられる。

今回の調査で勧修寺家の屋敷地の一部を確認することができた。今回の調査地周辺は近世以降

に公家屋敷として土地利用されていることが絵図から読み取れる。今後，江戸時代の土地利用につ

いて明らかになるよう資料の増加に期待する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清水　早織） 

註

１）堀内明博「室町殿跡」『平成元年度　京都市埋蔵文化財調査概要』財団法人京都市埋蔵文化財研究所，　

　　  1994年。

２）熊井亮介「Ⅵ室町殿跡（花の御所）・上京遺跡」『京都市遺跡発掘調査報告　平成30年度』文化市民局，

　　　2019年。

３）松永修平「室町殿跡・上京遺跡」『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2020－1』京都市埋　
　　    蔵文化財研究所，2020年。

４）西田倫子「室町殿跡・上京遺跡」『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2020－11』京都市埋　
　　　蔵文化財研究所，2021年。

調査地付近調査地付近

図78　「元禄十四年実測大絵図」から見る調査地
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Ⅳ-4　山科本願寺南殿跡　№19（20S648）

１．調査の経緯（図79）

本件は共同住宅新築にともなう試掘調査であ

る。

対象地は建物建築の際に平成31年３月26日

に文化財保護法93条第１項に基づく届出が提出

され，平成31年３月29日に試掘調査を実施し，

山科本願寺南殿と考えられる遺構面を確認し，

遺構は地中保存される措置が取られた。その後，

外構工事の計画が追加された。その計画では遺

構を地中保存することが困難であるため，外構

工事範囲で遺構が大きく削平される南端を中心

に再度試掘調査を行い，記録保存することと

なった。調査は令和３年1月29日に実施し，面

積は計10㎡である。

周辺では小規模ながら，複数の調査が実施さ

れている。調査①では，山科本願寺南殿の内郭

の土塁と堀が屈曲し，延びることを確認してい

る。この調査成果によって内郭の規模が確定し

た１）。調査②は，時期不明の整地層と井戸を確

認しているが，山科本願寺南殿期と断定できる

遺構遺物は確認されていない２）。調査③は，江

戸時代以降の溝４条，土坑２基を確認した。室

町時代の遺構は溝２条，掘立柱建物１棟，土坑

３基を確認した。そのうち，建物と同時期と考

えられている土坑は底部に石を据えられてお

り，構造物の基礎遺構と報告されている。また，多くの柱穴や根石土坑を検出し，建物の建て替え

などが行われていることが判明した。南殿の内郭の前面は同様の遺構が展開していると考えられ

ており，調査終了後，設計変更によりこれらの遺構は地中保存されている３）。調査④は対象地の南

に面する道路が山科本願寺南殿の外郭線と推定されており，南限の可能性が高いラインである。こ

の調査は掘削深度が浅く，時期不明のピット２基，土坑１基を確認するにとどまっている４）。調査

⑤はGL-0.5ｍでにぶい黄褐色シルトの地山を確認したものの，遺構・遺物の確認には至らなかっ
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た５）。調査⑥はGL-0.4～-0.65ｍで山科本願寺南殿にともなう包含層及び遺構の埋土と考えられる

地層を確認し，遺構は地中保存されている６）。調査⑦は南殿外郭内部の区画溝の可能性がある溝を

確認している（本書Ⅳ-5章）７）。

２．層序と遺構（図80・81）

建物部分を対象とした1・２区ではGL-0.7ｍ（KBM-0.2ｍ）で褐色砂質土の遺構面を確認し，そ

の上面で流路の東肩口と考えられる落ち込みやピットなどを確認した。

今回報告する外構工事部分を対象とした３区は東西方向に調査区を設定した。基本層序は

GL-0.35ｍ（KBM±0ｍ）で黒褐色粗砂混じりシルト，-0.45ｍ（KBM-0.2ｍ）でにぶい黄褐色粗砂

混じりシルトの地山である。地山上面で遺構検出を行ったところ，土坑を１基，柱穴を３基，ピッ

トを３基確認した。

土坑１　調査区東端で検出した。東西0.6ｍ以上，南北1.2ｍ以上で方形を呈する。深さは0.8ｍ

で埋土は３層に区分される。上層が暗褐色細砂混りシルト，中層が炭化物を含む黄褐色粗砂混りシ

ルト，下層がオリーブ褐色泥砂である。上層から唐津焼の茶碗片や染付片，煙管の細片などが出土

した。遺物が小片で，詳細な時期は不明だが，１・２区の成果を踏まえると，時期は江戸時代と考

えられる。

柱穴２　東西0.6ｍ，南北0.3ｍ以上の柱穴である。深さは0.3ｍで埋土は８層（図81-８層）で

ある。柱穴底からφ0.2ｍほどの根石を検出した。

柱穴４　東西0.45ｍ，南北0.2ｍ以上で円形を呈する。深さ0.25ｍで埋土は９層（図81-９層）

と同様である。φ0.2ｍの石が埋土に含まれる。

柱穴６　径0.5mの円形で，深さは0.25mである。埋土は２層で１層は黒褐色礫混じりシルト，

２層は暗褐色礫混じりシルトである。１層は柱抜き取りの埋土と想定される。

1

2
910

43

6 7

5

表土

土坑１

柱穴２ ピット３

柱穴４

ピット５

柱穴6
ピット７

１　10YR3/4 暗褐色粗砂混じりシルト（直径１㎝未満の礫少量入る，ややしまり悪い）
２　10YR3/2 黒褐色礫混じりシルト（直径３㎝未満の礫非常に多く入る，しまり良い）
３　10YR3/2 黒褐色粗砂混じりシルト（直径３㎝未満の礫少量入る，しまり悪い，陶磁器出土）
４　10YR2/2 黒褐色礫混じりシルト（直径５㎝未満の礫多量入る，ややしまり悪い，10YR4/4 褐色砂礫５％程度入る）　
５　10YR3/3 暗褐色細砂混じりシルト（地山ブロック10％程度入る，ややしまり悪い）
６　 2.5YR4/3 オリーブ褐色泥砂（炭化物含む）
７     2.5YR4/4 オリーブ褐色泥砂（小礫含む）
８　10YR3/3 黒褐色礫混じりシルト（直径３㎝未満の礫多く入る，根石入る，ややしまり悪い）【柱穴２】
９　 10YR3/3 暗褐色礫混じりシルト（直径２㎝未満の礫多く入る，ややしまりが悪い）【ピット３】
10　10YR4/3 にぶい黄褐色粗砂混じりシルト（直径１㎝未満の礫少量入る，やや軟質）【地山】

8 10

【土坑１】

２
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KBM±０

A A’
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B B’

B B’
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０ ２ｍ

1 2

柱穴６南壁断面

1　10YR2/3 黒褐色礫混りシルト
　　（直径２㎝礫多く入る）　
2　10YR3/3 暗褐色礫混じりシルト
　　（直径３㎝未満の礫少量入る）　

柱穴４・ピット５北壁断面

１ｍ０

1　10YR2/3 黒褐色礫混りシルト
　（直径２㎝礫多く入る）【柱穴４】　
2　10YR3/3 暗褐色礫混じりシルト
　（直径３㎝未満の礫少量入る）
　【ピット５】

図81　１区平・断面（１：80）及び遺構断面図（１：50）
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ピット３・５・７　東西0.45～

0.55mのピットである。深さは

0.25～0.3mに収まり，埋土はいず

れもピット３（図81-９層）と同様

である。

３．まとめ

今回の調査では，地山直上で江戸

時代の遺構を確認した。遺物が出土

した遺構は土坑１のみで他の遺構

の時期は不明である。土坑１と同時

期の可能性もあるが，１・２区で

山科本願寺南殿期の可能性がある遺構が確認されているため，山科本願寺南殿の時期の可能性も考

えられる。

周辺は山科本願寺南殿が衰退して以降，土地利用が不明な点が多く，周辺の調査も狭小の範囲で

あることから部分的な確認にとどまる。今回の調査範囲では工事範囲が小規模で山科本願寺南殿に

直接関係する遺構は認められなかったが，山科本願寺南殿期～江戸時代の遺構を確認することがで

きた。また，今回の調査地は「光照寺絵図」によると，内堀の建物が想定されている付近である（図

82）。今後，面的に調査することができれば，絵図に描かれている建物に関連する遺構が確認され

る可能性が考えられる。なお，対象地の建物部分については設計変更により，遺構の地中保存がな

されている。今後の南殿に伴う資料の増加を待った上で，本調査の成果を再評価したい。

（清水　早織）

註

１）赤松佳奈「山科本願寺南殿跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成26年度』京都市文化市民局，2015

　　　年。

２）黒須亜希子・廣富亮太「山科本願寺南殿跡」　『京都市内遺跡発掘調査報告　平成30年度』京都市文化

　　　市民局，2019年。　　

３）京都市文化財保護課「Ⅳ山科本願寺南殿跡」『京都市内遺跡発掘調査報告　平成18年度』2007年，京

　　　都市文化市民局。

４）京都市文化財保護課「試掘調査一覧表-86」『京都市内遺跡試掘調査報告　平成20年度』京都市文化市

　　　民局，2009年。（08S264）

５）京都市文化財保護課「試掘調査一覧表-93」『京都市内遺跡試掘調査報告平成27年度』京都市文化市民

　　　局，2015年。（15S047）

６）京都市文化財保護課「試掘調査一覧表-111」『京都市内遺跡試掘調査報告平成28年度』京都市文化市民

　　　局，2016年。（16S497）

７）調査⑦本書Ⅳ-5章

今回の調査地

北

図82　「光照寺絵図」と今回の調査地の位置関係図
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Ⅳ-５　山科本願寺南殿跡　№92（21S043）

１．はじめに
本件は個人住宅建築のための調査である。調査

地は山科区音羽伊勢宿町に位置し周知の埋蔵文化

財包蔵地である「山科本願寺南殿跡」に該当する

（図83）。

山科本願寺南殿は15世紀末に建てられた浄土真

宗本願寺第八世宗主蓮如の隠居所である。山科本

願寺及び南殿跡は天文元年（1532）に六角氏と法

華宗徒の連合軍に攻撃を受けて焼亡したが，当地

には南殿跡地の一部を引き継いで法灯を守った光

照寺（光称寺）が残る。光照寺に伝わる文書によれ

ば南殿は二重の土塁・堀で囲まれており，土塁の

一部は光照寺の東縁に残されている。これまでの

調査によって４ヶ所で堀が確認された（図84）。

本件は南殿跡の外郭部分に該当し，東隣接地で

は南殿跡にともなう包含層を検出したことから，

設計変更により遺跡が地中保存されている１）。今

回の計画は遺構面に抵触する可能性が高いことから，令和３年６月23日に試掘調査を実施した。 

２．遺構（図30～33）

調査地の東半に3区の調査区を設けて遺構の確認を行った。この結果，現地表下（以下「GL-」）

0.8ｍで南北方向に延びる溝を1条検出した。

基本層序　当該地の基本層序は現代盛土以下

GL-0.4ｍで黒褐色細砂混じり粘土質シルト，-0.6

ｍで黒褐色粗砂混じりシルト，-0.8ｍで黒褐色細

砂混じりシルト，-1.3ｍで暗灰黄色砂礫の地山で

あった。

溝１　2区で東肩を検出したため3区を設定

し，3区の平・断面で溝であることを確認した。

検出した幅は約1.4ｍで深さは0.5ｍである。埋

図83　調査位置図（１：5,000）

山科本願寺南殿跡

史跡山科本願寺跡及び
山科本願寺南殿跡

16S497

隣
地
境
界

計画建物範囲

０ ５ｍ

1 区 2 区

3区
溝１

図84　調査区位置図（１：200）
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図85　１~３区平・断面図（１：50）
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土は暗オリーブ褐色細砂混じりシルトである。

遺物等は出土しなかった。

溝１の正確な時期は不明だが，周辺の調査成

果から各調査区の層２上面が江戸時代後期に相

当すると推定される。このため溝は山科本願寺

南殿の時期か江戸時代の遺構と考えられる。今

回検出した溝は絵図に残る堀とは無関係である

ものの，南殿外郭内部の区画溝の可能性があ

る。今後の周辺の調査成果に期待したい。　              

                                                  （赤松　佳奈）

註

１）『京都市内遺跡試掘調査報告平成28年  

       度』京都市文化市民局2017一覧表  

   （16S497）

参考文献

「Ⅶ　山科本願寺南殿跡第（６～８次）」『京都市内  

 遺跡発掘調査報告』令和元年度　京都市文化市民  

 局2020

図86　２区遺構検出状況（南東から）　

図87　3区溝１（北西から）

図88　山科本願寺南殿復元案（1：3,000）
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Ⅳ-６ 長岡京左京二条四坊五・十二町跡

№26（20NG043）

１．調査の経緯（図89）
本件は駐車場の造成工事に伴う試掘調査

である。対象地は桂川PAの南東にあたる

伏見区久我西出町に所在する。当該地は，

長岡京左京二条四坊五・十二町跡及び東四

坊坊間小路跡に該当する。周辺では，桂川

PAが建設されて以来，工場誘致などが進

み，発掘調査（調査①・②・④）や試掘調

査（調査③・⑤～⑪），詳細分布調査（調査

⑫）が行われている（図89）１）。調査①・

②では，長岡京期の建物群や，条坊遺構の

他，弥生時代の方形周溝墓や古墳時代の水

路，水田などが確認されている。また対象

地の南東隣接道路（調査④）は平成26年に

発掘調査が行われ，東四坊坊間小路が確認

されている。調査⑦～⑫でも長岡京期の建

物群や条坊遺構が確認されたことから，設

計変更が行われ，遺構は地中保存されてい

る。当該町の状況は，条坊関係遺構のほかに宅地内南半で遺構が確認されているが，当該地を含む

北半では顕著な遺構は確認されず，不明な点が多い。

今回の調査は，盛土を主体とした造成工事であるため，遺構面の深さの把握を主目的とし，東四

坊坊間小路の確認及び宅地内の様相を把握するため，令和３年１月14・15日に行った。

２．層序と遺構（図90・91）
今回の調査では，対象地全体を把握するため，条坊道路想定範囲を中心に東西方向の調査区を３

箇所（１・２・４区），敷地西半に南北方向の調査区を１箇所（３区），設定した（図90）。

宅地内想定範囲の２・３区の基本層序は，現代耕作土，床土，中世遺物を含む褐灰色粘質シルト

（３区-１層），GL-0.4～-0.5ｍ（KBM-0.63～-0.85ｍ）でマンガンが多く含まれ，著しく表層が硬

調査①

調査②

調査⑤

調査⑥ 調査③
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坊
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小
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東
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坊
坊
間
小
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十
三
町

十
六
町

十
四
町

十
五
町

桂川PA

図89　調査位置図（1：5,000）
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化しているにぶい黄褐色粘

質シルト（３区-２層）であ

る。３層以下は，GL-0.45～

-0.6ｍで灰色粘土（３区-３

層）や黄灰色粘土（２区-４

層）の無遺物層の湿地状堆

積が続く。にぶい黄褐色粘

質シルト（３区-２層）上面で遺構検出を行い中世耕作溝を検出したが，これ以外の明確な遺構は

確認できなかった。

東四坊坊間小路の想定位置である１・４区では耕作溝や条坊側溝を確認した。１区の基本層序

は２・３区と同じ様相を示す。南隣接地で行われている発掘調査（調査④）では中世耕作溝と条坊

関連遺構が同一面で確認されていたことから，オリーブ色シルト（３層）上面で遺構検出を行っ

た。結果，中世耕作溝を検出したのみで条坊関連遺構を確認することはできなかった。これを踏ま

え，４区ではマンガンを多量に含む灰黄色粘質シルト（11層）以下を主に調査を行なった。４区

の基本層序は，現代耕作土，中世の包含層，GL-0.5～-0.55ｍ（KBM-0.78ｍ）でマンガンを多く

含む灰黄褐色粘質土や灰黄色粘質シルトの中世包含層２（４・５層），-0.6～-0.7ｍ（KBM-1.03ｍ）

でマンガンを含む灰黄色粘質シルト（11層）や，にぶい黄橙色粘質シルト（14層），以下，にぶい

黄色粘質シルトや黄灰色粘質シルトの湿地状堆積が続く。遺構検出は中世包含層２の上面にて中

世耕作溝，11・14層上面にて溝２条（溝１・２）と柱穴１基（ピット３）を確認した。

溝１は幅1.2ｍ，深さ0.6ｍ以上の南北溝で，埋土は大きく２層に区分出来る。溝２は幅2.0ｍ，

深さ0.35ｍ以上の南北溝で，埋土は単層で，ともに黄灰色や灰色シルトである。ピット３は直径

0.7ｍの円形と考えられ，深さ0.25ｍ以上である。底部に礎板の可能性のある木板を確認した。い

ずれからも遺物は出土しなかったが，遺構の配置から溝１は東四坊坊間小路西側溝，溝２は東四坊

坊間小路東側溝と考えられる。またピット３の埋土が溝１・２と類似していることから，同じく長

岡京期の遺構と考えられる。

４区の調査では，１～３区で確認できなかった中世包含層２（４区-４・5層）を確認したことか

ら，周辺調査成果で示されていた１面２時期でなく，遺構面が２面存在することが明らかとなっ

た。ただし調査成果から，この中世包含層２は，対象地の北東部にのみ存在すると推測される。

３．まとめ（図92）

今回の調査では，東四坊坊間小路の両側溝と考えられる南北方向の溝を２条確認した。これらの

溝は，調査④・⑦・⑧でも確認されている東四坊坊間小路の延長と考えられるが，対象地北側に位

置する調査⑤・⑥では，条坊側溝は確認されていない（図92）。また今回の調査でも条坊関係以外

の遺構は希薄で，宅地内の様相は不明である。宅地北側が長岡京期から遺構が希薄であるのか，中

０ 20ｍ

1区2区

3区 4区

東四坊坊間小路

KBM（鋲）

敷地境界

図90　調査区位置図（1：1,000）
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世以降の削平を受けたために遺構が希薄となっているのかについては，周辺調査からも判断がつか

ず，今後も注視する必要がある。

なお，本件は協議の結果，設計変更を行い，地中保存が図られている。　　　　　（奥井　智子）

註

１）以下，図１の調査№に対応。

調査１：「長岡京跡左京二条三・四坊，東土川遺跡」『京都府遺跡調査報告書』第28冊，財団法人京都府埋

　　　　　蔵文化財調査研究センター，2000年。

調査２：『長岡京左京二条四坊六・七町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告書2008-13，財団法人京

　　　　都市埋蔵文化財研究所，2009年。

調査３：「Ⅵ　試掘調査一覧表：№21（13NG553）」『京都市内遺跡試掘調査報告平成26年度』京都市文化

　　　　　市民局，2015年。

調査４：『長岡京左京二条四坊五・十二町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告書2014-5，公益財団法

　　　　　人京都市埋蔵文化財研究所，2014年。

調査５：「Ⅵ　試掘調査一覧表：№104（08NG267）」『京都市内遺跡試掘調査報告平成20年度』京都市文

　　　　　化市民局，2009年。

調査６：「Ⅴ　試掘調査一覧表：№142（19NG013）」『京都市内遺跡試掘調査報告令和元年度』京都市文化

　　　　　市民局，2020年。

調査７：「Ⅵ　試掘調査一覧表：№118（20NG083）」『京都市内遺跡試掘調査報告令和２年度』京都市文化

　　　　　市民局，2021年。

調査８：「Ⅵ　試掘調査一覧表：№117（20NG084）」『京都市内遺跡試掘調査報告令和２年度』京都市文化

　　　　　市民局，2021年。

調査９：「Ⅵ　試掘調査一覧表：№119（20NG258）」『京都市内遺跡試掘調査報告令和２年度』京都市文化

　　　　　市民局，2021年。

調査10：「Ⅴ　試掘調査一覧表：№27（10NG151）」『京都市内遺跡試掘調査報告平成23年度』京都市文化

　　　　　市民局，2012年。

調査11：「Ⅳ　試掘調査一覧表：№85（08NG394）」『京都市内遺跡試掘調査報告平成21年度』京都市文化

　　　　　市民局，2010年。

調査12：「Ⅵ　調査一覧：NG360（19NG062）」『京都市内遺跡詳細分布調査報告令和元年度』京都市文化

　　　　　市民局，2020年。

図94　４区東四坊坊間小路東側溝とピット３
（南東から）

図93　４区全景（南西から）
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Ⅳ-７　長岡京左京二条四坊十一・十三・十四町跡

№113　（21NG019）

１．はじめに（図95・96）

本件は物流倉庫建設工事に伴う試掘調査であ

る。計画地は伏見区久我御旅町内で周知の埋蔵

文化財包蔵地である「長岡京跡」に該当する。当

該地は長岡京条坊復元によれば，左京二条四坊

十一・十三・十四町及び二条条間南小路・東四

坊坊間東小路にまたがり，周辺の試掘・発掘調

査（調査①・②）によって，長岡京期に活発な土

地利用が行われていたことが明らかにされてい

る１）。したがって，本調査においても長岡京期の

遺構の確認が予想された。ただし，現況の地割に

乱れが認められることから，当該地北西を流れ

る西羽束師川の影響も想定された。

以上の状況を勘案して，本調査の目的を長岡

京期の遺構面の把握とし，計画建物に合わせて，

10箇所（１～10区）に調査区を設定した。調査

は令和３年６月２日から開始し，９日に終了し

た。なお，５区にて中世に属する建物跡などを確認したことから，遺構の展開状況を把握するため

に隣接して９・10区を設けた。調査面積は合計で234㎡である。

２．遺構（図97～100）

層序　１～10区の基本層序は概ね共通しており５区西壁を代表して述べる。現代盛土直下の

GL- 0.94ｍで旧耕作土（図97-①層），-1.1ｍで中世遺物包含層（図97-②層），-1.26ｍで地山（図

97-③層）となる。遺構検出は地山直上で実施し，溝（２・10区）・落込み（４・５・10区）・柱

穴（５区・９区）・土坑（９区）を確認した。

溝１（図98）　２区中央で検出した溝である。溝は北に対して僅かに西に振り，検出幅が約1ｍ，

深さは約0.2ｍである。溝２に切られる。

溝２（図98）　２区中央で検出した南北溝である。検出幅が約1.8ｍ，深さは約0.2ｍである。溝

図95　調査位置図（１：5,000）
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２と同様に蛇行する。埋土から平安時代後期～鎌倉時代の遺物が出土した。

溝10（図98）　10区北側で検出した東西溝である。検出幅が約１ｍ以上あり調査区外に展開す

る。深さは約0.1ｍである。埋土から瓦器小片が出土した。

落込み３（図98）　４・５・10区で検出した落込みである。各調査区の南側に位置し，ほぼ東西

方向に並ぶことから，同一遺構の可能性が高い。また，検出位置が十二町の北側内溝付近に当たる

ことから内溝とも考えたが，幅が4.5ｍ以上もあることから内溝の可能性は除外した。規模は検出

面で南北約2.5～4.5ｍ以上，東西約23ｍ以上，深さは約0.5～0.7ｍである。埋土から瓦器小片

が出土した。

柱穴４（図98・100）　５区中央で検出した柱穴である。一辺0.4ｍの隅丸方形で，深さは約0.3

ｍである。最下層に礎板状の木製の板が据えられている。柱穴４-４層（図100）から13世紀頃の

瓦器椀が出土した。

柱穴５（図98）　５区中央東側で検出した柱穴である。直径約0.12ｍの円形で，深さは約0.04

ｍである。柱穴４と５は直線で並ぶが柱穴規模が大きく異なり，柱穴規模に対して柱間が約3.7ｍ

もあることから，それぞれ別の施設に伴うものと推測する。

柱穴６（図99・100）　９区で検出した柱穴である。柱穴６は直径約0.2ｍの円形で，深さは約

0.2ｍである。埋土から２期に属する土師器小片が出土した。平安時代の遺構の可能性があるが，

後述する土坑８からも９世紀中頃～10世紀中頃の灰釉陶器と共に11世紀後半頃の瓦器と白磁が

出土していることから，柱穴６も11世紀後半以降に埋没した際に平安時代の遺物が混じり込んだ

と考える。

柱穴７（図99・100）　９区西端で検出した柱穴である。一辺が約0.5ｍの方形で，深さは約0.2

ｍである。柱穴６と７は東西方向に並び，芯々間で約1.7ｍとなる。柱穴規模が近似し柱間が約1.7

ｍであることから同一施設に伴う柱穴と推測する。

土坑８（図99）　９区南端で検出した土坑である。東西約2.8ｍ，南北1.9ｍ以上，深さは約0.76

図97　各調査区基本層序柱状断面図（１：50）
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ｍである。埋土から９世紀中頃～10世紀中頃の灰釉陶器，11

世紀後半頃～13世紀代の瓦器・白磁などが出土した。

土坑９（図99）　９区東側で検出した土坑である。東西約

1.6ｍ以上，南北約２ｍである。

３．遺物（図101）

遺物は各調査区から出土しているが，ほとんどが細片で図

化することができなかった。図化できたのは９区から出土し

た遺物のみである。

１～４は土師器皿である。１・２は２期，３・４は４Cに属

する。１・２は柱穴６，３・４は柱穴７から出土した。５は

灰釉陶器椀である。内外面に僅かに釉が

残る。９世紀中頃～10世紀中頃に属す

る。６は瓦器椀である。摩耗が著しく磨き

は不明である。13世紀に属する。７は白

磁椀である。11世紀後半頃に属する。５

～７は土坑８から出土した。
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４．まとめ

本調査では予想に反して長岡京に関する遺構は確認できず，限定的ではあるが平安時代後期～

中世にかけての遺構が展開していることが明らかになった。

遺構は敷地中央部（４・５・９・10区）に集中しており，詳細な建物復元には至らなかったが，

２棟以上の建物があった可能性が高い。一方，出土遺物は平安時代中期頃のものと，平安時代後期

～鎌倉時代のものがあり，このうち後者の遺物が主体となる。周辺調査でも僅かではあるが中世の

土器類が出土する２）。このように，当該地は長岡京の京域にあたるが，長岡京期における土地利用

はなく，平安時代前期においても同様の状況が継続する。平安時代中期頃になり，徐々に周辺部で

の土地利用が進み，平安時代後期～鎌倉時代にかけて当該地にまで土地利用が及んだものと想定

できる。

これまで，当該地を含めた周辺では中世に属する土器類が出土していたものの，建物などの遺構

は確認できず，中世の詳細な土地利用方法や範囲は不明であったが，本調査によって明確な土地利

用状況を把握することができたことは大きな成果と考える。

また，調査前に予想した西羽束師川の影響は認められなかったが，２区溝２や４・５・10区で

検出した落込み３などは，西羽束師川支流などの影響で成立した落込みの可能性があり，仮にこれ

らの遺構が河川に関連するものだとすれば，当該地の西側に河川が位置していたことになる。また

は，上述した遺構が河川の影響でないとすれば，当該地の北東付近を流れていた可能性もあり，今

後の周辺調査で注意する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鈴木　久史）

註

１）試掘調査で，掘立柱建物跡や二条条間南小路両側溝，東四坊坊間小路両側溝などを確認している。京都 

　　市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課「Ⅳ 調査一覧表№21」『京都市内遺跡試掘調査報告平成

　　26年度』，2015年。

２）布川豊治「長岡京左京二条四坊五・十二町跡」『京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2014-5』（公財）

　　京都市埋蔵文化財研究所 ，2014年。
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１．はじめに（図102･103）
本件は，史跡及び特別名勝西芳寺庭園及び隣接

地における試掘調査である。

西芳寺の立地は，西山に源を持ち，桂川に注ぐ

西芳寺川が山地から平野部へと流れ出す扇状地上

にあり，北側には山が迫る。

西芳寺の歴史は，応永七年（1400）の奥書があ

る『西芳寺池庭縁起』によると，聖徳太子がこの

地に別荘を設け，池を作ったとある。天平年間に

行基が寺に改め，寺号を「西方寺」と名付けたが，

その後荒廃し，鎌倉時代に入り幕府評定衆の中原

師員が法然上人を請じ，浄土宗に改め，寺観を整

えたとされる。その後，兵乱によって荒廃したた

め，暦応二年（1339）に師員の子孫にあたる摂津

西
芳
寺
古
墳
群

史跡・特別名勝
西芳寺庭園

衣笠山古墳群

市指定
地蔵院文化財
環境保全地区

Ⅳ-８　史跡・特別名勝　西芳寺庭園
№122（3N006）

図102　調査位置図（1：5,000）

1区1区

４区４区

２区２区

３区３区

…史跡・特別名勝指定範囲

影向石影向石

西芳寺川西芳寺川

黄金池黄金池

湘南亭湘南亭

指東庵指東庵

洪隠山

新本堂
（西来堂）
新本堂
（西来堂）

夕日の
清水
夕日の
清水

０ 50ｍ

図103　史跡・特別名勝西芳寺庭園指定範囲図（１：2,000）
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右近大夫将監藤原親秀が夢窓国師を勧請，再興を託した。国師は，中国洪州の西山に隠棲していた

唐代の亮座主を慕っていたことから，西山に位置する西方寺に縁を感じ，これを喜んで引き受け，

「祖師西来五葉聯芳」の義から寺号を「西芳寺」とし，禅宗に改めている。

さらに池を黄金池と名づけ，畔に本堂の西來堂，楼閣の無縫塔，合同亭，湘南亭，潭北軒のほか，

多数の仏閣僧舎を建てたことが記されている。

西芳寺は現在，庭園の全域を苔が覆い，「苔寺」の名で知られているが，苔が庭園を覆うように

なったのは江戸時代後期以降であり，国師入寺当初は，白砂青松の庭園として知られ，桜花と紅葉

が特に著名であり，光明上皇のほか，足利尊氏・直義兄弟や歴代の足利将軍が幾たびも訪れてい

る。中でも８代義政は，東山殿造営にあたり，範を西芳寺に求めたことで知られている。

しかし，応仁文明の乱の最中，文明元年（1469）西軍による焼き討ちを受け，湘南亭を除く寺

内の建物はほとんどが焼亡する。その後，義政によって指東庵の再興が図られるものの１），他の建

物は跡が残るのみとされた２）。加えて，背景に山を抱え，扇状地上に位置する立地の特性から，度々

山崩れや洪水の被害を受けている。記録に残るだけでも，文明十七年（1485）に洪水，寛永年間

（1624～1644）に洪水で大破，元禄元年（1688）洪水によって池庭が流出したとある３）。享保十

九年（1734）発行の『山城志』には「近世山潰れ水溢れ半ば荒廃す」と記され，同二十年刊行の

『築山庭造傳』に描かれた西芳寺庭園の池は極めて小さく，近世には大きく荒廃した状況を示して

いる。

西芳寺では，2031年に開山1,300年の節目を迎えるにあたり，境内の整備を検討する中で，庭

図104　影向石付近の石組（北から） 図105　１区調査前風景（南西から）

図106　３区付近の導水路跡の凹み（西から） 図107　2区調査前風景（西から）
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園を覆う苔が近年の温暖化による湿度の低下に

よって衰弱が進んでいることが懸念され，湿度

を一定に保つための対策を講じる必要が生じて

いた。

そこで寺側では，新たに導水路を設けるにあ

たり，応仁・文明の乱以前の庭園の姿を克明に

記した『日本栖芳寺遇真記』４）に「寺の中，渓

流を林表に引き，之を准らして池となす」との

記載に基づき，史跡・特別名勝指定地西側に凹

みとして残るかつての導水路を活用することを

計画した。この凹みは，現本堂の建立（昭和51

年築）まで，西芳寺川上流へ向かってさらに延

びていたことが森蘊氏が昭和30年（1955年）

に作成した測量図に残されている（図108）。昭

和13年（1938）に重森三怜氏が作成した測量

図（以下，「重森図」という）には，石組の導水

路として描かれ，暗渠となって築地下を通り，

影向石付近の石組に注ぎ込むように描かれてい

る。重森図には導水路について「溝底粘土築石

　水源枯渇」と記載されているものの，当時は

導水路跡が露出していたことを示しており，近

代まで使用されていたと想定された。

上記の計画に対し，導水路跡は指定地外に位

置し，埋蔵文化財包蔵地外であるが，庭園に密

接に関わる遺構であるため，試掘調査を実施す

ることとなった。調査区は，導水路の遺構を確

認するため２箇所に設定（２・３区）（図106・

107），さらに重森図に描かれた暗渠から出た水

が影向石西側の石組への注口付近に設定した

（１区）（図105）。

調査は５月31日から開始し，６月10日まで実施した。６月4日に文化庁文化財第二課名勝部門

青木達司調査官，京都芸術大学尼崎博正教授，８日に尼崎教授，９日に京都産業大学鈴木久男教授

の指導を受け，１区で水が流れた明瞭な痕跡が認められなかったため，１区南東に新たに４区を設

定した。調査面積は計９㎡である。

調査の結果，２・３区にて新旧２時期の溝を確認したこと，江戸時代後期に大規模な盛土を行う

０ 30ｍ

１区１区

２区

３区

黄金池湘南亭

夕日の清水夕日の清水

導水路跡導水路跡

影向石影向石

４区４区

現 導水路現 導水路

西
芳
寺
川 築地築地

図108　旧地形と調査区位置図（１：1,000）

H=44.5m

10YR7/6 明黄褐色砂泥

０ 50cm

図109　１区測量図（1：20）
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造成があったことなどを明らかにし得た。

２．遺構（図108～115，図版33）
調査区は，重森図に描かれた西からの暗渠が影向石付近の石組西端に注ぐ箇所に１区，導水路を

確認するため，庭園西側の攪乱を利用して２区，夕日の清水からの導水路跡との合流地点に３区，

２区で確認した下層の溝（溝２）との関係を探るため影向石西側の石組付近に４区を設定した。

１区（図109）　表土直下，GL-５㎝で現在の庭園基盤層である明黄褐色砂泥層となり，石組の掘

方を確認した。水が流れていた痕跡は認められなかった。滝石組上部の標高は44.35ｍである。

２区（図110・111）層序は，表土以下GL-0.1ｍで褐色砂泥等の近世造成土，-1.2ｍで中世整地

A

A’

A A’

撹乱 1

 1 　2.5Y8/6 黄色砂泥【表土】

 2 　10YR4/4 褐色砂泥（樹木禰多量に含む）【造成土】

 3 　10YR5/2 灰黄褐色砂泥（小礫小量含む）

 4 　10YR5/2 灰黄褐色砂泥（小礫，桟瓦多量に含む）

 5 　7.5YR4/1 褐灰色泥砂（ビニール含む）

 6 　10YR5/6 黄橙色泥砂

 7 　2.5Y8/1 灰白色細砂（Mg付着あり）

 8 　2.5Y8/3 淡黄色細砂

 9 　2.5Y6/1 黄灰色泥砂

 （径15～30㎝の礫を多量に含む）

10　2.5Y6/1 黄灰色シルト

1

1
根

2

3
4
56

8

7

9
10

1112

13 20 14

15
18

16
1718

19

H=44.5ｍ

H=45.0ｍ

H=45.5ｍ

H=44.0ｍ

H=43.5ｍ

X=-111,786
X=-111,787

X=-111,788
X=-111,789

Y=
-2
8,8
55

Y=
-2
8,8
54

１ｍ０

【溝１】

【近世造成土】

【溝２】

11　5Y6/1 灰色シルト

 （径15～30㎝の礫を多量に含む）

12　10Y5/1 灰色シルト

13　7.5Y4/1 灰色シルト

14　5Y4/1　灰色泥土 

15　2.5Y8/2 灰白色細砂【中世整地層】

16　10YR7/2 にぶい黄橙色泥砂（小礫多量に含む）

　　【中世整地層】

17　10YR7/1 灰白色砂礫（固く締まる，遺物含む）

18　2.5YR7/2 灰黄色細砂

19　5YR4/4 にぶい赤褐色粗砂　　　【地山】

20　10YR7/1 灰白色砂礫

【溝２】

図110　２区平・断面図（１：50）
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層，-1.4ｍで灰黄色細砂の地山となる。遺構は，中世整地層，近世造成土のほか，近世造成土上面

で成立する溝（溝１），中世整地層上面で下層の溝（溝２）を確認した。

中世整地層は，地山直上に層厚10㎝弱で２層認められた。砂礫を多く含み，固く締まる。整地層上

面の高さは44.25ｍである。土師器細片と古瀬戸椀の破片が出土した。近世造成土は，中世整地層

上面から均質な約１ｍの厚さで積み上げられている。造成土は遺物を含まない精良な土で３層認め

図111　２区全景（北から）

H=45.0m 1

2

3

4

5

6
7

8

9

5

9

1　2.5Y8/6 黄色砂泥【表土】

2　10YR6/4 にぶい黄橙色砂泥

　　（桟瓦，ビニール含む）

3　10YR3/4 暗褐色泥砂

4　10YR6/6 明黄褐色泥砂

5　10YR5/4 にぶい黄褐色細砂

H=44.5m

H=45.5m
N S

瓦

【溝１】
【溝２】

【近世造成土】

１ｍ０

6　10YR5/1 褐灰色泥土

7　10YR4/1 褐灰色泥土

8　2.5GY6/1 オリーブ灰色泥土～砂礫

9　7.5Y6/2 灰オリーブ色細砂【地山？】

図113　３区東壁断面図（１：50）

図112　３区全景（北から）



－92－

られるが，造成の単位と考えられる。後述する溝２から江戸時代初頭の信楽焼，溝１から江戸時代

後期の桟瓦が出土していること，18世紀には庭園の荒廃が記されていることから，江戸時代後期

の仕事と捉えられる。

溝１は，幅２ｍ以上，深さ0.6ｍの東西溝で，溝底の標高は44.15ｍである。埋土には砂礫を含

０ １ｍ

H=43.3m

H=43.7m

H=44.1m

H=44.5m

Y=-
28,8
31.0

Y=-
28,8
32.0

Y=-
28,8
33.0

X=-
111
,776
.5

Y=-
28,8
31.5

Y=-
28,8
32.5

X=-
111
,775
.5X=-

111
,776
.0

A’
A

A’A

１

２

１　5Y7/1 灰白色泥砂（砂利，瓦片含む）【整地層】

２　10Y8/1 灰白色砂礫（固く締まる）【地山】

図114　４区平・立面図（１：20）
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む堆積が認められ，流水があったことがわかる。

小礫や桟瓦，ビニールが出土した。西側は撹乱で

削平を受けているが，延長線上には凹みが残り，

西に続く。重森図等に描かれた導水路と考えら

れるが，石組護岸は認められなかった。

溝２は，幅2.8ｍ，深さ0.7ｍを測る。２区の

西延長線上に設けた３区でも東西溝（溝２）を確

認していることから，同一の溝と捉えられる。溝

底の標高は43.55ｍである。埋土上層には，径15～30㎝の人頭大の礫を多量に含み，下層は泥土

が堆積し，滞水していたことを示している。上層の多量の石には組み合わさった痕跡はなく，埋め

るために人為的に投げ入れられたものと判断した。遺物は中世の須恵器系陶器の壷や近世初頭の

信楽焼の壷が出土した。

３区（図112・113）　層序は，表土以下GL-0.4ｍで明黄褐色泥砂の近世造成土となり，-1.1ｍで

地山の可能性のある灰オリーブ色細砂となる。遺構は，２区でも認めた近世造成土のほか，造成土

上面で溝１，灰オリーブ色細砂上面で溝２を確認した。

溝１は，幅3.2ｍ以上，深さ0.9ｍを測る。溝底の標高は，44.4ｍである。２区溝１と同一のも

のであり，さらに西へ延びるが，北肩は確認できず，埋土が続くことから，夕日の清水からの現導

水路へと続いていると考えられる。遺物は，桟瓦のほか，ビニール等が出土した。溝２は，幅２ｍ，

深さ0.4ｍを測る。溝底の標高は44.1ｍである。遺物は出土しなかった。

４区（図114・115，図版33）　滝口と想定していた１区で，水が流れた痕跡は認められなかっ

たこと，石組上部の標高（44.35ｍ）が２区溝１底（44.15ｍ）よりも高かったことから，１区南

東で滝石組と捉えられる箇所に４区を設定した。

４区は石組を覆う苔を除去したところ，石組底部で長さ0.8ｍの風化したチャートが地山直上に

据えられていることを確認した。石を覆う整地層からは，中世の瓦，土師器が出土した。

３．遺物（図116）

遺物は，２区溝１で近世後半の桟瓦，溝２で焼締陶器，中世整地層

から時期不明の土師器，古瀬戸の椀，３区で掘削中に近世の瓦や焼締

陶器，４区断割にて地山直上の整地層から中世の土師器，瓦が出土し

た。いずれも細片が多く，図化出来たものは少ない。

１・２は，２区溝２から出土した。１は，須恵器0系陶器の大型壷

の口縁部である。端部が肥厚している。２は，信楽の壷底部である。

底部外面には重ね焼きの痕跡と思わる融着が認められ，近世初頭に位

置づけられる。
０ 10cm

1

2

図116　遺物実測図（１：４）

図115　４区全景（東から）
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４．まとめ

今回の調査では，当初の目的であった導水路跡を確認したことに加え，新たな知見を得ることが

できた。ここでは調査成果を踏まえて課題を提示し，まとめとしたい。

導水路跡は，２・３区で確認した（溝１・２）。溝１は，近世造成土上面を成立面とする溝で，現

在もその痕跡を地表面に留めている。３区での堆積状況は，溝がさらに西方向に延びることに加

え，現在も凹みとして残るように夕日の清水から黄金池に注ぐ水路からの水も合わせていたこと

を示している。埋土からは，桟瓦やビニール片が出土しており，その成立面から近世後期に掘削さ

れたものが近現代にかけて埋没したことがわかる。重森図に描かれた導水路と同一のものと考え

られるが，図で描かれている石組は認められなかった。溝２は，溝１の前身と捉えられる東西溝

で，中世整地層上面で成立している。整地層からは古瀬戸椀の破片が出土しており，室町時代の記

録に残る導水路の可能性が高い。

溝１・２ともに西から東へ下る勾配を持ち，黄金池へ注いでいたことは間違いない。しかし，溝

１の注口と想定した１区では，石組上部の標高（44.35ｍ）が２区溝１底（44.2ｍ）と僅かながら

逆勾配になること，溝２の注口と想定した４区では，石組底に水受石の可能性があるチャートの大

石は存在するものの，明確な注口の痕跡を認めることが出来なかった。今後，指定地西限の築地付

近での暗渠を確認し，その方向性を見定めた上で，影向石付近の石組を注意深く観察し，溝１，溝

２からの通水した水の注口を確定させることが必要である。

２・３区で確認した近世造成土は，精良な土で厚さ約１ｍに及び，当該期に大規模造成が行われ

たことが明らかになった。西芳寺では，17世紀に大規模な洪水を受け，池庭が流出したと記され

ている。しかし，天保十二年（1841）に発行された『西芳寺放生會重興略記』の挿図では，庭園

は現在の姿に近く，江戸時代後半に池の浚渫を含めた整備が行われたことがわかる。造成の範囲は

不明であるが，度重なる洪水を受け，上流側を大きく嵩上げすることで，庭園の保全を図ろうとし

たものと考えられる。今後，造成の範囲を把握することで，庭園の変遷を具体的に明らかにする一

助となろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西森　正晃）

註

１）『蔭涼軒日録』文明十九年四月二十四日条「指東庵立駐上棟之日取。」

２）『鹿苑日録』明応八年十二月十六日条「西來堂，瑠璃殿，湘南亭，合同船遺址存耳」

３）『西芳寺池庭縁起』の追記にある。

４）著者である申叔舟は，李氏朝鮮からの使者として嘉吉三年（1443）に来朝し，西芳寺を訪

      れている。久恒秀治『京都名園記』下巻，（株）誠文堂新光社，1969年に全文が掲載されて

      いる。
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点数
及び
箱数

Ａランク点数
（箱数） 内訳 Ｂランク点数

（箱数）
Ｃランク点数
（箱数）

出土箱数
合計

144 点（8箱）    3 箱   8 箱 19 箱

土師器 50点，須恵器 20点，黒色土器 1点，
緑釉陶器 10点，灰釉陶器 3点，瓦器 4点，
施釉陶器 6点，焼締陶器 2点，肥前磁器 8点，
輸入陶磁器２点，軒丸瓦 18点，軒平瓦 3点，
平瓦 3点，丸瓦 4点，石製品１点，土製品１点，
金属製品 2点，銭貨３点 , その他３点

表１　出土遺物概要表
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平安京左京
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

1
一条四坊十町跡・
公家町遺跡・京都新城跡

上京区京都御苑2
3/23・
24

GL-0.2mで近世整地層1，-0.35ｍで近世整
地層2，-0.5ｍで近世整地層3，-1.5ｍで整
地層4となる。本文8ページ。

25㎡ 20H631

2
三条三坊十町跡・
二条殿御池城跡・
烏丸御池遺跡

中京区両替町通押小
路下る金吹町454，
455，457-5

2/26

GL-0.9mで中世末～近世初頭遺構面，-1.15
m，-1.25mで中世遺構面，-1.55mで平安時
代後期遺構面，-2.05mで浅黄色シルトの地
山を確認。発掘調査を指導。

77㎡ 20H581

3
四条四坊一町跡・
烏丸御池遺跡

中京区高倉通三条下
る丸屋町160-2ほか

1/27
近現代盛土以下，GL-1.06ｍで江戸時代初頭
整地土，-1.3ｍで中世整地土，-1.74ｍで古
代整地層。発掘調査を指導。

90㎡ 20H046

4
五条二坊十六町跡・
烏丸綾小路遺跡

下京区石井筒町
536-1

2/17
GL-0.6mで室町時代の遺物を含む黒褐色泥
砂，-1.6mで地山の褐色シルトを確認。遺
構面を５面確認。発掘調査を指導。

35㎡ 20H590

5 八条一坊八町跡
下京区観喜寺町
8-11，8-19，821，
8-40，8-41

3/4・5
GL-0.15～-0.6ｍで七条大路南側溝もしくは
町域の内溝，ピット，土坑を検出。発掘調
査を指導。

135㎡ 20H490

6 八条四坊十四町跡
下京区川端町，下之
町，東之町，西之
町，上之町

3/10
GL-0.96～-1.47ｍで河川堆積と考えられる
にぶい黄褐色砂礫。

44㎡ 20H204

7 九条四坊十四町跡
南区東九条南河原町
5-1他

3/8
近世包含層，近世耕作土の下，GL-1.0ｍで
河川堆積土を確認。遺構や遺物は確認でき
ず。

19㎡ 20H719

平安京右京
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

8 四条四坊十四町跡 右京区山ノ内苗町37
3/17
～19

GL-0.76ｍで近世～室町時代の遺物包含層，
-1.1ｍで暗灰黄色細砂混じりシルト，-1.5ｍ
で平安～中世遺物包含層。一部，発掘調査
を指導。

152㎡ 20H529

9
八条二坊七町跡・
衣田町遺跡

下京区西七条石井町
8-1他3筆

1/19

GL-0.55ｍでにぶい黄褐色細砂（古墳時代遺
物包含層），-0.8mで地山の砂礫層。にぶい
黄褐色細砂の上面で成立する土坑や溝,ピッ
トを確認。発掘調査を指導。

37㎡ 20H580

太秦地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

10
大覚寺古墳群
（大覚寺４号墳：狐塚古墳）

右京区嵯峨大覚寺門
前堂ノ前町10-1，
10-4

1/5～7・
2/1～3

墳丘は現状保存，周濠は設計変更による地
中保存。古墳範囲外は遺構・遺物なし。本
文52ページ。

119㎡ 20S393

Ⅴ　試掘調査一覧表
令和2年度　　1～3月
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11 一ノ井遺跡
右京区太秦垣内町
3-7他

2/8

GL-0.1ｍで中世包含層，-0.4ｍで明黄褐色
砂泥～砂礫の地山を確認。地山直上で中世
のピット，溝，土坑などを確認。発掘調査
を指導。

31㎡ 20S582

洛北地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

12 史跡　賀茂別雷神社境内
北区上賀茂本山町
339ほか

3/11 GL-0.1ｍで近代遺構面。 5㎡ 2N004

13 植物園北遺跡
北区上賀茂梅ヶ辻町
７他8筆・同区上賀
茂岡本町36

3/22
GL-0.5ｍでオリーブ褐色粘質土の地山。
ピットや土坑群を確認。発掘調査を指導。

41㎡ 20S533

14
史跡　賀茂御祖神社境内
(下鴨神社）

左京区下鴨泉川町59 3/15
1区GL-0.3mで近世包含層，-0.5m以下自然
積層。２区GL-0.1 ～-0.3mで褐灰色砂泥の
近世包含層。顕著な遺構・遺物なし。

23㎡ 2N069

15 聚楽第跡・上京遺跡
上京区一条通松屋町
西入鏡石町１-１，
１-２

2/9
盛土以下，GL-1.2ｍで明黄褐色粘質土の地
山に至る。

27㎡ 20S568

北白川地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

16 法成寺跡
上京区河原町通広小
路下る東桜町25-３

1/25・
26

現代盛土以下，GL-1.4ｍで黄色泥砂の近代
盛土，-1.7ｍで砂礫の鴨川氾濫堆積土。

93㎡ 20S145

洛東地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

17 寺町旧域
中京区榎木町451-1
ほか

3/16

GL-0.94ｍで灰黄褐色泥砂の近世整地層，
-1.08ｍでにぶい黄褐色泥砂，-1.4ｍで褐色
泥砂（礫混）（中世遺物包含層），-1.8ｍ
で黄色細砂～砂礫の河川堆積。

22㎡ 20S704

18 法住寺殿跡・六波羅政庁跡 東山区茶屋町527 1/18 撹乱により遺構・遺物は確認できず。 7㎡ 20S579

19 山科本願寺南殿跡　
山科区音羽伊勢宿町
32-54，32-85

1/29
GL-0.35ｍで黒褐色シルト（礫混），-0.45
ｍでにぶい黄褐色シルトの地山を確認。本
文70ページ。

10㎡ 20S648

20 大塚遺跡

山科区大塚野溝町
86-2，86-3，
86-21，86-50，
86-103，86-104，
89-3，102

2/16
現代盛土の下，GL-1.3～-1.9ｍで褐色や黒
褐色の泥土の無遺物層に至る。遺構・遺物
なし。

34㎡ 20S544

21 山科本願寺跡
山科区西野山階町
11-2

3/12

GL-0.4～-0.6ｍで整地土，-0.6～-0.8ｍでオ
リーブ褐色シルトの地山。遺構面は整地土
上面と地山上面の２面確認。東西方向の
溝，堀，土坑，柱穴などを確認。発掘調査
を指導。

26㎡ 20S644
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伏見・醍醐地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

22 日野谷寺町遺跡
伏見区日野谷寺町
81-1，82-1

3/25
GL-0.25ｍで中世の遺物包含層，-0.3ｍで明
黄褐色砂礫の地山。発掘調査を指導。

45㎡ 20S584

鳥羽地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

23 鳥羽離宮跡
伏見区竹田真幡木町
91，92

1/28

GL-0.97ｍで黒褐色泥砂の旧耕作土，-1.1ｍ
で暗灰黄色泥砂，-1.27ｍで黄灰色シルト，
-1.54ｍで灰色砂礫，-1.68ｍで灰色砂を確
認。

25㎡ 20T206

24 鳥羽離宮跡・鳥羽遺跡
伏見区中島御所ノ内
町20，21，22

3/3
GL-1.2ｍで旧耕作土，-1.8ｍで細砂混じり
シルトの耕作土，以下，-2.5ｍまで微砂混
じり粘土質シルトの湿地状堆積。

24㎡ 20T489

25 横大路城跡
伏見区横大路東裏町
地内

1/12・
13

盛土，耕作土など以下，GL-0.8～-1.4ｍで
滞水を示す灰色や灰オリーブ色の粘土。

51㎡ 20Ｓ289

長岡京地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

26 左京二条四坊五町・十二町跡
伏見区久我西出町
1-7，1-8，1-41，
1-44

1/14・
15

GL-0.5～-0.55ｍで中世耕作溝，-0.6～-0.7
ｍで東四坊坊間小路の両側溝と柱穴１基を
確認。地中保存。本文76ページ。

74㎡ 20NG043

27 左京三条三坊十四・十五町跡
伏見区久我西出町
10-4，10-5

2/24・
25

GL-1.5ｍでオリーブ灰色粘土の地山を確
認。地山上面で中世耕作溝を検出。

76㎡ 20NG519

南桂川地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

28 史跡・名勝　 嵐山
西京区嵐山東一川町
17-8，18-7，21-4

2/12 顕著な遺構・遺物なし。 6㎡ 2N088

29 史跡・名勝　嵐山
西京区嵐山中尾下町
20-38

1/22 GL-1.0mまで撹乱であることを確認。 6㎡ 2N103

30
史跡・名勝　嵐山・
嵐山谷ヶ辻子町遺跡

西京区嵐山谷ヶ辻子
町29，29-1

3/29
GL-1.0ｍで基盤層を確認。顕著な遺構・遺
物なし。

10㎡ 2N112
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令和３年度　4～12月
平安宮
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

31 大蔵省跡
上京区浄福寺通一条
下る東西俵屋町
662-1

10/20 GL-1.6ｍで褐色シルトの地山を確認。 9㎡ 21K346

32 内蔵寮跡
上京区下長者町通土
屋町西入二本松町2

4/6
北半部でGL-0.6ｍ，南半部で-1.8ｍで地
山。近世以後の削平により，遺構は確認
できず。

15㎡ 20K673

33 中和院跡・聚楽遺跡
上京区小山町899
他2筆

4/7
・8

GL-1.6ｍまで近世堆積層，以下，地山を確
認。千本通付近では，地山上面でピット，
土坑を検出。発掘調査を指導。

38㎡ 20K481

34 宴松原跡・鳳瑞遺跡
中京区聚楽廻西町
66，67，69

9/9
GL-1.3ｍまで近現代攪乱，以下明黄褐色砂
礫の地山。

49㎡ 21K382

35 豊楽院跡・鳳瑞遺跡
中京区聚楽廻西町
186-20

10/14
GL-1.6ｍで近世瓦を含む灰色泥土，-1.9ｍ
で暗灰黄色泥砂，-2.0ｍで明黄褐色シルト
の地山。

13㎡ 21K469

36 朝堂院跡・聚楽遺跡
上京区千本通二条
下る聚楽町850
他3筆

10/19
GL-1.0ｍで土取り穴を検出。平安宮に関す
る遺構は遺存していない。

19㎡ 21K408

平安京左京
番号 遺跡名 所在地 調査日 概略 面積 受付番号

37 北辺三坊三町跡・内膳町遺跡
上京区室町通中立売
下る花立町469

11/5

GL-0.5ｍで近代盛土（にぶい黄褐色泥砂）
，-0.78ｍで火災面（褐色泥砂），-1.1ｍで
近世整地層，-1.5ｍで中世遺物包含層（に
ぶい黄褐色泥砂），-２.0ｍで地山もしくは
平安時代遺構面（黒褐泥砂）となる。

56㎡ 21H177

38 北辺四坊二町跡・公家町遺跡 上京区京都御苑
7/14～21
・8/23・
24

耐震装置設置範囲について発掘調査を指導。 5㎡ 21H219

39 一条三坊八町跡
上京区新町通上長者
町下る元頂妙寺町
302他

9/27
GL-0.9ｍで近世包含層，-1.9ｍで地山。近
世後期を遡る顕著な遺構は確認できず。

47㎡ 20H690

40
東京極大路跡・公家町遺跡・
京都新城跡・寺町旧域・
烏丸丸太町遺跡

中京区関東屋町 9/3・6
江戸時代，桃山時代，鎌倉時代，平安時代
の遺構面が良好に遺存。発掘調査を指導。

23㎡ 20H502

41
三条二坊十五町跡・
妙顕寺城跡

中京区御池通西洞院
西入石橋町438-5外
１筆

10/13

GL-0.6ｍでにぶい黄褐色泥砂の近世包含
層，-0.8ｍで褐灰色砂泥の中世？包含層，
-1.0ｍで暗灰黄色砂礫（固くしまる。平安
か？），-1.3ｍ以下黄褐色砂礫が部分的に
遺存。

18㎡ 21H083
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42
三条二坊十六町跡・
妙顕寺城跡

中京区二条西洞院町
637-1他

9/1 GL-1.9ｍで地山を確認。 13㎡ 21H120

43 三条四坊一町跡

中京区間之町通二条
下る鍵屋町488・
492・同区押小路通
高倉西入左京町135

7/5

GL-0.7 ｍで暗灰黄色泥砂，-1.1ｍで灰黄褐
色砂泥，-1.25ｍでオリーブ褐色砂泥（鎌倉
時代），-1.55ｍで黄褐色シルトの地山を確
認。発掘調査を指導。

33㎡ 21H182

44
三条四坊十三町（東京極大
路）跡・三条せと物や町跡

中京区弁慶石町63 6/18
GL-1.41mで室町時代の遺構面を確認。設計
変更により，遺構を地中保存。

14㎡ 21H112

45
四条一坊十五町跡・
旧本能寺の構え跡

中京区大宮通六角下
る六角大宮町217，
219，219-1

4/15

GL-1.3ｍまで現代盛土，-1.4ｍまで現代耕
作土以下，-1.6ｍまで砂礫・シルトがつづ
くことを確認。顕著な遺構・遺物は確認で
きず。

8㎡ 21H033

46 五条一坊十三町跡
下京区高辻通大宮西
入坊門町843-1，
843-2

4/20
GL-0.65mで明黄褐色シルト～微砂の地山を
確認。

49㎡ 21H005

47 五条一坊十五町跡
下京区大宮通綾小路
下る綾大宮町41

9/13
GL-0.91ｍで暗灰黄色砂礫，-1.09ｍで黄褐
色細砂含む砂礫の地山。

26㎡ 21H114

48
五条二坊十一町跡・
烏丸綾小路遺跡

下京区油小路仏光寺
下る太子山町602-1

11/10
・11

GL-0.8ｍで近世盛土，-1.3ｍで中世整地土
２（オリーブ褐色泥砂），-1.52ｍで中世整
地土１（灰オリーブ色シルト～泥砂），
-1.68ｍで平安時代後期整地土（浅黄色シル
ト）となる。

10㎡ 21H491

49 六条一坊十町跡 
下京区中堂寺櫛笥町
7-9，36-1

7/27
GL-0.5ｍで近世包含層，-0.9ｍで地山。地
山上面で東西溝，ピット，不定形土坑を検
出。本文14ページ。

21㎡ 21H021 

50 六条四坊六・七町跡
下京区五条通堺町東
入塩竈町377ほか

12/1
GL-1.5ｍでにぶい黄色粘質土，-1.5～-1.7ｍ
で灰白色～浅黄色細砂の河川堆積を確認。

50㎡ 21H002

51 六条四坊八町跡 下京区鍛冶屋町254
11/8
・9

平安時代～近世の遺構面残存を確認。発掘
調査を指導。

77㎡ 21H388

52 七条一坊十二町跡 下京区西酢屋16
7/12
・13

GL-0.67ｍで地山を確認。地山直上で井戸
などを検出。発掘調査を指導。

41㎡ 21H218

53 九条四坊九・十六町跡
南区東九条東岩本町
19-１，21-5，25-21

10/25
～27

遺構・遺物は確認できず。 174㎡ 21H326

平安京右京
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

54 一条三坊十三町跡
右京区花園薮ノ下町
９

12/20 GL-0.5mで柱穴を検出。発掘調査指導。 21㎡ 21H320
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55 二条二坊八町跡
中京区西ノ京上平町
55

7/9
GL-1.2ｍで黄褐色シルト～泥砂の近世整地
層，-1.25ｍで石を多く含む灰黄褐色シル
ト,-1.4ｍで明黄褐色粗砂の地山を確認。

40㎡ 21H081

56 二条三坊七町跡・西ノ京遺跡
中京区西ノ京春日町
16-1

11/12 GL-0.1ｍで灰色シルトの地山。 41㎡ 21H062

57
二条四坊六町跡・
安井馬塚古墳群

右京区太秦安井馬塚
町10-2

10/4

GL-0.23mで旧耕作土と思われる黒褐色粘質
土，-0.6m前後で明黄褐色シルトの地山を
確認。地山上面で中世以降の溝及び土坑を
各1基確認。遺存状態は不良。

18㎡ 21H418

58 三条一坊五町跡・壬生遺跡
中京区西ノ京小倉町
3-8，3-9

4/26

GL-0.4ｍで黄灰色泥砂，-0.6ｍで黄灰色泥
砂（土師器片含む）の中～近世の耕作土，
-0.7ｍ～-1.28ｍまで灰白色砂礫，淡黄色砂
礫，黄灰色砂礫の地山。

20㎡ 21H025

59 三条一坊七・十町跡
中京区西ノ京永本町
14-59，14-60

6/17
GL-0.5mで明黄褐色砂礫～粗砂の地山を確
認。

40㎡ 21H163

60
三条一坊十四町跡・
三条坊門小路跡

中京区西ノ京西月光
町1-13ほか

6/7
GL-0.3ｍで三条坊門小路の南側溝及び町域
の内溝を検出。本文16ページ。

49㎡ 21H103

61
三条二坊十二町跡・
西ノ京遺跡

中京区西ノ京新建町
7

5/14
GL-1.25m以下で地山を確認。顕著な遺構・
遺物は確認できず。

27㎡ 21H063

62 四条一坊九町跡・壬生遺跡
中京区壬生神明町
1-3

8/18

GL-1.2～-1.3ｍで近世～近代の包含層，-1.3
～-1.5ｍで灰白色シルトや灰白色粘土の地
山。地山上面で皇嘉門大路の内溝の名残と
考えられる落込みを確認。

31㎡ 20H610

63 四条三坊十四町跡
右京区山ノ内赤山町
7-1，7-2，8，39-1

9/30
調査地のほぼ全域で古墳時代後期～平安時
代後期の遺構群を確認。設計変更により，
遺構を地中保存。本文23ページ。

65㎡ 21H117

64 五条一坊十六町跡
中京区壬生仙念町
2-1，3-2，1-1の一
部

8/6 GL-1.9mで明黄褐色砂礫の地山を確認。 33㎡ 21H147

65 五条三坊十二町跡
右京区西院太田町
60-１，60-2

7/8
GL-0.91～-1.27ｍで黄褐色砂礫の地山。
遺構・遺物なし。

48㎡ 20H762

66
六条三坊一・二町跡・
西院遺跡

右京区西院西寿町
23-1，23，24-1

5/21
GL-0.8mで灰色細砂で樋口小路の築地の内
溝・南側溝を確認。発掘調査を指導。

14㎡ 20H662

67 六条三坊十二町跡
右京西京極北庄境町
31

11/1
～12

GL-1.1～-1.3ｍで鉄分沈着の著しい灰黄色
～褐色細砂の遺構面を確認。本文26ペー
ジ。

160㎡ 21H220
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68 七条一坊二町跡・御土居跡
下京区朱雀分木町
80の一部

11/16
・17

GL-0.7mで旧耕作土の暗灰黄色泥砂，-0.8
ｍで床土の黄褐色シルト，-0.9ｍで地山の
にぶい黄褐色シルト。遺構・遺物は確認で
きず。

14㎡ 21H470

69 七条一坊七町跡・御土居跡
下京区朱雀分木町
80の一部

7/6 GL-0.65ｍで褐灰色シルトの地山を確認。 29㎡ 21H165

70 七条二坊九町跡
下京区西七条掛越町
56

9/15
GL-0.85ｍで灰黄褐色泥砂の旧耕作土，-
0.95ｍで黄褐色砂泥の地山。

31㎡ 21H257

71 八条四坊一町跡

右京区西京極中沢町
9-１の一部，18，
18-5，19-１，73，
74

6/30 GL-0.9ｍで河川堆積。遺構・遺物なし。 12㎡ 21H086

72 九条四坊三町跡
南区吉祥院中河原里
北町11ほか

4/27

現代盛土以下GL-0.7ｍで灰白色粗砂，-1.1
ｍで灰黄色微砂，-1.36ｍで暗灰黄色粗砂
～微砂，-1.44ｍで黄褐色砂。現代盛土直
下が桂川の氾濫層と推測する。

14㎡ 20H609

太秦地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

73
史跡　仁和寺御所跡・
名勝　仁和寺御所庭園

右京区御室大内3
5/26・
28

境内の広範囲に11Tr.を設定。造成土を確
認。本文34ページ。

10㎡ 2N003

74 史跡・名勝　嵐山
右京区嵯峨鳥居本
化野町12-45，44

9/6
GL-1.3～-1.6ｍで地山を検出。顕著な遺構
・遺物なし。

16㎡ 3N026

75 嵯峨遺跡
右京区嵯峨天龍寺
若宮町24の一部，
24-2の一部

6/16
GL-0.65mで室町時代の遺構面を確認。設計
変更により，遺構を地中保存。

16㎡ 21S073

76
史跡・名勝　嵐山・
臨川寺境内

右京区嵯峨天龍寺
造路町30-27，30-
12

6/28・
7/16

GL-0.7ｍ以下で近世と中世の遺構面を確
認。設計変更により，遺構を地中保存。

21㎡ 3N001

洛北地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

77 上賀茂中山町遺跡
北区上賀茂中山町
12他4筆

6/21 GL-0.5ｍで地山。顕著な遺構・遺物なし。 79㎡ 21S036

78 大深町須恵器窯跡
北区西賀茂大深町
20-1

7/26
GL-2.0ｍ付近まで盛土。地山を検出でき
ず。

15㎡ 21S125 

79 植物園北遺跡・芝本瓦窯跡
左京区松ヶ崎東池ノ
内町2ほか

7/28
・29

対象地北半部でGL-1.0～-1.2ｍより時期不
明のピット，溝，土坑を複数検出。

56㎡ 21S200

80 史跡　大徳寺境内
北区紫野大徳寺町
101

4/6 GL-0.1ｍで近世の整地層。 3㎡ 2N119
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81 上京遺跡・寺ノ内旧域
上京区寺ノ内通新町
西入妙顕寺前町515
-14

11/19

GL-0.6ｍで褐灰色細砂，-0.75ｍで灰黄褐色
泥砂，-0.9ｍで室町時代の遺物を含む黄褐
色泥砂，-1.2mで地山の明黄褐色シルト。
室町時代の遺構・遺物を確認。発掘調査を
指導。

38㎡ 21S097

82 上京遺跡
上京区今出川通大宮
西入元北小路町
146-1他4筆

10/11
GL-1.0ｍでにぶい黄褐色泥砂，-1.3ｍで明
黄褐色シルトの地山。

34㎡ 21S065

83 室町殿跡(花の御所）
上京区烏丸通今出川
上る岡松町255

6/14
～25

GL-1.0ｍで江戸時代中期の遺構面を確認。
18世紀ごろの石垣を確認。本文62ページ。

30㎡ 20S337

北白川地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 発掘面積 受付番号

84 白河北殿跡・白河街区跡
左京区丸太町通川端
東入東丸太町23-4

4/28
１区は現代盛土以下，GL- 1.16ｍでにぶい
黄色泥砂（土師器細片含む・遺物包含層）
，-1.32ｍでオリーブ褐色粗砂の地山。

8㎡ 21R009

85 白河街区跡
左京区聖護院山王町
44他10筆

4/12
～14・
5/24

GL-0.8ｍで平安時代後期の整地層を検出。
発掘調査を指導。

71㎡ 21S014

86 白河街区跡
左京区聖護院山王町
44

6/24

GL-0.95mで暗褐色砂泥，-1.13mで浅黄色
粗砂，-1.5mで暗灰黄色砂泥，-1.77mで灰
白色微砂～シルトの地山を確認。発掘調査
を指導。

29㎡ 21S115

87 白河南殿跡・白河街区跡
左京区聖護院蓮華
蔵町31

12/22
～24

GL-1.1ｍで褐灰色粘質土，-1.2～-1.6ｍで黄
褐色砂礫の河川堆積を確認。撹乱を受けて
いるところも多く，遺構は確認できず。

33㎡ 21R403

88 禅林寺旧境内
左京区永観堂町48
他8筆

11/1
GL-1.25ｍまで撹乱，以下，地山。削平に
より遺構は確認できず。

22㎡  21S123

洛東地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

89 芝町遺跡
山科区四ノ宮芝畑町
15他

10/21
・22・
12/16
・17

GL-0.15～-1.1ｍで明黄褐色粘土質の地山。
遺構・遺物は確認できず。

93㎡ 21S466

90 法住寺殿跡
東山区今熊野北日吉
町17

8/10
･11

GL-0.3ｍで地山を確認。 139㎡ 21S032

91 旭山古墳群
山科区上花山旭山町
地先

5/11
～13

本工事が影響を与える3～6号墳について発
掘調査を指導。

44㎡ 21S039

92 山科本願寺南殿跡
山科区音羽伊勢宿町
33-43

6/23
GL-0.75ｍで南北方向の溝を検出。本文73
ページ。

25㎡ 21S043
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93 法性寺跡
東山区本町十一丁目
208-1，209-1，
209-2，725-3

12/13
GL-1.5mで黒色粘質土，-2.0mで明緑灰色粗
砂の地山を確認。

28㎡ 21S374

94 法性寺跡
東山区本町十五丁目
787-１

5/10
GL-0.65m以下で地山のにぶい黄色細砂～粗
砂を確認。遺構・遺物は確認できず。

19㎡ 20S737

95 法性寺跡
東山区福稲上高松町
60

6/10
GL-1.5～-2.0ｍまで撹乱，以下地山。遺
構・遺物は削平により確認できず。

30㎡ 21S107

伏見・醍醐地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

96
深草寺跡・深草坊町遺跡・
安楽行院跡・貞観寺跡

伏見区深草僧坊町
46-1，46-8，51，
54-3，56-3

5/7
GL-0.8～-0.9ｍで灰オリーブ色や明黄褐色
のシルトの地山。地山上面で中世の土坑１
基を確認。

22㎡ 20S691

97 貞観寺跡・深草坊町遺跡
伏見区深草僧坊町
93-1他５筆

4/9
GL-2.2ｍで地山。顕著な遺構は確認でき
ず。

29㎡ 20S516

98 伏見城跡
伏見区桃山水野左近
東町76-4，76-5

12/15
GL-1.39ｍまで現代盛土，以下，砂礫の地
山。顕著な遺構・遺物は確認できず。

35㎡ 21F393

99 伏見城跡
伏見区桃山町正宗
39-6，36-42，51-
4，51-5

12/3 現地確認及び写真記録。次年度へ継続。 0㎡ 21F485

100 伏見城跡
伏見区桃山町永井久
太郎63-4他　地内

7/1
近現代盛土以下，GL-0.85～-1.5ｍで明褐
色～褐色シルトの地山。目立った遺構・遺
物は確認できず。

14㎡ 20F556

101 伏見城跡
伏見区福島太夫北町
52（呉竹総合支援学
校）

8/3
GL-0.5mで伏見城期の整地層を確認。発掘
調査を指導。

47㎡ 19F791

102 伏見城跡
伏見区銀座三丁目
309-1の一部

8/5 GL-0.8mで黄褐色シルトの地山を確認。 30㎡ 21F087

103 伏見城跡
伏見区西大手町
318-5，318-6

5/28 GL-1.0ｍ以下河川堆積の粗砂を確認。 22㎡ 21F102

104 伏見城跡
伏見区桃山町鍋島
7-1・同区桃山町立
売1-5ほか

5/18･19

GL-0.3ｍでにぶい黄褐色粗砂，-0.5mで黄
褐色粗砂，-0.6mで明黄褐色細砂～粗砂，
-0.9mでにぶい黄褐色シルトブロックを含
む粗砂を確認。伏見城期～江戸時代の遺構
面を２面確認。発掘調査を指導。

32㎡ 20F557

105 伏見城跡・指月城跡
伏見区桃山町立売
4-7・同区桃山町泰
長老13-3

9/29

GL-0.4ｍまでにぶい黄褐色粗砂混じり粘土
質シルトと黒褐色シルトブロックの混合
層，-0.6ｍまでしまりの悪い黄灰色～灰黄
色砂礫，以下，地山。遺構・遺物は確認で
きず。

14㎡ 21F329

106 伏見城跡
伏見区桃山町本多上
野74-1，-2，-3

5/26
GL-0.5ｍで褐色礫混じりシルトの地山を検
出。顕著な遺構・遺物は確認できず。

60㎡ 21F104
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鳥羽地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

107 鳥羽離宮跡
伏見区竹田真幡木町
85

9/14
GL-1.23ｍで灰色シルトの耕作土，-1.48ｍ
で灰色砂礫を確認。

15㎡ 21T332

108 鳥羽離宮跡
伏見区中島秋ノ山町
102-１

8/19

GL-0.39ｍで黄灰色泥砂の盛土，-0.83ｍ以
下，灰色粘土を確認。池埋土の可能性があ
るため，設計変更により，遺構を地中保
存。

27㎡ 21T204

109 鳥羽離宮跡
伏見区中島前山町
117，118

8/2
GL-1.21mでオリーブ黒色粘質シルトの湿地
状堆積，-1.90mで暗オリーブ黒色粘質シル
ト（砂礫混じり）の地山を確認。

11㎡ 21T209

110 吉祥院竹尻城跡
南区吉祥院西ノ内町
37-１，39，40-1，
40-2

9/7
現代盛土下 GL-0.7mで氾濫堆積。顕著な遺
構・遺物は確認できず。

61㎡ 21S349

長岡京地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

111
左京一条四坊十六町跡・
北一条大路跡

南区久世築山町
313，314

6/28
GL-0.5～-0.7ｍで明黄褐色シルトの地山。
地山上面で鎌倉時代の耕作溝などを確認。

66㎡ 21NG096

112
左京一条三坊十四町跡・
東土川遺跡

南区久世東土川町
243，575

4/16
GL-1.5ｍまで現代盛土・耕作土，以下湿地
状堆積。

18㎡ 21NG004

113
左京二条四坊十一町・十三
・十四町跡

伏見区久我御旅町
9-8他11筆

6/2～9
GL-0.82ｍで旧耕作土，-1.16ｍで中世遺物
包含層，-1.26ｍで地山。本文81ページ。

234㎡ 21NG019

114 左京三条四坊十・十一町跡
伏見区久我西出町
13-6

4/19 GL-1.3mで灰黄色粘土の地山を確認。 26㎡ 21NG018

115 東京極大路跡
伏見区久我森ノ宮
町14-19，14-20

9/16

GL-0.15ｍで浅黄色砂泥の旧耕土，-0.3ｍ
で鉄分を含む灰オリーブ砂泥，-0.55ｍ
で灰黄色砂泥，-0.7ｍで灰黄色微砂含むシ
ルト，-0.8ｍで灰色粘土の湿地状堆積。

44㎡ 21NG131

116 左京四条三坊十四町跡
伏見区羽束師菱川町
544-1

4/5

GL-0.3～-0.5ｍで平安時代末～鎌倉時代遺
構面，-0.6ｍで長岡京期遺構面を確認。調
査区南端では羽束師菱川城北堀の北肩を検
出。北半部では平安～鎌倉時代のピットを
検出。発掘調査を指導。

64㎡ 20NG535

117 左京五条四坊十一町跡
伏見区羽束師古川町
49-1

10/18
GL-1.4ｍで褐色シルト～細砂の水成堆積を
確認。

19㎡ 21NG282

118
左京九条三坊十三町跡・
淀城跡

伏見区淀池上町128
8/30･
31

現代盛土及び撹乱以下，部分的に旧耕作
土が残り，GL-0.5～-0.54ｍで整地土１，
-0.6ｍで整地土２，-1.0～-1.2ｍで造成土３
となる。発掘調査を指導。

39㎡
21NG（S）
037
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南桂川地区
番号 遺跡名 所在地 調査日 調査概要 面積 受付番号

119 史跡・名勝　嵐山
西京区嵐山中尾下町
22-１，22-10

10/27 顕著な遺構・遺物は確認できず。 5㎡ 3N043

120 史跡・名勝　嵐山 西京区嵐山東一川町 4/13
GL-1.0ｍで時期不明の整地層。顕著な遺
構・遺物は確認できず。

12㎡ 2N115

121
史跡・名勝　嵐山・
嵐山谷ヶ辻子町遺跡

西京区嵐山上海道町
46-1

12/15 GL-0.4ｍで時期不明のピットを検出。 4㎡ 3C068

122
史跡・特別名勝
西芳寺庭園

西京区松尾神谷町
56

5/31
～6/10

滝石組上部と想定した１区で水が流れた
痕跡は認められず。凹みとして残る導水路
跡に設けた２・３区で，新旧２時期の導水
路跡を確認。４区では石組底に地山に据え
られたチャートを確認した。本文87ペー
ジ。

9㎡ 3N006

123
大藪遺跡・下久世構跡・
中久世遺跡

南区久世殿城町518 5/6
現代盛土，近代盛土の下，中世包含層を
挟み，GL-0.75ｍで黄褐色シルトの地山上
面で柱穴や溝などを検出。

29㎡ 20S605

124 大藪遺跡・大藪城跡
南区久世大藪町
377-1他７筆

4/21
GL-1.0mでにぶい黄褐色粘質土の地山を確
認。

17㎡ 21S012
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へいあんきょううきょうさんじょう

いちぼうじゅうよんちょうあと

きょうとしなかぎょうく

にしのきょうにしげっこうちょう

 きょうとしかみぎょうく

 きょうとぎょえん

へいあんきょうさきょうろくじょう

いちぼうじゅっちょうあと

 へいあんきょうさきょうほくへん

 しぼうろくちょうあと

 くげ まち い せ き

きょうとしかみぎょうく

きょうとぎょえん

へいあんきょうさきょういちじょう

しぼうじゅっちょうあと

くげ ま ち い せ き

きょうとしんじょうあと

きょうとししもぎょうく

ちゅうどうじくしげちょう

馬瀬智光・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・赤松佳奈・黒須亜希子・清水早織
・松本千裕・藤井整・上茶谷美保

京都市中京区

西ノ京西月光町1-13他
2021/6/7

35度
00分
39秒

135度
44分
13秒

共同住宅

西暦2022年３月31日

平安京右京三条

一坊十四町跡

京都市内遺跡試掘調査報告　令和3年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく　れいわさんねんど

1

35度
01分
26秒

135度
45分
54秒

休憩施設
1
241

京都市上京区

京都御苑2の一部

2021/3/23
～24

35度
01分
15秒

135度
45分
58秒

埋設管敷設
1
241
249

34度
59分
47秒

135度
44分
48秒

平安京左京六条

一坊十町跡
1

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

37㎡

25㎡

21㎡

49㎡

　

京都市上京区

京都御苑3

平安京左京北辺

四坊六町跡，

公家町遺跡

2020/9/16

店舗

都城跡
邸宅跡

都城跡

都城跡

都城跡
邸宅跡
平城跡

平安京左京一条

四坊十町跡，

公家町遺跡，

京都新城跡

京都市下京区

中堂寺櫛笥町

7-9，36-1

2021/7/27

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

平安京左京北辺
四坊六町跡，
公家町遺跡

平安京左京一条
四坊十町跡，
公家町遺跡，
京都新城跡

平安京左京六条
一坊十町跡

平安京右京三条
一坊十四町跡

江戸時代後期 柱穴・整地土・土壙
土師器・陶磁器・軒丸瓦
軒平瓦・丸瓦・平瓦

地中保存

江戸時代 石組遺構・土坑 土師器・金属製品

室町時代 溝・ピット・土坑 土師器・陶磁器
四行八門に則する
区画溝を検出

平安時代 溝・ピット
土師器・須恵器
瓦・緑釉陶器

三条坊門小路南側溝と
十四町域の内溝を検出

26100

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

26100

26100

26100

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
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しせきにんなじ

ごしょあと めいしょう

にんなじごしょていえん

きょうとしうきょうく

おむろおおうち

へいあんきょううきょうしじょう

さんぼうじゅうよんちょうあと

きょうとしうきょうく

 やまのうちせきざんちょう

へいあんきょううきょうろくじょう

さんぼうじゅうにちょうあと

きょうとしうきょうく

にしきょうごくきたしょうざかいちょう

 へいあんきょううきょうしじょう

いちぼうじゅっちょうあと

み ぶ い せ き

きょうとしなかぎょうく

みぶしんめいちょう

馬瀬智光・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・赤松佳奈・黒須亜希子・清水早織
・松本千裕・藤井整・上茶谷美保

京都市右京区

御室大内33

2020/7/20，
2021/5/26・28

35度
01分
46秒

135度
42分
46秒

防災設備

西暦2022年３月31日

史跡仁和寺

御所跡，名勝

仁和寺御所庭園

京都市内遺跡試掘調査報告　令和3年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく　れいわさんねんど

Ａ803

35度
01分
06秒

135度
44分
03秒

共同住宅
1
462

京都市右京区

山ノ内赤山町7-1，7-2，

8，39-1

2021/9/30
35度
00分
20秒

135度
43分
30秒

共同住宅

平安京右京四条

三坊十四町跡
1

京都市右京区

西京極北庄境町31

2021/11/1
～12

34度
59分
38秒

135度
43分
33秒

平安京右京六条

三坊十二町跡
1

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

106㎡

65㎡

160㎡

10㎡

　

京都市中京区

壬生神明町1-61

平安京右京四条

一坊十町跡，

壬生遺跡

2020/11/26
～27

店舗

都城跡

都城跡
散布地

都城跡

史跡
名勝

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

平安京右京四条
一坊十町跡，
壬生遺跡

平安京右京四条
三坊十四町跡

平安京右京六条
三坊十二町跡

史跡仁和寺
御所跡，名勝
仁和寺御所庭園

平安時代後期 湿地状堆積
土師器・緑釉陶器
瓦・石製品

平安時代 溝・流路・整地土など
土師器・須恵器
瓦質土器・銭

古墳時代
平安時代
室町時代

溝
ピット
土坑

土師器
須恵器
青磁

溝内から須恵器坏身が
完形で出土

江戸時代
明治時代

土坑・溝 土師器・瓦・石列

26100

26100

26100

26100

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
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やましなほんがんじなんでんあと

きょうとしやましなく

おとわいせじゅくちょう

だいかくじこふんぐん

きょうとしうきょうく

 さがだいかくじもんぜん

どうのまえちょう

むろまちどのあと

　はなのごしょ

きょうとしかみぎょうく

からすまどおりいまでがわあが

おかまつちょう

 やましなほんがんじなんでんあと

きょうとしやましなく

おとわいせじゅくちょう

馬瀬智光・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・赤松佳奈・黒須亜希子・清水早織
・松本千裕・藤井整・上茶谷美保

京都市山科区

音羽伊勢宿町32-54，

32-85

2021/１/29
34度
59分
01秒

135度
49分
16秒

社宅

西暦2022年３月31日

山科本願寺南殿跡

京都市内遺跡試掘調査報告　令和3年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく　れいわさんねんど

629

京都市右京区

嵯峨大覚寺門前

堂ノ前町10-1，10-4

2021/1/5～7
2/1～3

35度
01分
26秒

135度
40分
55秒

共同住宅

大覚寺古墳群 849

京都市上京区

烏丸通今出川上る

岡松町255

2021/6/14
～25

35度
01分
46秒

135度
45分
30秒

室町殿跡

（花の御所）

230
224

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

82㎡

30㎡

10㎡

　宅地造成

古墳

邸宅跡
都城跡

邸宅跡

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

山科本願寺南殿跡

大覚寺古墳群

室町殿跡
（花の御所）

古墳時代 円墳 全長を確認

江戸時代 溝

34度
59分
03秒

135度
49分
13秒

共同住宅629 26㎡京都市山科区

音羽伊勢宿町33-43
山科本願寺南殿跡 2021/6/23

邸宅跡山科本願寺南殿跡

江戸時代 石垣・土坑
土師器・陶磁器・焼締陶器

瓦・骨
敷地境界にともなう
石垣列を確認

室町時代～
江戸時代

室町時代～江戸時代に
かけての柱穴群を確認

柱穴群

26100

26100

26100

26100

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
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西暦2021年３月31日

京都市内遺跡試掘調査報告　令和3年度

きょうとしないいせきしくつちょうさほうこく　れいわさんねんど

京都市伏見区

久我西出町1-7，1-8，

1-41，1-44

2021/1/14
34度
56分
30秒

135度
43分
24秒

倉庫京都市伏見区

久我御旅町9-8他11筆

2021/6/2・3・
8～9

34度
56分
33秒

135度
43分
32秒

長岡京左京二条

四坊十一・

十三・十四町跡

3

京都市文化市民局　文化芸術都市推進室　文化財保護課

京都市文化市民局

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

52㎡

234㎡

　
駐車場造成

長岡京左京二条

四坊五・

十二町跡

3

馬瀬智光・家原圭太・西森正晃・鈴木久史・奥井智子・新田和央・熊井亮介・熊谷舞子・赤松佳奈・黒須亜希子・清水早織
・松本千裕・藤井整・上茶谷美保

都城跡

都城跡

〒604-8571　京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地

長岡京左京二条
四坊十一町・
十三・十四町跡

長岡京左京二条
四坊五町・
十二町跡

長岡京期 溝
東四坊坊門小路
両側溝を検出

鎌倉時代
室町時代

柱穴・土坑・落込み 土師器・瓦器

34度
59分
31秒

135度
41分
01秒

鑓水整備Ａ952 ９㎡
京都市西京区

松尾神ヶ谷町56

史跡・特別名勝

西芳寺庭園

2021/5/31
～6/10

史跡
特別名勝

史跡・特別名勝
西芳寺庭園

室町時代 溝 瓦・焼締陶器など

26100

26100

26100

きょうとし ふし みく

こがにしでちょう

ながおかきょうさきょうにじょう

しぼうじゅういち

じゅうさん・じゅうよんちょうあと

きょうとしふしみく

こがおたびちょう

 ながおかきょうさきょうにじょう

  し ぼ うご

じゅうにちょうあと

 しせきとくべつめいしょう

さいほうじていえん

きょうとしにしきょうく

まつおじんがだにちょう

書　　　　名

副 書 名

巻 　 次

ふ り が な

シリーズ 名

シリーズ番号

編 著 者 名

編 集 機 関

所 在 地

発 行 機 関

発行年月日

所収遺跡名

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

ふ　  り　  が　  な

所  在  地
ふ　り　が　な コード

遺跡番号市町村

所 在 地

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因




